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『目の前に二本の道がある。あなたはどっちに進みますか？』

　心理テストでよくある質問だ。大抵はこれに『一方は茨いばらの道だけど得られるものが大きくて、もう一方は楽な道だけど実りも少ない』みたいな縛りがつく。そんな二択で性格がわかってたまるか、などと思いつつも、出る答えが割と当たっていて楽しかったりする。

　では、ここで俺おれからの質問。

　二本とも茨の道だったら、どうする？

　あるいは、どちらが茨の道かわからない場合は？

　道が三本や四本だったら？

　最初に断っておくけど、答えたからといって性格判断なんかできないし、俺自身も答えを出せない。すごく悩んだけど、わからなかった。

　だから、最後にビシッと決めてくれるのは俺じゃない。

　ま、ビシッと決まってるかどうかは、人それぞれ感じ方は違うだろうけど。

　少なくとも俺には、いや、俺たちにとっては、最上の答えだったんだ。



    

  
    
      

　一章　わざとじゃない





　たとえば。

「自分は超能力者で、それ故に複数の美少女から求婚されている」

　と、言うヤツがアンタだとして。

　アンタがそういう立場になったとして。

　次に何を考える？



　俺おれの名前は、佐さ々さ木き与よ四し郎ろう。この有名な剣豪さんをぼんやりと連想させる名前のことや生年月日や趣味などをゆっくりと自己紹介したいところなんだけど、そうもいかない。

　緊急事態だ。

　状況を簡単に説明する。俺は今、教室にいる。今まさにドアを開けた瞬間だ。教室の中には我が一年Ｂ組のクラス委員をしている井いの上うえさんがいた。井上さんは体操服に着替え中だった。今まさに制服のブラウスを脱ぬいだ瞬間だ。

　俺と、着替え中の井上さん。教室に二人きり。バッチリと目が合っちゃっている。

　……な？　これヤバイだろ？

　さて、どうしようか？

　と、考えること一秒弱。俺はドアを閉めながら頭を下げる。井上さんは脱いだブラウスで上半身を隠す。

「ごめんなさ――」

「いやああああああああああああ！！！！」

　校舎中に響き渡るほどの絶叫。非常ベルよりも大きい声。井上さんにしてみれば火災が発生するよりも非常事態だから無理もない。

「ち、違うんです！」

　俺は閉めかけたドアをまた開けて教室内に足を踏み入れた。井上さんは教室の隅っこに跳び下がる。

「ぎぃぃぃぃやああああ!!　誰だれか助けてぇえええええええ！！！！」

「た、助けてって、俺は別に」

「お願い！　やめてぇええええ！」

「そんな、人を犯罪者みた……」

　言いかけて、気づいた。事情を説明しようと井上さんに近寄る俺。逃げ場を失ってガタガタと体を震わせている上半身が裸に近い井上さん……。

　これはアウトですね。誰がどう見ても犯罪者です。か弱い女子に力ちから尽ずくであんなことやこんなことをしようとしている暴漢にしか見えませんね。

「井いの上うえさん、ムリだとは思いますが落ち着いてください」

「近寄らないで……」

「これは事故です。神に誓ってわざとじゃありません」

「お、お金ならあげるから、それで許して……」

　井上さんが後じさり服で肌を隠しながら懇願する。あぁ、なんて可哀想かわいそうな姿だ。

「お金とかいりませんから。むしろ払いますから」

「やっぱり……」

「いや、だから、そうじゃなくて」

　ダメだ、会話が通じない。俺おれが身の潔けつ白ぱくを証明しようとすればするほど事態が悪化していく……って、当たり前か。服を脱ぬいでいる女の子にドンドン近づいてるもんな、俺。

「とにかくすいませんでした！」

　深々と頭を下げ、急いで教室から出るべく井上さんに背を向けた。

　が。

「井上、どうし……」

　クラスメイトの女子三人（紀き藤とうさん、橘たちばなさん、藤ふじ原わらさん）が、井上さんの絶叫を聞きつけて教室にやってきた。そして、絶句した。

　教室には俺と半裸状態の井上さん。そして、それを目撃した女子三人……アウトです。



    

  
    
      



    

  
    
      　一瞬の静せい寂じやくの後、

「「「ぎゃああああああああああああ！！！」」」

　女子三人組が奏でる悲鳴のハーモニー。

「違う、これは全然そういうことでは――」

「助けてえええええ！」

　俺おれの弁解を全力でかき消したのは、素晴らしい声量の持ち主・井いの上うえさん。

　しかし、助けようにも女の腕力では欲望むき出しの暴漢に敵わないと思ったのか、女子三人組はたたらを踏んでいる。

「ああっ、だからそうじゃなくて……」

　途中まで弁解を続けようとしたけど、この状況では何を言っても無駄、と俺の脳は判断したらしく、代わりに一つの指令を出した。

「ホントにマジで心の底からすいませんでしたぁ！」

　俺はその場から逃亡した。相手が逃げるのなら仕留めるのは容易たやすい、と判断したのか、

「こら待て！　変態！」

　女子三人組は狩人と化した。

　全力疾走で逃げた。逃げれば逃げるほどややこしくなる、とか、いま逃げると罪を認めることになるぞ、とかはもちろんわかっている。でも脳からの指令だから仕方ない。何でこんな命令を出すのかわからないけど、本能に従おう。

　男子トイレに逃げ込む。ここは女子が立ち入れない聖域。であると同時に、囲まれたら俺の退路も断たれてしまうわけだけど、入ってしまったのだからもう遅い。あぁ、俺の脳はどうしてこうも鈍いんだ……。

　個室の中に入って頭を抱えた。落ち着け冷静に考えればどこかに活路はあるはずだ、と呪じゆ文もんのように繰り返した。

　外からは女子三人組の声が聞こえる。いや、三人じゃない。もっといる。おそらく応援要請を受けたのだろう、男の声も混ざっている。どこに行った、今日という今日は警察に突き出してやる、いいや晒さらし首くびにしよう、とか言ってる。

　俺は身を潜めながら、なぜだどうしてこんなことになった俺は悪くないはずだいやそんなこともないかってゆーかもうここ聖域でも何でもないじゃんとにかく落ち着いて冷静に活路を見み出いだせ晒し首なんて嫌すぎる……と長い呪文を唱えた。けど、肝心の解決策は欠片かけらも浮かんでこない。

　その時、ガチャリ、と個室のドアが開いた。

　ドアを開けたのは、長く艶つややかな黒髪にヘッドフォンをした少女。

　木き元もと二ふた葉ばだ。

　……何だこの状況？

「………」

　二葉は、その大きくて吊つり上あがった弾丸の瞳ひとみを見開き、眉まゆ根ねを思いきり寄せて固まる。俺おれも同じ表情で固まった。そのまま三秒ほど沈黙。

「……何してる？」

「それは俺のセリフだ」

　また三秒ほど沈黙。トイレの外からは自警団と化した生徒たちが、まゆ毛どこ行った、と俺の不名誉なあだ名を連呼する声が聞こえる。

「……まあ、なんだ、とりあえずドアを閉めてくれ」

「……」

　二ふた葉ばは頷うなずきもせず、パタンとドアを閉めて個室の中に入ってきた。男子トイレの個室で俺と二葉が二人きり。……ホント何なんだ、これ？

「出て行けよ」

「……説明しろ」

　コイツの場合、話が通じないのはいつものことだから、お前こそ、とは言わず、ここに至るまでの経緯を話した。

　つまり、こういうこと――。

　今日、五月二十四日、我が校では球技大会が行われる。俺たちがジャングルで野獣と追いかけっこしたり、エイリアンや地底人とケンカをして学校を休んでいた間に種目分けがなされていた。二葉は卓球で、ニーナが野球。

　俺は、用具係。もちろん、そんな種目はない。でも俺の種目はそれだった。有無を言わせてもらえなかった。まあ学校を休んでいた方が悪いよな、と無理矢理に納得した。

　そんなわけで、俺は大会の準備をするために早朝から学校へ来た。そして、教室のドアを開けたら……

「――というわけだ」

「……そっちじゃない。どうしてここにいるのかと聞いてる」

「逃げてきたからだよ」

「なぜ逃げた？」

「それは脳がそういう指令を……」

「は？」

「パ、パニックだったんだよ、誰だれだってあんな状況になったら冷静じゃ……って、お前、冷静だな」

　こんな状況なのに。

「……そうでもない」

　二葉は恥ずかしそうに俺から視線を逸らした。その仕草でなんとなくわかった。きっと騒ぎを耳にして助けに来てくれたんだ。コイツは恐ろしくひねくれ者だから、それを口に出して言えないんだろう。なので、ここは俺から言うことにする。

「この絶体絶命の状況を打破してくれ。お前、超能力者なんだろ？」

「お前もだ」

「俺おれの能力じゃどうにもならない」

　指先からライター並みの炎を出せる、という俺のショボイ能力ではどうしようもない。それならまだ二ふた葉ばの『動物と会話できる能力』の方が可能性がある。

「どこかの動物園から象でも呼び寄せるってのはどうだ？」

「ムリ」

「じゃあ、こういうのは？　お前が俺に変装してここから出て行く。佐さ々さ木き与よ四し郎ろうはここにいますよ、と言いながら校内をうろつく。その隙すきに本物の俺が逃げる」

「どうして逃げるの前提なんだ、真面目まじめに考えろ」

　これでも結構、真面目なんだけどな。

「他ほかに思いつかないんだよ。どうすればいいと思う？」

「知るか」

　……あれ？

「お前、ここに何しに来たの？」

　二葉は片かた眉まゆをピクピク動かして、いつもよりも強く唇を結ぶ。コイツがこんな顔をする時は、言いたくないことを言おうとしている時だ。まったく、素直じゃないね。

「………トイレ」

　ぼそり、と二葉が呟つぶやいた。

「え？」

　聞き返すと、二葉は浅せん草そう寺じに建っている仏像さんみたいな険けわしい顔で睨にらんできた。

「ここ、女子トイレ」

「………」

　またまた三秒ほど固まってから、あっはっは、と笑ってみた。

「嘘うそだろ？」

「嘘じゃない」

　本当に嘘じゃないらしい。

「……だったらさぁ、最初にもっと驚いてくれよ。普通、女子トイレに男がいたらキャーとかギャアアアアアとか叫ぶだろ」

「偉そうに逆ギレするな」

　ごもっとも。

「……で、俺はどうすればいいと思う？」

「出て行け」

　二葉はドアを開け、俺を個室から蹴けり出だした。

「あ、このバカ――」

　他の生徒がいたらどうするんだ、と言いかけたけど、幸いトイレには誰だれもいなかった。ふぅ、とひとまず安心。改めて見ると、確かにここは女子トイレだ。こんなことに気づかなかったなんて我ながらひどいパニックに陥ってたな。

　と、思いながら女子トイレから出た。もっと他ほかに考えるべきことがあったと気づいた時には遅かった。

　トイレの前に男女七名で構成された自警団の皆さんがいました。彼らが目撃したのは、教室で着替え中の女子に詰め寄ってから逃亡した挙げ句に女子トイレから出てきた男。

　……もうアウトとかセーフとかの次元じゃないですね。

「コイツ、終わってる……」

　自警団員の男子が唸うなった。実に的を得た表現だ。いや、感心している場合じゃないな。

「えっと、なんと言いますか、これにはとっても深い事情がありまして……」

　一歩進み出ると、自警団の皆さんも一歩後退した。もう一歩進むと、皆さんも下がる。半円の形をした包囲網がじわじわと等間隔で動く。皆さん、謎なぞの生命体にどう対処すればいいのか困っている。ちょっと怯おびえてもいる。

「なあ、まゆ毛。俺おれ、いい病院知ってるからさ、そこに行こうぜ」

「そうよ、今ならまだ治るかもしれないわ。永遠に入院することになると思うけど」

　立てこもり犯を説得する交渉人のような優しい口調でえげつないことを言う。ダメだ、何を言っても絶対に信じてもらえない、と俺の脳は判断して、またあの指令を出した。

　今度はちゃんと男子トイレに入って、窓から校舎の外に脱出。

「あっ！　待てゴラァ！」

　自警団の皆さんは、再びハンターと化して追跡してくる。

　俺史上最速の走りでグラウンドに出ると、一年Ｂ組の野球チームが早朝練習をしていた。そうか、井いの上うえさんもそのつもりで朝早くから学校に来ていたんだな。

「ヨシロー、何してるんや？」

　ブカブカのヘルメットから黄金色の髪がのぞいている少女が声をかけてきた。

　ニーナだ。

　俺は一いつ旦たん、足を止めて説明しようとしたけど、「いたぞぉ！」という声と共にハンターたちが迫ってきたので、

「すまん、ゆっくり話してるヒマはないんだ」

　再び走り出した。

「わかった！　鬼ごっこやな？　ウチもまぜて」

　ニーナが俺の隣をピタリと併走してきた。俺史上最速に楽々ついてくる。

「鬼ごっこじゃない。それっぽいけど全然違う。というか、離れてくれ。ニーナがいると目立つから」

「イヤや。ヨシローだけ楽しそうでズルい」

「ちっとも楽しくない！　生きるか死ぬかギリギリのところなんだよ！」

「なかなかスリルのある遊びやなぁ」

　ニーナがにんまりと笑う。この子、悪い子じゃないんだけどね、頭は悪いんだ。『金きん髪ぱつ碧へき眼がん悩のう殺さつ体型天然系関西弁美少女留学生』と書いて、バカと読む。それがニーナ。

「そうだニーナ、俺おれを『瞬間移動』でどこかに逃がしてくれ！」

「ヨシローはアホやなぁ、ウチの能力はウチしか移動できんって言うたやろ」

　バカな子にアホ呼ばわりされるのは辛いけど『佐さ々さ木き与よ四し郎ろう』と書いてもバカと読めるので仕方ない。

「じゃあ、囮おとりになってくれ。佐々木与四郎はここにいますよーって言いながら――」

「ヨシローはここにおるよ～！」

「今じゃない！　あーもう！　とにかく離れてくれ！　新しいゲームソフト買ってあげるから！」

「え？　ホンマか？」

「ホンマホンマ」

　ニーナは「むぅ～」と悩んでから、ゲームソフトを選んだ。

　なんとかニーナの餌え付づけに成功した俺は、グラウンドを横切って、体育館に逃げ込む。体育館の男子更衣室に。

　……もう言わなくてもわかるだろ？

　更衣室のドアを開けると、そこには見目麗しい妖よう精せいさんが体操服姿で立っていました。

　妖精の名前は、管かん崎ざきナナさん。

　ナナさんは、その大きな大きなタレ目をより一層大きくして、俺を見つめる。

「……ヨシローくん、何してるの？」

「いやぁもう何がなんだか……」

「一応言っておくけど、ここ女子更衣室よ？」

「やっぱりそうですか」

　俺は呼吸を整えながら長なが椅い子すに腰をおろす。

「ちょっと、なにリラックスしてんのよ」

「なんか逆にここの方が安全かなと思いまして。というか、ナナさんこそ落ち着いてますよね。普通、女子更衣室に男が入ってきたらキャーとかギャアアアとか」

　ちょうどその時、外から「オラ腐れまゆ毛出てこいや！」という怒号が聞こえてきた。窓から様子を窺うかがうと、ハンターたちの人数は倍以上に膨ふくれあがっていて、その手には竹刀とかバットとかが握られていた。もはやハンターではなく暴徒と化している。

「キャーとか叫んだ方がいい？」

「絶対にしないでください」

「ねえ、どういうこと？　ちゃんと説明してよ」

　ここに至るまでの事情を話した――。

「なるほどね」

　と、ナナさんは深く頷うなずいてから、

「ヨシローくん、人間として終わってるわね」

「……やっぱりそうなりますか」

「だって、覗のぞき・女子トイレ・女子更衣室の三連コンボよ？　性犯罪者にしか出せない技じゃない。今だって私の着替えを見に来たんでしょ？」

「違いますよ。それにナナさんはもう着替え終わってるじゃないっすか」

「ナナさんは？」

　しまった。

　妖よう精せいさんの美しい顔が、凶悪な悪魔のそれに変わる。

「やっぱり井いの上うえさんのは見たのね？　最低。最悪。マジで終わってる。でも好き」

「……ん？」

　最後に謎なぞのフレーズを言ったナナさんは、冷たい悪魔顔から極上の天使スマイルに豹ひよう変へんして、俺おれの隣に座り、ナチュラルに腕を組んできた。

「私はどんなヨシローくんでも好きよ。たとえ犯罪者だろうとケダモノだろうとゴミクズ以下だろうと好き。こんなに可愛くてこんなに理解のある女の子、他ほかにいると思う？」

　言われている内容はともかく、甘ったるい猫なで声と上目遣いはこの世のものとは思えないほど可愛い。いつもならその可愛さに失神しそうになるところだけど、

「勘弁してください。今はそんなテンションじゃないんですよ」

　ナナさんは、フン、と鼻を鳴らして組んでいた腕を解いた。もちろん、冷たい悪魔顔に戻っている。

「それで、今からどうするの？　また逃げるの？　いつまでどこまで逃げるの？　今度は女じよ子し風ぶ呂ろにでも行くの？　頭のナビ壊れてるの？　そもそも何で逃げたりしたの？　バカじゃないの？」

「ホントもうマジで勘弁してください……」

　サディズムの権化はいたいけな十五歳の少年を散々になじった後、

「大丈夫。私が何とかしてあげる」

　と、女神の微笑ほほえみ。本当ですか、と俺が女神様を拝みかけた矢先、

「貸しだからね。倍にして返してね」

　女神の微笑みのまま言う。精神的アップダウンが強烈すぎて目眩めまいがしてきた。

「何とかって、どうするんですか？」

「素直に謝るしかないでしょ」

「何度も素直に謝りました。だけど、全然聞いてもらえなくて」

「覗き魔の言い訳なんて素直に聞くわけないでしょ」

　またサディステックな言葉を浴びせつつ、ナナさんは携帯で井上さんに電話をかける。話があるから更衣室に来て、と頼んで、電話を切った。

「来てくれるって。私が間に入ってあげるから今度こそちゃんと謝りなさいよ」

　俺の心臓がバクバクと音を立てる。緊張してきた。

「井上さん、許してくれますかね？」

「それはヨシローくんが考えることじゃないでしょ」

「……ですよね」

　意地悪な暴言よりも核心を突かれた方が胸に刺さる。そうだよな、相手がどうこうじゃなくて謝るしかないよな。でもやっぱり緊張する。動どう悸きが凄すさまじいことになってる。

「はぁ……。それにしても、何でよりにもよって井いの上うえさんなんだ……」

　緊張しすぎのせいか、痛くなってきた頭を押さえながら愚痴をこぼした。

「じゃあ、誰だれの着替えが見たかったの？」

「だから見るつもりはなかったんですって。まあ、それでも井上さん以外がよかったな」

　井上さんは生徒からも教師からも信頼の厚い優等生。しかも、誰とでも（俺おれ以外）すぐに友達になれる明るい性格だし、容姿だって素敵だ。ナナさんやニーナ、ついでに二ふた葉ばも超高校級の外見をしているから見落としがちだけど、井上さんだって充分に美少女の部類に入る。つまり、彼女は人気者だ。ある意味で最も敵に回しちゃいけない人だ。

「あぁ、またみんなに嫌われる……」

「とっくに嫌われてるわよ」

「……そういうことをサラッと言わないでください」

「いいじゃない、誰にどれだけ嫌われても私に愛されてるんだから」

「……」

　ナナさんがまた誘惑モードに移行しかけたので、俺は話題を逸らす。

「ところで、ナナさんも朝練ですか？」

　天使になりかけたナナさんの顔が、ピキッと強こわ張ばる。

「はぁ？　私が練習なんてするわけないでしょ。今日はたまたま早起きしただけ」

「……」

「何よ、その疑いの眼差しは」

「いや、だって……」

　ここでちょっとだけ回想――。

　数日前の下校時。俺とナナさん、少し後ろに二葉という陣形で帰っていた時のこと。

「そういえばさ、球技大会どの種目に出るの？」

　と、ナナさんが二葉に話しかけた。

「……何だ、いきなり」

「いいから言え」

「……卓球」

「ふ～ん、そう。じゃあ、私も卓球にする」

　それからナナさんは、二葉を見たままビシッと俺を指さして、

「いい機会だから勝負しましょう。ヨシローくんを賭かけて」

　と、妙な挑戦状を叩たたきつけた。叩きつけられた二葉は、ビシッと俺を指さして、

「まゆ毛なんかいらない。でも勝負はしてあげる」

　と、これまた妙な受け取り方をした。

「なに上から言ってんだよ、チビのくせに」

「身長以外は上だから仕方ない」

「ホント、その性格の悪さには頭が下がるわ」

「こっちこそ、その目め尻じりの下がり具合には感服する」

「テメェと比べたら誰だれだって下がるんだよ、このキツネ。そばの上に乗せるぞ」

「ポンポコポンポコよく喋しやべるタヌキだ」

　睨にらみ合あうキツネとタヌキ。閑静な住宅街の一角が殺伐とした風景に変わる。本当は関わりたくなかったんだけど、どうやら俺おれも関係しているようなので、

「あ、あの、ナナさん……」

　と、恐る恐る間に入った。ナナさんは怖い顔を瞬時に笑顔にして、

「ヨシローくんが『誰かを選ぶ』って言ってからもう一週間でしょ？　私、気は短くないけど、待つのってあんまり好きじゃないし、どうせ答えは決まってるんだから今すぐでもいいと思うんだけど、ヨシローくんの気持ちはちゃんとわかってるから。ヨシローくんはバカだけど優しいところがあるから気を遣ってるんでしょ？　こんなキツネごときにも。でもね、それじゃいつまでたっても私に告白できないよ？　だからね、私が白黒ハッキリさせてあげようと思うの。それがヨシローくんのためだし、みんなのためだから」

　猫なで声でスラスラと一度も噛かまず、巧みに俺への悪口も織り交ぜながら、素晴らしく自己中心的な理屈をおっしゃった。そしてまた二ふた葉ばを睨みつけた。

「言っておくけど、私、卓球超得意だから。負けたら裸踊りでも何でもしてやるよ」

「そんな貧相な体、見たくもない」

「誰が貧相だ、テメェだって人のこと言えねぇだろ」

「言える」

　話の主旨が微妙にずれていることをツッコむべきか少しだけ悩んだけど、やめておいた。　次の日、この話を聞いた貧相とは真逆の体型をしたニーナは、

「ヨシローが賞品ならウチも参加する！」

　と、子供みたいなノリで主張したけど、二葉とナナさんに軽く流されていた。

　――とまあ、そんなことがあったわけだ。ナナさんはあれだけ大見得を切って挑戦状を叩たたきつけた手前、負けるわけにいかないのだろう。だからこうして早朝から練習を……と勘ぐってしまうのはごく自然なことだと思う。

「違うわよ、そんなこと言うならアイツの方が早く来てるじゃない。こっそりと練習するつもりだったのよ、あのチビギツネ。ったく、抜け目ないっていうか汚いっていうか」

　どっちもどっちだと思うけど、それを言うと絶対に怒るのでやめておく。

　けど。

「俺が賞品とか本気で言ってるんですか？」

「安心して。私が勝つから」

「いや、そうじゃなくて……」

「冗談で言うと思う？」

　ナナさんが急に真顔で言ったから、返答に困った。

「まあ、最終的にはヨシローくんが決めることだけどさ、でも、悩んでるんでしょ？」

　核心を鋭く突かれて、さらに返答に困った。

　――十八歳になったら誰だれか一人を選ぶ。そう宣言をしてしまったけど、一体誰を選べばいいのか、どうやって選べばいいのか、さっぱりわからない。それに……。

「他ほかにも超能力者がいるとか思ってる？　まさか、それに期待してるの？」

　核心を突きすぎです。どこまで俺おれの心を見透かすんですか。

「そりゃ考えますけど、期待なんかしませんよ」

　これ以上増えたら悩みすぎて頭が壊れる、とは言わない。言えば鉄てつ拳けんが飛んでくる。

「まあいいわ。そんなことよりもさ」

　ナナさんは笑顔で話題を変えようとした。が、ナナさんも続きの言葉を飲み込んだ。

「……そんなことよりも何ですか？」

「ううん。別に何でもない」

「言ってくださいよ。胸がムカムカするじゃないですか」

「ムカついてどうすんのよ、モヤモヤでしょ。本気で心配になるわ、その頭」

　本当にムカムカもしてるんだけどな。これも緊張のせいだな。

「とにかく言ってください」

「……あのさ、井いの上うえさんって、どうだった？　つまりその、胸、大きかった？　別に全然興味ないしどうでもいいことなんだけど服の上からだとあまりあるようには見えないからどうなのかなぁってちょっとだけ興味があって」

　軽く矛盾している後半部分は早口。やっぱり気にしているのだろうか？

「見ようと思って見たわけじゃないですから、わかりませんよ」

「雰囲気でいいのよ、雰囲気で」

「そりゃまあ、少なくともナナさんよりは……」

　……しまった。

　ゴツ！　と鉄拳が飛んできた。立て続けに二発、三発とくらって椅い子すから転げ落ちる。

「私よりは？　私よりは何なの？」

　タレ目のケルベロスが悠然と俺を見下ろす。

「ナ、ナナさん、グーはダメっす！　普通、女の子がグーで男を殴らないでしょ！」

「じゃあ、パーにする」

　ワンツースリー。右左右右。マウントポジションを取った魔犬が高速のビンタを浴びせてくる。

「パーもダメ！　痛っ！　マジで痛いから！　またグーになってるから！」

「私よりも何なんだよ！　オラ、言え！」

　照れて赤くなっていた頬ほおが、違う意味で紅潮している。引きがデカイ時の釣り人みたいな顔になっている。本物だ。この人は真性のサディストだ。

「ち、ちょっと管かん崎ざきさん！　それ以上は危ないから！　白目になってるよ！」

　と、グロッキー寸前の俺おれを救ってくれたのは、井いの上うえさんだった。彼女が目撃したものは女子更衣室でタコ殴りにされている……もうわけがわからないですね。

　ガルルルと牙きばを剥むいていたナナさんは、天使スマイルに早変わり。器用な人だ。

「あら、井上さん、いつからいたの？」

「管崎さんが二発目のグーを入れたところかな」

　止めるの遅いよね。しばらく観戦してたってことだよね。

「それで、話って何かな？」

　井上さんが横目でチラチラと俺を見ながら訊たずねる。なんとなく察してはいるのだろう。

「ホラ、ちゃんと謝りなさい」

　ナナさんはまるで母親のように俺の頭を押さえつけて促す。俺もそれに逆らわない。

「本当に申し訳ございませんでした」

「悪気はなかったみたいだし、私がちゃんと折せつ檻かんしておいたから許してあげて？」

　折檻の理由は別なんだけど、それは訴えず、俺はもう一度、深く頭を下げた。

「……うん、もういいよ。それよりも、二人って、その、付き合ってるの？」

　付き合っ――ぐらいでナナさんが俺とガッツリ腕を組んだ。

「そうなのよ～」

「あ、やっぱりそうなんだ。えっと、じゃあ……二人はここで何をしてたの？」

「やだぁ、井上さんったらぁ。まだ何もしてないわよ、まだ」

　含みのある言い方に頬ほおを染める井上さんに、違いますよ、そうじゃないですよ、と俺が否定しようとしたら、ガチャリとドアが開いて、藤ふじ原わらさんが入ってきた。

「井上、まゆ毛が部室棟にいたって……え？　どういうこと？」

　目の前の状況に激しく動揺する藤原さん。

「もう話はついたから、この件は終わり。色々ありがとね。さっ、練習しよ」

　と明るく言って、藤原さんと女子更衣室から出こうとする井上さんに、

「私たちのことは誰だれにも言わないでね。噂うわさになると困るから。特に木き元もとさんとかいう人には絶対に言わないでね。絶対に」

　とても含みのある言い方でナナさんが念を押した。わかった、と頷うなずいた井上さんが何をわかったのかは不安だけど、許してもらえたことにはひと安心。

「……あれ？　部室棟に俺がいたとか言ってませんでした？」

「見間違いでしょ」

　ひょっとして二ふた葉ばかニーナが囮おとりになってくれたのかな？

「というわけで、貸しだからね。ちゃんと四倍にして返してね」

　ナナさんは女神の笑みでおっしゃった。

　数が増えてる……。



「怪我だけには注意して、目いっぱい楽しんでください！」

　校庭に集められた全校生徒の前で校長先生が開会宣言をして、球技大会が始まった。

　朝方は雲に覆われていた空も、まるで待っていたかのように太陽が顔を出して、天晴れな五月晴れ。

　生徒たちはそれぞれの競技会場に散らばる。種目はサッカー、野球、バスケ、バレー、卓球の五種。早速、あちこちから歓声があがった。

　俺おれも用具係として仕事にとりかかった。なぜ俺がこんなことを、と思わなくもないけど、与えられた任務は全うしなければならない。男にとって仕事とはそういうものだ。と思うことにした。

　ボールが足りない、と言われてグラウンドに駆けつけると、我が一年Ｂ組野球チームの試合中で、バッターボックスにニーナが立っていた。応援席から一斉に、

『ニーナちゃぁぁぁぁん!!』

　と、野太い声援があがる。彼らは「ニーナ親衛隊」の隊員で、陣頭に立って音頭を取っていたのは頭に鉢巻きをした山やま田だだった。一応説明しておくと、山田はミステリー研究部という得体の知れない部の部長で、いかにもって感じの文化部員的風貌をした小男だが、最近ではニーナ親衛隊の隊長を自任している増長気味の生意気な小僧。「五十六いそろく」という俺以上に笑える名前のくせに。

　そんな親衛隊の熱い声援を受けたニーナは、バットを持つ手が逆さまなくせに一丁前に予告ホームランをして、

「さあ来い、星くん！」

　と、相手投手を挑発した。どうやらその星くん（仮名）も親衛隊員だったようで、ニヤニヤしながらゆる～いボールを投じる。

「大リーグボール破れたり！」

　叫びながらバットを振ったのは、ボールがミットに到着した後だった。それでも、

『惜しいよ！　ボール見えてるよ！』

　山田を筆頭に親衛隊が声を嗄からす。ツッコミどころが満載でウズウズしたけど、みんな幸せそうだったのでやめておいた。

　ゼッケンを持ってこい、と言われて体育館に向かうと、館内ではコートを半分に分けてバスケとバレーの試合が行われていた。基本的にこの二種目は女子生徒がメインで、我が一年Ｂ組は井いの上うえさんをキャプテンにして女子たちが一致団結、見事なチームワークで奮戦していた。さすが井上さんだな、と見とれている俺の視線に気づいた井上さんは、途端に動きが鈍くなった。申し訳ないのですぐに体育館から立ち去った。

　喉のどが渇いたからジュース持ってこい、という用具係の範はん疇ちゆうを超えた雑用を押しつけられ第二体育館（第一よりも小さくて卓球部と体操部が使用する）に急ぐと、俺を呼びつけたのはナナさんだった。

　ナナさんは俺おれが渡したスポーツドリンクを飲みながら「暑いわね」「汗でメイク落ちないか心配」「今日メイク変えたんだけど、どこかわかる？」「なんでわかんねぇんだよ」と口早に言い、俺の「こういうことは用具係の仕事じゃないです」という訴えを相そう殺さいした。

　壁にトーナメント表が貼はってあった。ナナさんと二ふた葉ばは順調に一回戦を突破している。二人が当たるのは……

「決勝まで行かなければ無理ですね」

「そうなのよ。私は別に優勝とか興味ないし、あのキツネをギャフンと言わせればそれでいいんだけどね」

「ギャフンって……」

　その二葉は体育館の隅っこに一人でいて、ヘッドフォンで音楽を聴いていた。試合前に集中するアスリートっぽく見えたけど、そういうことではないと思うので声をかけた。

「一回戦、勝ったみたいだな」

　二葉は面倒くさそうにヘッドフォンを取って、答える。

「楽勝」

「へぇ。お前も卓球得意なの？」

　二葉はなぜか目線を逸らす。

「……気になる？」

「いや、別に。というか、お前がナナさんと当たる前に負けてほしい」

　ナナさんが負けてくれてもいいんだけど。卓球なんかで俺の人生を決められたくない。まあ、トーナメント表を見る限りは心配しなくてもよさそうだけどな。

「……抜け落ちろ、ダメまゆ毛」

　二葉はそう吐き捨てて、ヘッドフォンをつけようとした。そこで思い出す。

「囮おとりになってくれたのって、お前か？」

「誰だれがそんなこと」

「あっそ」

　じゃあ、ニーナだな。ゲームソフト二本にしてあげよう。

　生徒が一人倒れたから保健室に運べ、という絶対に用具係の仕事じゃない用事を頼まれたので、第二体育館からグラウンドに向かった。日射病になって倒れた男子を保健室まで運んだ。

　保健室を出た時、体操服を赤ん坊のような指でくいっと掴つかまれた。

　柊ひいらぎ一ひと美み先生だった。

　歴れつきとした我が校の教師だけど、俺は心の中で柊ちゃんと呼んでいる。それぐらい先生の容よう貌ぼうは幼い。百五十センチにも満たない身長で、なぜか生徒と同じ体操服を着ているから（しかもサイズが大きいから）同い年どころか小学生にすら見える。

「あ、あの、佐さ々さ木きくん、えっと、その………」

　自分で呼び止めたくせになかなか話を切り出さない。でも焦ってはいけない。この人はとても繊細な人だから。下へ手たに刺激すると異空間生活を強要してくる危険な人だから。

「あの、その、井いの上うえさんに……」

　何を言いたいのかわかったので先に答える。

「違いますよ。いや、違わないけど、それはもうちゃんと謝ったので」

「はい、それは聞きましたけど、その、木き元もとさんと女子トイレに……って本当ですか？　その後に女子更衣室で管かん崎ざきさんと……っていうのは？」

　やっぱり井上さんはこっちの意味で受け取っていたか……。

「あー、いやまあ、本当ですけど」

「な、何をしてたんですか……？」

「何もしてませんよ」

「本当に……？　本当の本当ですか……？」

　うーん、焦じれったい。

「そんなに疑うなら『念写』してみればいいじゃないすか」

「……してみました」

　したんだ。

「しちゃダメって言ったじゃないですか。また変なことになりますよ」

　俺おれの言ってることも無茶苦茶だな。

「ご、ごめんなさい……」

　柊ひいらぎちゃんは生まれたての仔こ鹿じかみたいにビクビクと体を震わせ、眼鏡越しでもハッキリとわかるほど涙を浮かべる。その姿が一段と子供っぽくて、なんというか、可愛い。男心をくすぐられる。ＳとかＭとかではなく良心とか正義感に訴えかけてくる感じ。守ってあげたい、でもそういう姿が見たいからいじめたくなる、という負のスパイラル。だが、それをすると厄介なことになるので、

「体操服、似合ってますね」

　と、話題逸らし兼フォローに徹する。

「え？　本当ですか？　教師は普段着でもいいって知らなかったからすごく恥ずかしかったんですけど、佐さ々さ木きくんにそう言ってもらえるなら着てよかったです。わぁ、嬉うれしいな、明日もこの服装にしようかなぁ」

　たどたどしかった口調が滑らかになって、滲にじんだ涙も消えた。このバンビはおだてると猛烈な勢いで木に登ることを最近学んだ。それはそれで危なくもあるんだけど、ひとまずトイレや更衣室の件が頭から離れたみたいなので良しとしよう。

「あ、佐々木くんは何の種目に出ているんですか？　私、応援に行きます！」

　何も言わず、仕事に戻った。

　そんな感じで、各地で熱戦（ばかりでもなかった）が繰り広げられ、ここぞとばかりにヒーローになるスポーツマン＆ウーマン、競技そっちのけで女子の体操服姿に点数をつけている野郎ども、かたまりになって恋愛談議に花を咲かせている乙女たち、秘密裏に違法な賭と博ばく行為をしていた一部の不良教師……などなど。それぞれがそれぞれのやり方で大会を満喫していた。グラウンドと体育館を何十回と往復している用具係も人知れずやり甲が斐いを感じていた。



　そして、夕方。

　全種目で最後の試合となった卓球の決勝戦を観るために、第二体育館にはほぼ全校生徒が集まっていた。膨大な仕事量をこなした俺おれもその中にいた。

　ギャラリーのお目当ては、二人の一年生女子。

　木き元もと二ふた葉ばと管かん崎ざきナナだ。

　地方大会でベスト４まで進んだ卓球部のエースと主将による独壇場になるとの下馬評を覆し、決勝の舞台へ登り詰めた二つの新星。

　片や、非公式ながら学校一とまで評される噂うわさの美少女。

　片や、ごくごく一部から寡黙なクールビューティーと勘違いされている女。

　数百人にも及ぶ群衆の中、一台の卓球台を挟んで対峙する二人の少女は、双そう眸ぼうに互いをとらえ、激しく火花を散らしている。

　客席のボルテージも熱い。あちこちでこの一戦に寄せる想いが語られる。

「俺、茶色い髪の子」「俺も。マジ可愛いよな」「んじゃ、俺はちょっと怖い方。あーゆーの好き」「一口いくら？　千円？」「彼氏とかいんのかな？」「彼氏じゃねーけど男を取り合ってるって話だぜ」「何だそれ」「あ、俺も聞いたことある」「通学路でケンカしてんの見たことあるけど、それ系の修羅場なの？」「スイカみたいな胸をした金きん髪ぱつの子もいたよ」「誰だれだよ、その羨うらやましいヤツは」「えっと、名前なんだっけな……ま、ま、まゆ……？」

　……以下、省略。

「盛り上がってるなぁ」

　と、ニーナが隣に来て声をかけてきた。

「ああ。これが最後の競技だしな」

「やっぱりウチも卓球にすればよかったな」

「野球の結果は？」

「三位。なかなか頑張ったやろ？」

「うん。で、個人成績は？」

「三振が八つ」

「……そうか」

　ついニーナの胸元に目がいってしまった。バットを振るには邪魔だよな、それ。きっと卓球でも同じだと思うぞ。

「でもでも、最後にガツンとホームラン打ったで」

　そのホームランには逆転満塁サヨナラという冠がつくらしい。

「ニーナらしいよ」

「えへへ」

　ニーナは照れたのかそれとも誇ったのか、八重歯をきらりと光らせた。

「あ、始まるみたいやで」

　審判を務める先生の合図でナナさんと二ふた葉ばは紳士的に握手を交わ――さず、一礼もなく、熱戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　そこから先は――ベタな表現だけど――息をもつかせぬ展開となった。

　二人の戦法は正反対。その性格が反映されまくっていた。

　ナナさんは、アンニュイな天使モードを封印した悪魔の如ごとき超攻撃型の戦法。ドライブやスマッシュを間断なく打ち込み、相手に反撃の暇を与えない。前陣主戦型とか呼ばれるスタイルで、高い運動能力と反射神経を必要とされるのだが、その両方を兼ね備えたナナさんにはピッタリだった。俊敏かつしなやかな動きは切れ味抜群。しなる長い手がまるで鞭むちみたい。蝶ちようのように舞い蜂はちのように刺したボクサーの全盛期を彷ほう彿ふつさせる。

　対する二葉は、嵐あらしのような連打をことごとく拾い返す。カットマンと呼ばれる戦法だ。あらゆる球に対応できるように台から離れて立ち、スピンをかけたクセのある返球で敵の攻撃を無力化する。一見、地味にも見えるが、実はかなりの技術を必要とするので素人にはそうそう使いこなせない戦法らしい。二葉がなぜそんな高等スキルを持ち合わせているかは知らないが、完かん璧ぺきに使いこなしている。冷静沈着に。正確無比に。ホトトギスが鳴くまで待った昔の偉い人を思い出させる。

　これらの知識は、俺おれの近くで項うな垂だれていた卓球部主将の独り言から抜ばつ粋すい・引用したものだ。彼は他ほかにも「欲しい」とか「オリンピックも夢じゃない」といった内容をブツブツと繰り返していた。準決勝でナナさんに負けたのが相当ショックだったようだ。

　要するに、極めて高次元な戦い。だが、言葉の応酬は低次元。

「ごめ～ん、速すぎてとれないよねぇ」

　スマッシュを決めたナナさんが言うと、

「遅すぎてタイミングが合わない」

　二葉が言い返し、その二葉が点を取ると、

「ボールを曲げすぎた。次からは手加減する」

「ホント、誰だれかさんの性格みたいにひん曲がってるわねぇ」

　負けじと言い返す。最初のうちはナナさんも周りの目を気にして、口調も穏やか（？）だったけど、それもすぐになくなった。

「どうだコラ！」

「どうってことない」

「言ってろ根暗ギツネ」

「黙れ。ま……板」

「ま、の次は何だ？　な、じゃねぇだろな？　あぁん？」

「よくわかったな」

「テ、テメェだって――」

「超言える」

　……以下、省略。さすがに何度か審判から注意が入ったし、観客の男子たちもちょっと引いていた。興奮気味に鼻を膨ふくらませているヤツもいた。それは試合に興奮したものだと信じたい。

　くどいようだが、試合は高次元だ。言い争いをしながらこのレベルだから尚更、凄すごい。ナナさんが一点を取れば、すかさず二ふた葉ばが取り返す。二葉がリードすればナナさんがすぐに追いつく。言葉にすると簡単だが、高等技術のオンパレード、らしい。そこまでは素人にはわからない。でも、二人の実力が互角だということと、この試合がいい試合だということは誰だれの目にもあきらかだった。

「しかしまあ、なんという……」

　ヤツらだ、までが喉のどから出てこない。トーナメント表を見た時は無理だと思ったけど、こうなることもどこかで予想していた。二人は運動神経がいい。運動に限らず大抵のことなら人並み以上にこなすだろう。それにしても限度や節度ってものがある。大抵のことを人並み以下にしかできない人間からすると、羨うらやましさを超えて憎らしさすら感じてしまう。ただの僻ひがみだってわかってるけどさ。

　ゲームルールは十一点先取の三セットマッチ。一セット目をナナさんが、二セット目を二葉が、どちらもデュースの末に取った。



    

  
    
      



    

  
    
      　最終三セット目。相変わらずの一進一退。ここまでくると観客席の雑談や声援も消え、試合をする二人の口数も減った。館内は重苦しい静せい寂じやくに包まれつつあった。

　そんな中。

　一人だけ、やたらと声を張り上げている男子生徒がいた。しかも、

「いいぞ！」「そこだ！　いけ！」「惜しい！　ドンマイ！」

　全てナナさんへの声援だった。

　皆、固かた唾ずを飲んで見守っている状態なので、男のくせに妙に甲高いその声が一際大きく響いて耳障りだった。だけど、その男子生徒は恥ずかしげもお構いもない。終しまいには、

「ナナ頑張れ！」

　と、叫んだ。

「ナナだぁ？」

　天使様を呼び捨てするたぁどういう了見だ、と顔を歪ゆがめる俺おれに、

「別にヨシローが怒るとことちゃうやろ」

　と、ニーナのもっともなツッコミ。

「まあそうだけど、でも誰だれだよ、うるさいなぁ」

　俺は目を凝らす。その男子は、人混みの中に埋もれていて飛び跳ねながら試合を観ていたので、顔がよく見えなかった。だけど、誰だかわかった。

「あ。アイツ……」

「知り合いか？」

「さっき保健室に運んだヤツだ」

　顔はよく見えなかったし覚えていなかったけど、軽々と背負えた細身の体と、白い肌の色だけは覚えていた。

「……で、誰だアイツ？」

「ん？　知り合いとちゃうんか？」

「ニーナは？　知ってる？」

「あんなゴボウみたいなヤツは知らんなぁ」

　なかなかいい表現だ。アイツは白ゴボウと名付けよう。

「それにしても卓球って目が疲れるな。点数もちょっとずつしか入らんし。ウチはもっとドカーンとワイワイできるのがエエわ」

「……そうか」

　ニーナの好みや謎なぞの白ゴボウについてはひとまず脇わきに置いて、再び試合に気を戻す。

　試合は三セット目の終盤。いよいよ佳境に入った。呆あきれるほど互いに一歩も譲らない。まさかこれほどの激戦になろうとは実行委員も教師も予想だにしなかったのだろう、予定の終了時間を大幅に過ぎ、体育館の外は暗くなり始めていた。

　それでも、帰りたい、などと言い出す生徒は一人もいなかった。この試合をずっと見てたい、もっともっと続けばいい、そんな思いでいたに違いない。それほどの死闘。それほどの好ゲーム。感動で涙する女子もちらほら。

　しかし、さすがの二ふた葉ばとナナさんも徐々に疲れてきたようだ。ナナさんは腰に手をつく回数が増え、二葉も手の甲で額の汗を頻繁に拭ぬぐっていた。なんだかんだいっても二人とも素人だから、ではなく、むしろ合間に展開されるトラッシュトーキングの方がスタミナを削っていたと思う。その罵ののしり合いもなくなった。

　そうして若干のレベルダウンはあるものの、両者ともに譲らず、またデュースに入って十点ほど取り合ってから――その時は訪れた。

　二葉が一点リードした状況。ナナさんがデュースに戻そうと鬼武者のように凶暴に攻めていた。

　が、ミスをした。やはり疲れのせいだろうか、前半では考えられないようなイージーなミス。狙ねらいすましたスマッシュのはずが、ただ遅いだけの普通の返球になった。

「あっ……」

　と、ナナさんの表情が曇る。

　二葉はニヤリと悪い顔になった。目の前には打ってくださいと言わんばかりの絶好球。このチャンスを逃すはずがない。今まで受け一辺倒だった二葉が初めて体を前に乗り出し、試合を終わらせる渾こん身しんの一撃を打つべく、腕を振り抜いた。

　まさにその瞬間！

　ボールが台の上であり得ない変化をした。

　非常識な回転。言葉にするならバックスピンだが「変化した位置」が常じよう軌きを逸していた。

　二葉のラケットから逃げるように「空中で」バックスピンした。

　観客はちゃんと目視できなかったのだろう、

『うおおおおおおお！』

　と、起死回生のミラクルショットに酔いしれた。

　白ゴボウにいたっては狂わんばかりに絶叫していた。

「さすがナナ！　凄すごい！　凄いや！」

　なんだよアイツうるせーな、とは思わない。誰だれが何を叫ぼうと今はどうでもいい。

　俺おれは見ていた。あまりにも不自然な動きをしたボールではなく、ナナさんが突然かざした左手を。ニーナもそれを見逃さなかったようだ。

「やりおったな」

「ああ……」

「ナナ、アホやな」

「ああ……」

　俺たちにはわかる。ナナさんが『念力』を使った。それ以外、説明のしようがない。

　そのナナさん。

「うわはははは。さあ！　勝負はこれからよ！」

　哄こう笑しようと大声で健在っぷりをアピール。見ていて切なかった。

「………」

　二ふた葉ばは何も答えない代わりに、大きな大きな溜ため息いきをつく。

　そして、ナナさんは猛ダッシュで体育館から走り去った……。

　ギャラリーには一体何が起こったのかわからない。わかるはずがない。ザワザワとどよめきが起こる。しかし、これも俺おれとニーナと二葉にはわかる。ナナさんがどこへ行ったのか、わかる。

　トイレだ。それ以外にない。ナナさんが能力を使う代償はあまりにも切ない。

「ナナ、アホやな」

　ニーナがもう一度、言った。バカな子に二度もアホ呼ばわりされるのは不憫だが、

「ああ」

　バカな俺ももう一度、頷うなずいた。

　結局、ナナさんは戻ってこず、世紀の一戦はナナさんの負傷による棄権・二葉のＴＫＯ勝ちという形で幕を下ろした。予想だにしない結末に観客たちは肩すかしをくらったようだったけど、俺は内心、ホッとしていた。

　勝負に正しい決着がついていたら、俺はどうしただろうか？

　ま、二人の頭からは賞品のことなんて消えていただろうけど。



　球技大会が終わっても、用具係にはまだ仕事が残っていた。グラウンドの整備と体育館コートのモップがけと後片付け諸々。任務を完遂する男・佐さ々さ木き与よ四し郎ろうはそれらの作業を一人でこなした。

　何の運動もしていないのにどっぷりと疲れて家に戻ると、午後九時を回っていた。風ふ呂ろに入るか食事にするかを考えて、食事を選択。コンビニで買ってきた弁当を電子レンジに入れる。出来上がりを待つ間にヤカンで湯を沸かし、コーヒーを入れる。

「フフフ……」

　我ながら気持ち悪くにやけてしまう。最近、このコーヒーが俺の秘かな楽しみだ。以前、女性陣が家に来た時に粗茶しか出せなかったことを反省して、購入した。インスタントではあるが、なかなかの高級品。深い味わいと香りが朝の眠気と一日の疲れを吹き飛ばしてくれる。生活費を切り詰めてでも冒険する価値がある。

　電子レンジから弁当を取り、マグカップにコーヒーを注いでテーブルに置いた時、

「ただいま～っ」

　と、ニーナが部屋に入ってきた。

「おかえり。遅かったな――じゃない。勝手に入ってくるな。チャイムぐらい鳴らせ」

　って、そういう問題じゃないな。問題なのはニーナが制服姿のままということ。コイツ、直ちよくで俺ん家ちに来やがった。……そういう問題でもないか？

「疲れた～」

　ニーナはリビングに寝転んで、クーラーとテレビとゲーム機のスイッチを入れる。その電気代がどこから捻ねん出しゆつされるかとか考えないんだろうな、と思いつつも、

「ニーナ、飯は？」

　そう訊きいてやる俺おれが甘やかしすぎなのだろうか？

「いらん」

「じゃ、コーヒーでも飲むか？　俺の作るコーヒーはなかなか――」

「それもいらん。打ち上げで散々飲み食いしたからおなかいっぱいやねん」

　ピキーン、と心が凍りついた。

「………う、打ち、上げ？」

「うん。井いの上うえの提案でな、クラスのみんなでカラオケ行ってきた」

「みんなって、俺が入ってない……」

　やっぱり朝の一件だよな……。あ、目頭が熱い……。

「フタバも来てなかったで」

「そんなことはどうでもいい」

「まあまあ。ウチがこうして来てるんやから、それでエエやろ？」

「よくない」

　それからしばらく俺が打ちひしがれている間、ニーナはゲームに熱中していた。やがてそれに飽きると、また断りもなくシャワーを浴びた。

「ふぁ～気持ちよかった～」

　風ふ呂ろから出てきたニーナは、またまた断りもなく冷蔵庫を開けてペットボトルのお茶をゴクゴクと飲む。

　バスタオル一枚という格好で。

　俺は俯うつむいてテーブルさんと睨にらめっこ。

「なんや？　まだ落ち込んでるんか？」

　違う、目のやり場に困っているだけだ、とは言えない。言うと負けみたいな気がする。自分でも意味不明のプライド。

　それにしても。コイツは無邪気にもほどがある。それはニーナの長所でもあるけれど、いくら何でも度が過ぎる。男子高校生にこの姿は反則だ。そして俺は男子高校生だ。男だ。オスだ。胸の谷間とかむっちりとした太ももなんて刺激物を前にして平然とはしていられない性別なんだ。

　それとも狙ねらってやってるのか？　豊満な肉体に欲情するのを誘っているのか？　ニーナはそんな悪知恵が働くような性格でも頭脳でもないけど、初めてこの部屋に来たのは俺を夜よ這ばうためだった。ならば渡りに船ってことで遠慮なく、というわけにはいかない。俺にだって将来や人権や自制心はある。ギリギリのところで支えている状態だけど。

　そんな風に悶もん々もんとする俺をニーナはどう受け取ったのか、

「しゃ～ないな。ウチがエエもん見せたろ」

「え？」

　このちょっと上ずり気味の「え？」にはよからぬ想像と期待が込められている。まさかニーナちゃん、そのバスタオルを……？

「いくで。よう見ときや」

「ち、ちょっと待……たなくてもいいけど、まだ心の準備が――」

「とりゃ！」

　間抜けな掛け声と共にニーナはバスタオルを―――取るわけがなかった。

　しかし、ある意味ではそれ以上に驚きよう愕がくの行動だった。

　ニーナは、目の前から消えた。

　目の前から消えた、と思った直後。

「呼ばれて飛び出てニーナちゃ～ん」

　背後から聞こえてきた。慌てて振り返る。そこにいたのはもちろんニーナ。残念なことにバスタオルはきっちりと巻かれてあったけど。

「な？　エエもん見れたやろ？」

「……うん」

　頷うなずくしかできない。ニーナが何をしたのかは訊きくまでもなかった。瞬間移動だ。初めて見た。それは文字通り瞬間移動としか表現のしようがない現象で、改めてニーナの能力の大きさに腰が砕けそうになった。

「す、凄すごいな……」

　何の捻ひねりもないけれど、そうとしか感想を述べられない。

　いいや。そうでもない。

「能力を使うには半日以上集中しなければって言ってなかった？」

「進化した」

「進化？」

「そんな大おお袈げ裟さなもんやないけどな、力を貯ためられるようになってん。充電って言うたらわかり易いかな。テレポートに必要な分のエネルギーを貯めておけば、いつでも発動させれるようになってん。何でできるようになったのかは……何でやろ？」

「俺おれに訊くな」

「ま、理由はわからんでも便利やからエエけどな」

　にひひ、とイタズラをした悪ガキみたいに口を四角くして笑った。俺は回転の鈍い脳を懸命に動かして状況の整理に努める。そして、一つの答えに辿たどり着つく。

「お前、バカだろ」

「ん？　何でや？」

　俺が説明する前に現象は起こった。

「にゅぁ……」

　情けない声を出してニーナがふにゃふにゃと足下から崩れた。大きすぎる能力は代償も大きい。ニーナの場合、目眩めまいと貧血と食欲不振と……まあ、たくさんだ。

「そりゃそうだろ。こうなるだろ。もう少し考えろよ。あと『にゅぁ』って何だよ。人が出す音じゃないぞ、それ」

「うぅ……」

「おい、大丈夫か？」

「うん。ちょっとムリ」

「どっちだよ」

　ニーナの腕を掴つかんで体を起こしてやる。どこまでも指が沈んでいきそうな二の腕の柔らかさとかバスタオルがちょっとずれていることとかに自制心がパンクしそうになるけど、そんな場合じゃない。

「家まで送ってやるから。いや、その前に服か？　俺おれのジャージでいいよな？」

「大丈夫。ここで寝るから。着替えはクローゼットに入ってる」

　いつの間に、とか、ここで寝るなよ、とか言いたいのを我慢して、ベッドまで運んだ。ちゃんとクローゼットに入っていたスウェットも出してやった。でもニーナはそれを着ずにバスタオル姿のまま布団にくるまった。

「ごめんな、大した距離を移動してないからすぐに治ると思うねんけど……」

「前はこんなに早く症状は出なかったじゃないか？」

「う～ん……何でやろう？」

「俺に訊きくなって。というか、もう寝ろよ」

「うん……」

　ニーナは申し訳なさそうに目を閉じて、二秒後に寝息を立てた。

「早っ」

　と、軽くツッコんで、子供のような寝顔を見つめる。

　多分、ニーナは気を遣ったんだと思う。一人だけ打ち上げに呼ばれなかった俺に。だからといって何もこんなやり方じゃなくても、とか、打ち上げに呼んでくれればいいのに、とか思うけど、それは俺が注文するところじゃない。

「ありがとな」

　寝息がイビキに変わりつつあるニーナは当然、返事をしなかった。

「……さて、と」

　俺は腰を上げる。

　そして、クローゼットからジャージを取り出し、それに着替え、玄関に行って靴を履き、ニーナを起こさないようにそーっと家を出て、入念に準備運動をする。

　このまま部屋にいたら、俺の意志とは無関係に、手が毛布を捲まくってしまう恐れがある。そこから何かをするほど理性は崩壊してないが、頬ほお杖づえをついてニーナが目覚めるまでニタニタと鑑賞するぐらいのことはできる。余裕でできる。

　だから、走る。

　バスタオル一枚ってのは今日が初めてだったけど、それに近い格好でいることはざらにある。いや、ほぼ毎回だ。俺おれはまだ無む垢くな高校生だ。男だ。オスだ。原始的な本能を前にして自我を保つのは不可能だ。

　だから、走る。走ることにしている。頭の中が真っ白になるまで。百八つの煩ぼん悩のうが灰になるまで。

　いつもの通学路を通って学校へと走る。どんだけ学校が好きなんだよ、と自じ嘲ちようしそうになるけど、地味に長い坂道は太ももに心地よい疲労を与えてくれる。

　校門にタッチして折り返し。来た道を戻らず、大きく迂う回かいする形で町内を一周して自宅マンションに到着。腕時計を確認すると、今日も自己ベスト更新。何だろう、この無駄な成長力は……。

　部屋に戻るとニーナは深い眠りについていて、毛布を蹴け飛とばしていた。奇跡的な位置でバスタオルが被さっていたから全裸でこそなかったが、限りなくそれに近い状態だった。

　町内をもう一周した。



　こうして長い長い一日は終わった。

　この一日が新たな厄介事の始まりだったなんてことには、気づくわけがなかった。



　週が明けて、月曜日の朝。

　学校へと歩く俺の二メートルほど後ろでは、二匹の動物による毎朝恒例の小こ競ぜり合い。

「あのままやってれば私が勝ってたわね。確実に」

「……」

「でも『捻ねん挫ざ』だから仕方ないわよね」

「……」

「試合に負けて勝負に勝ったって感じ？」

「黙れ。うせろ。イカサマタヌキ」

「え～？　なんのこと～？」

「チッ……」

「ま、引き分けってことでお互い手を打ちましょ」

「違う。私の勝ち」

「引き分けだって言ってんだろ」

「私の勝ち」

　巻き添えを食らうのが嫌なので俺は黙々と前を歩いていた。のに。

「ヨシローくんはどう思う？」

　白魚の指が腕に絡みついた。怖々と振り返る。何て言えばいいかわかるよな、と愛くるしいタレ目が訴えかけている。

　その意味は読み取れないが気圧されそうな威圧感で吊つり目も睨にらんでいる。

「えっと、まあ、その、あれはやっぱりナナさんの負――」

「聞こえない」

　ぐしゃっと握りつぶされそうなほど白魚に力が籠こもった。

「と、というかですね！　勝敗はともかくとして、あんなことはしちゃダメですよ」

「……」

　ナナさんは俺おれから手を放し、不機嫌な悪魔顔になる。

「誰だれも気づいてなかったからいいようなものの、公衆の面前でアレは――」

「あーうるさいうるさいうるさいうるさい」

「真面目まじめに話してるんです」

「じゃあ、私も真面目に聞くけど、ヨシローくんはあのまま私が負ければよかったの？　この仏頂面が不気味な笑みを浮かべてスマッシュを決めていればよかったの？　可哀想かわいそうにも負けてしまった私が裸踊りをすればよかったの？　このドチビは頭ん中ドピンクだから裸踊りじゃ済まさないわよ？　生涯男の人の目を見られなくなるような罰ゲームを考えつくわよ？　それが見たかったの？　ヨシローくんもドピンクなの？」

「……もう勘弁してください」

　何でこんなに次々と言葉が出てくるんだろう？

「わ、私もちょっと、ほんのちょっとだけ……してるんだから」

　ナナさんがぼかした部分には、反省、という言葉が入る。別にぼかすことないのに。

　一瞬だけ落ち込んだ顔をしたナナさんは、すぐに勝ち気な顔に戻り、

「もう終わったことはいいとして、今度はテストの結果で勝負よ」

　また挑戦状を叩たたきつけた。そういえば、そろそろ中間試験の結果が出る頃ころだ。

「しない」と、二ふた葉ばは即答。

「やっぱり。頭の出来じゃ絶っ対に敵わないもんね」

「もういい。しつこい」

　二葉は心の底から吐きだした。これには俺も同感。でもナナさんはまたけしかける。

「今度こそどっちが上かわからせてやる」

「すでに私が上だ。天と地以上の――」

「言葉じゃなく点数で見せてみろよ」

　うまい、と唸うなりそうになった。どっちが上かは知らんが、駆け引きではナナさんが一枚上手だ。卓球の勝敗がうやむやになっているところなんかは匠たくみの技だね。

「イヤならしなくてもいいけど、そしたらアンタの不戦敗だから」

　とだけ言い残し、ナナさんは風のように一年Ａ組に入っていった。実に、うまい。

「相当な負けず嫌いだな」

　廊下に取り残された形の二葉に言うと、二葉はなぜか俺を睨にらんできた。

「何だよ？」

「……私の勝ち」

「知ってるよ」

「……」

　二ふた葉ばは口を貝のように閉じたまま五秒ほど俺おれを睨にらみ、一年Ｂ組の教室に入った。

　コイツも超がつくほどの負けず嫌いだな。



　その日の昼休み。

　ナナさんが手作り弁当を持参で教室にやってきた。

　二葉は窓の外を見ながら音も立てずにパンを食べている。

　教室の中央では親衛隊に囲まれたニーナがケラケラと笑っている。

「今日はねぇ、ヨシローくんのだ～い好きなものばかりよ」

　そう言ってナナさんが開けた弁当箱の中には俺の大好きなハンバーグ。だけど、それはナナさんの弁当箱にのみ入っている。

　俺の弁当箱には、シイタケの煮物、ピーマンとニンジンとキュウリのサラダ。全て俺の嫌いなもの。そして、ご飯なし。……やはり週末で忘れられるほど球技大会の一件は簡単なものではなかったようだ。

「あ、あの、ナナさん……」

「残したらグーで殴るからね」

　天使がニコッと微笑ほほえむ。余計に怖い。が、それはいい。どんなメニューだろうと文句を言う立場ではない。すっごく文句を言いたいけど、我慢する。

「そうじゃなくて、箸はしがないのですが」

「あ、ホントだ……」

　ナナさんの箸もなかった。才女らしからぬミスである。やはり球技大会の一件がよほど腹に据えかねていたのだろう。まあ、そんな時もあるさ。

「手で食べますか？」

「ヨシローくんはそれでもいいけど、私はイヤよ」

「……俺だってイヤですよ」

「あ～ん、最悪ぅ。どうしようぅ？」

　天使様が上目遣いで俺を見る。どこかから調達してこいという意味だ、よな？

「コンビニまでひとっ走りして買ってきます」

「えぇ～、そんなの悪いよぅ」

　と、俺が席を立ち、ナナさんが形だけの引き留めをした時――。

「ナナ」

　教室の外から甲高い声が聞こえた。

「！」

　ビクッとナナさんが天使のお顔を強こわ張ばらせた。

　俺は声の方向を辿たどる。

　教室入り口に立っていたのは、一人の男子生徒。

　ひょろりとした細身の体たい躯く。背丈はやや小柄。白よりも青白いといった感じの肌。少し長めの前髪は薄い茶色。バッチリとした二重まぶたと睫まつ毛げ。腫はれぼったい唇。女装をすればさぞかし似合うだろう、と第一印象で思ってしまったほどの中性的な顔立ち。つまりは、美少年。

　白ゴボウだった。

「ナナさん、呼んでますよ？」

「……わかってる」

　と言いながら、ナナさんは白ゴボウを見ない。クシャクシャと髪を掻いている。

「どうしたんですか？」

「別に」

　姫はご機嫌斜めのご様子。椅い子すから立とうとしない。

「あの白ゴボウ、ナナさんとどういう関係ですか？」

「どういう関係でもない」

　姫、ご立腹。そこでハッと気づいた。

「もしかして……ストーカーですか？」

「……まあ、そんな感じ」

　男心が熱くたぎった。どれだけ凶暴でドＳな天使でもナナさんは女の子だ。ここは男の俺おれが彼女を守らなければ。

「安心してください。あんな白ゴボウ、俺が拳こぶしで黙らせてやります」

「……う、うん」

　そうこうしているうちに白ゴボウの方から接近してきやがった。

「ナナってば、さっきから呼んでるのに無視しないでよ」

　また呼び捨て……確定だ。かなりタチが悪い部類のストーカーだ。

「おい、いい加減にしろよ」

　と、ナナさんの前に毅き然ぜんと立ちはだかる俺を無視して、白ゴボウはナナさんに箸はしを差し出した。

「はい。忘れ物」

「……ありがと」

　ナナさんはしかめっ面のままだが、箸を受け取る。

　……何だ？　ストーカーじゃないのか？　ならばこの白ゴボウは一体……？

「あ、あの、ナナさん？」

「……そういうことよ」

　その説明だけで俺は理解した。

「同どう棲せい中の彼氏さんですね」

「違うわよ！　何でそうなるのよ！」

「え、いや、だって……」

「コイツは……とよ」

「とよ？」

　ナナさんはなぜか言葉を濁す。

　白ゴボウが進み出て、怪け訝げんな顔をしている俺おれと二ふた葉ばに自己紹介をした。

「一年Ｄ組、管かん崎ざきヒカルです」

「え？」

　俺と二葉、少し離れた位置からニーナが白ゴボウの顔を凝視する。白ゴボウはニコリと笑って、俺たちが質問するよりも先に答えた。

「ナナの双子の弟です」

「あ、あ～なるほど。ナナさんの弟さんでいらっしゃ……弟？？」

　我ながら赤面ものの下へ手たなノリツッコミ。でもそれぐらい驚いた。だって、そんな話は聞いたことがないから。

　ナナさんは苦虫を噛かみつぶした顔で舌打ちをする。

　白ゴボウこと管崎ヒカルくんは、言われてみればどことなくナナさんに似ている笑顔のまま、

「初めまして、佐さ々さ木き与よ四し郎ろうくん」

　すっ、と手を差し伸べてきた。

「……ど、どうも。初めましてでもないんだけどね」

　戸惑いながら握手をしようとしたら、すっ、とヒカルくんが手を引いた。

　空しく宙を漂う俺の右手。

　管崎ヒカルくんこと白ゴボウは、笑みを崩さない。

「よろしく、佐々木くん」

「……よろしく」

　状況がいまいち飲み込めないけど、ひとつだけ確かなことがある。

　新たな求婚者でもなければ、俺に新しく友達ができるわけでもなさそうだ。



    

  
    
      

　二章　デートじゃない





　たとえば。

「夢は何ですか？」

　と、訊きかれたとして、アンタはすぐに答えられるか？

　答えられるのなら、羨うらやましい。



　小学生の頃ころ、俺おれがテストで悪い点数を取って帰る度に、親代わりになって育ててくれた叔父さんは、

「頑張らなくてもいい。普通が一番」

　そう言って、優しく頭を撫なでてくれた。でも俺は幼心に嬉うれしさよりも違和感を覚えた。自分の頭が普通よりもだいぶ下なんじゃないかと気づき始めていたからだし、なにより、自分の体質が普通じゃないことに気づいていたからだ。

　普通。

　その言葉にずっと憧あこがれていた。今でもその気持ちは変わらない。いや、より一層、強くなったかもしれない。

　高校生になった俺を取り巻く環境は普通どころか、ハッキリ言って異常だし、俺の頭も異常なぐらい成長していないからだ。

　六月に入って最初の月曜日。

　中間試験の結果が出た。

　子供の頃は叔父さんが頭を撫でてくれたけど、今は違う。答案用紙が返却される度に、チラチラと覗のぞき見ていたクラスメイトたちが、

『マジ？』

『どうやったらあんな点数……』

『逆に凄すごくね？』

　ヒソヒソと、だけど聞こえるように壊れかけのハートをいたぶってくれた。

　前席に座る女も、頼みもしないのに覗き込んできやがる。

「何だよ？」

「……」

　遠くを見るように目を細め、俺の顔と答案用紙を交互に見る。これは俗にいう『可哀想かわいそうなものを見る目』というやつで、それぐらい俺の点数は可哀想だった。でもね。

「そ、そんな目をするな！」

　二ふた葉ばも。それからアンタも。

　どこかに採点ミスはないかと藁わらにもすがる思いで答案用紙を見直していると、今度は、

「うっっわ……逆に凄すごいね……」

　どこからか湧いてきたヒカルが言った。

　この白ゴボウ、ひと言で言うなら、鬱うつ陶とうしい。今風にいえば、ウザい。



　話を少しだけ戻す――。

「ナナの双子の弟です」

　と、ヒカルが自己紹介をして、俺おれと握手をしなかった直後。

「ええーっ？　ナナの弟？　ホンマや、よう見たら似てるわ」

　親衛隊に囲まれていたニーナが飛んできて、ジロジロとヒカルを観察した。

「ニーナさん、ですよね？　初めまして」

「おお、よろしゅう」

　白ゴボウは照れながら手を差し出し、ニーナとはがっちり握手した。この時点でコイツが俺にどんな感情を持っているか明白となった。

　白ゴボウは次に、二ふた葉ばにも握手を求めた。

「え、えっと、木き元もとさん……初めまして」

　しかし、二葉は「……」と、生ぬるい顔で白ゴボウを見るだけで握手はしない。味方になると頼もしいヤツだ。二葉の性格の悪さをなめるなよ。ま、味方でもないけどな。

「ご、ごめんなさい、こういうの馴なれ馴なれしいですよね」

　ビクついた低姿勢で謝罪。目が泳いで、心なしか頬ほおも赤い。

「用が済んだらとっとと自分のクラスに帰れ」

　ナナさんがヒカルの肩をドンと叩たたいて追い払う。

「い、いいだろ別に。せっかく皆さんと知り合いに」

「ならなくていいんだよ！」

　その時、思い出したようにニーナが口を開いた。

「ナナの弟ってことはさ、ヒカルも超――」

　能力者、まで言わせずにナナさんがニーナの口を塞ふさいだ。そして、もう一方の手で俺の首根っこをむんずと掴つかみ、二葉を見て、

「ちょっと来い」

　俺たちを教室の外へ連れ出した。

　ナナさんはそこそこ身長のある男を片手でズルズル引きずりながら廊下を闊かつ歩ぽし、その後にニーナと二葉が続く。

「ナ、ナナさん！　自分で歩けますから！」

「うるせぇ！」

　姫、大変ご立腹のご様子。

　途中、職員室の前で柊ひいらぎちゃんと遭遇。

「え？　管かん崎ざきさん……佐さ々さ木きくん？　え？　どうして……え？」

「ヒトミも一緒においで」と、ニーナ。

「よ、呼び捨て……？」

　バンビも一団に加わった。これで超能力者全員集合。

　そのまま渡り廊下を渡って部室棟まで行き、我らがミス研の部室へと辿たどり着ついた。俺おれの場合は投げ込まれたと表記するのが正しいかもしれない。

　ここにいる全員がミス研部員（と顧問）なのに、部室に来たのは入部してから初めて。正確にはナナさんに呼び出されて嘘うその告白をされた日以来。なんだか懐かしい。

　そのナナさんは開口一番、

「余計なこと言うんじゃねぇよ、ホルスタイン！」

　大声で怒鳴った。

「あ、あの……何がどうなって……？」

　オロオロする柊ひいらぎちゃんに事情を説明――。

「はぁ、管崎さんの弟さん、ですか……なるほど……」

　バンビはぼんやりとだが一応の理解を示した。

「先生はナナさんに弟がいること知ってたんですか？」

「も、もちろんです…………はい」

　どうも怪しいけど、ここを掘り下げても意味はない。

「余計なことって何やねん、ナナ」

　ニーナが本題に戻した。

「能力のことだよ！」

「ヒカルは知らんのか？」

「知ってたら隠したりしねぇだろ。ホンット頭悪いな、テメェは」

「まあまあ」

　どうどう、と暴れ馬を宥なだめる。

「私が超能力者だってことは、お母さんしか知らない」

　それを聞いた柊ちゃんが小さく挙手をして、

「えっと、それは、つまり、前から気にはなっていたんですけど……」

「ハッキリ喋しやべれよ。イライラする」

　まあまあ。どうどう。とっても繊細な人ですから刺激しないように。

「は、はい。えっと、ヒカルさんはその……」

　バンビが落涙寸前で続けたのは、ナナさん以外の全員が訊ききたかった質問。

「ヒカルさんは超能力者じゃないんですか？」

　俺たちに備わっている能力は、どうやら遺伝するものらしい。話の流れからするとナナさんのお母様も能力者のようだし、ニーナのママもエスパーだと言っていたし、柊ちゃんの場合は亡くなった祖母がそうだったと聞かされているらしい。

　俺おれの両親が超能力者だったかは、今となっては知る術がなく、二ふた葉ばのことは知らない。訊きいたことがなかったし、自分から話すようなヤツでもない。

　つまり、この遺伝説は断定こそできないが、おそらく間違いではないだろう。となると、ナナさんの弟であるヒカルにも能力が遺伝されているかも、と考えても不思議じゃない。仮にヒカルがエスパーだとしたら、ヒカルは男だから……

「残念でした。ヒカルは普通の人間よ」

　ナナさんは言いきった。

　一体誰だれにとって残念なのかは、難しいところだ。

　ナナさん以外の女性陣にとっては、結婚相手の選択肢が減った（もともと増えてないが）のだから残念、だと思う。

　俺にとっても標的がまた俺一人になって（もともと増えてないけど）残念。

　だけど、俺は残念とは思わず、なぜだかホッとした。どうしてそんな風に感じたのかはわからない。二葉やニーナや柊ひいらぎちゃんが本当のところはどう感じたのかも、わからない。あまり知りたくない気もする。

　まあ、俺たちのことはいい。

　ナナさんは、どう思っているのだろう？

　ナナさんも残念なのだろうか？

　残念だとしたら、何が残念なのか？

　机の上に座って長い足をブラブラさせているナナさんの美しい横顔からは、その心情を窺うかがい知しることができない。

　ナナさんは話を続けた。

「ま、そんなに普通ってことでもないんだけどね」

「とは？」

「病弱なのよ、昔から。どこが悪いってわけでもないんだけど、すぐに熱を出すし、激しい運動をすると倒れるし。だから学校も休みがちで、来ても大体は保健室にいるわ。別に私だってヒカルのことを隠してたわけじゃないのよ。……隠してたんだけどね」

「どっちなんですか？」

「――とにかく。そういうことだから、ヒカルには言うんじゃねぇぞ」

　ナナさんは全員に釘くぎを刺した。口調はきつかったが、表情はどこか物憂げだった。

「わかった。言わへん」

「い、言いません、絶対に……」

　ニーナと柊ちゃんは頷うなずいた。もちろん、俺も。ただ一人、二葉だけが違った。

「男女の双子、珍しい」

「二卵性だからね」

「その割には似てる」

「親が同じなら似るでしょ。つーか、それが何？」

「深い意味はない。少し興味があるだけ」

「興味持たなくていいんだよ。だから、言いたくなかったのに……」

「まあまあ、もういいじゃないか」

　俺おれは二人の会話を止めた。会話の内容がわからなかったから。ニランセーって何だ？

「二ふた葉ばも何も言わないだろ？　というか、言うなよ？」

　ナナさんに代わって念を押す。二葉は「……」と頷うなずきもせず、なにやら難しい顔をして考え事をしていたが、否定しないから了承だと受け取った。

　そこで昼休み終了のチャイムが鳴り、部室を出た。教室に戻っても二葉は難しい顔をしていた。

「どうした？　何か引っかかることでもあったか？」

「……タヌキ弟……」

　そう呟つぶやいて、かすかに首をひねった。どうやらヒカルのあだ名を考えていた（いまいちしっくりこなかった）らしい。白ゴボウってのはどうだ、と提案した。

　――と、ここまでがあの日の続き。ついでに補足すると、それからヒカルはナナさんの傍にいつもついて回るようになった。休み時間だけではなく登下校時も。その度に「どっか行け」「傍に寄るな。姉弟だと思われんだろ」とナナさんにローキックを食らわされていたが、「いいじゃないか」「姉弟だろ」とか言いながら離れようとしなかった。そのうちナナさんがいない時でも俺のクラスに顔を出すようになって――回想終わり。



「どうやったらそんな点数が取れるの？」

　ヒカルが俺をバカにする。とても鬱うつ陶とうしい。かなりウザい。コイツの悪口にはセンスがない。すでに誰だれかに言われたことを言ってくる。流れに遅れて乗っかる、みたいな感じ。そういうヤツ、アンタの周りにもいるだろ？　ま、ウィットに富んでいればいいってもんでもないけどな。

「それを知ったらどうなんだ？　実践するのか？」

「ま、まさか！　そんなことしないよ！　バカじゃないの！」

　……ほらな？　なんつーか、テンポが悪いだろ？　きっと悪口を言い慣れてないんだ。二葉やナナさんなら小気味のいい啖たん呵かでナイーブなハートを抉えぐってくるんだけど、そんな付け焼き刃で俺を貶めようなんざ百年早いぜ。俺が今までどれだけの批判に晒さらされてきたと思ってやがる。

「ホント、佐さ々さ木きくんてバカだよね」

　あー、うるさい。そして、センスがない。

「あ、そうだ。思い出した」

　ヒカルがわざとらしく言う。あきらかに返事待ちの言い方に渋々だが乗っかる。

「何だよ？」

「さ、佐々木くん、携帯番号とアドレスを交換しよ……してあげてもいいよ」

「いや。いい」

　アドレス帳をいっぱいにするのが目標ではあるけど、ヒカルは……別にいらない。

「て、照れなくてもいいだろっ、ほら早く携帯出してよ」

　ヒカルは俺おれのカバンから携帯電話を取り出す。

「照れるわけないだろ！　おいコラ、返せ」

「うわ、やっぱりアドレス帳スカスカだね。かわいそう」

「勝手に見るな！」

「黙れ、まゆ毛に小ダヌキ。じゃれたいなら余所でやれ」

　前席の二ふた葉ばが一喝した。あ、ヒカルのあだ名が変わってる。

「ご、ごめんなさい。別に木き元もとさんに迷惑をかけるつもりじゃなくて……」

　ヒカルが平謝りする。その謝り方もまだるっこしい。二葉もそう思ったのだろう、軽く舌打ちするだけで追い打ちはかけない。

「ヒカル、最近よう来るな」

　今度はニーナが声をかけた。

「あ、ニーナさん、こんにちは」

　この挨あい拶さつもやけに丁寧で面白味に欠ける。ニーナもそう感じたのだろう、

「え、あ、うん、こんにちは……」

　物足りなさを露わにしていた。

「もう帰れよ」

　と、俺が言うと、

「佐さ々さ木きくんには関係ないだろ」

　心を抉えぐらない悪口で返してくる。どうやら俺のことだけが嫌いらしい。その理由は球技大会での応援っぷりからなんとなく想像できるけどな。

「おーい、ささ毛くん」

　山やま田だが俺に声をかけてきた。

「何だ？　ってゆーか、ワザとだろ？」

　でもね、こういうことだよ白ゴボウ。

「谷たに山やま先生が昼休みに職員室へ来いって言ってたよ」

「……そうか」

　間違いなく成績面でのお叱しかりだろう。仕方ないな。一ひと桁けた台とか叩たたき出したもんな……。

「君、誰だれ？」

　山田がヒカルに訊きいた。

「ぼ、僕は一年Ｄ組の管かん崎ざきヒカルです。初めまして。山田くん、だよね？」

　山田ごときの名前を知っているあたりは健けな気げさを感じるけど、

「握手とかいいよ、鬱うつ陶とうしいなぁ」

「そ、そうだね。ごめん」

　ヒカルが慌てて手を引っ込める。俺おれの中で初めて山やま田だに対する好感度が上がった。

「管かん崎ざきって、管崎さんの？」

「うん。弟なんだ」

　ヒカルは誇らしげに胸を張る。

「ふーん。ところでさ、君も親衛隊に入らない？　今なら会費を値引くけど？」

「し、親衛隊……？」

　山田の好感度がまた下落した。会費取ってたのか……。



「どうやったらこんな点数になるんだ？　これ逆に凄すごいぞ」

　昼休み、職員室に呼ばれた俺は、谷たに山やま先生にお叱しかりを受けていた。

「おい、ささ毛。聞いてるのか？」

「……はい」

「お前の場合は授業態度も真面目まじめだし、試験だって全問必死で取り組んでいるのがわかるから俺としても非常に怒りづらいんだけど……それにしても凄いよな……これなんか式は合っているんだけどな……何で答えがこうなるんだろう……」

　先生が半笑いで机の上に並べた俺の解答用紙を見る。色んな意味で泣きそう。

「とにかく。このままじゃ進級も危ないぞ」

「えっ……」

「まあ、今はそこまで問題にしなくても、期末の結果次第では夏休みが全部補習で埋まることになるぞ。せっかくの夏休みが、たった一度きりの高一の夏休みが補習で潰つぶれるなんて嫌だろ？　俺だって嫌だよ。暑い中、わざわざ学校まで来て教えるなんてしたくない。いいか、ここ重要なところだぞ……」

　それから先生は教師にとって如い何かに夏休みが大切かを懇々と語り、俺はひたすらそれに頷うなずいていた。途中、「それにしても凄いな」「記念に写メ撮っていい？」とおっしゃっていたが、ひたすら耐えた。写メは断った。

　長い説教から解放されて職員室を出る。

「はぁ………」

　と、溜ため息いきをついたのは俺ではなく、同じタイミングで職員室から出た柊ひいらぎちゃん。

「柊ちゃ……じゃなくて先生、どうしたんですか？」

「はい、あの、実は……」

　今朝の職員会議で写真部が部員不足を理由に廃部になることが決定したんです、という内容を八分かけて話してくれた。部員不足も何も顧問しかいなかったんだから妥当な処置です、とは言わず、今日のスーツも可愛いですね、と褒めてみた。

「はぁ、そうですか……」

　と、バンビはうわの空。危険な空気を感じたので、逃げるように教室に戻ると、教室内にも、むせ返るような熱気と底冷えのする寒気が渦巻く危険な空気が充満していた。

　俺おれの席あたりに人だかりができている。その輪の中心には、二ふた葉ばとナナさん。二葉の机の上には、二人の答案用紙が並んでいる。どうやら例の勝負ってやつらしい。

　二人の解答用紙には九十点台がずらりと並び、何枚かは点数が三さん桁けただった。くどいけど、どうやったらそんな点数が取れるんだろうね。

　で、結果は？

「「私の勝ち」」

　二人同時に勝利宣言。

「よく見ろ、タヌキ」

「よく見た。私が勝ってた」

「違う。一点差で私が勝ってる」

「あ、ホント。間違えてた。よく見たら同点ね」

「目も腐ったか」

　やりとりの間、ナナさんは一度も答案用紙を見ようとしなかった。その行動でどちらが嘘うそをついているのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　群衆の中にいたヒカルがしゃしゃり出て姉の擁護にまわる。

「い、一点差なんて引き分けも同然だよ。二人とも凄すごいな。学年で断トツのワンツーだって言ってたよ。さすがナナだよ。あ、木き元もとさんもさすがだなぁ」

　フォローになっていないことに白ゴボウは気づかない。

「黙ってろ、ヒカル」

　弟を厳しい目と口調で黙らせたナナさんに、

「二位……」

　二葉が鼻から息を抜き唇を吊つり上あげるという得意の笑い方をした。コイツ、本当に嫌なヤツだな。

「くっ……」

　ナナさんは壊れるほど奥歯を噛かみしめ、血が出るほど拳こぶしを握りしめ、ビームが出るかもしれないほど黒光りした目で睨にらんだ。と思ったら、満面の天使スマイルを俺に向けて、

「ヨシローくん、先生の話って何だったのぉ？」

　全てをうやむやにしようとはかった。

「二位タヌキ、逃げるな」

　二葉は追撃弾を放つ。それでもナナさんは視線を俺から逸らさず、

「わかった、成績のことでしょ？　ヨシローくんってば、おバカさんなんだからぁ」

　残党狩りから逃げきった。さすがに、うまい。二葉もこれ以上は無意味だと悟ったのか、軽く舌打ちをして追撃の手を止めた。野次馬たちも各々の席に戻っていった。

　俺は谷たに山やま先生に呼び出された内容――夏休みが補習で埋まるかもしれないことを話す。

「佐さ々さ木きくんってバカだね～」

　悪口センスのない白ゴボウはまだいる。今すぐ帰れ。

「ホンマにヨシローはアホやな～」

　親衛隊の輪の中に戻らなかったニーナがポンポンと肩を叩たたいてきた。

「言っておくけどニーナ、お前もだぞ」

「へ？」

「俺おれとお前がぶっちぎりのワーストワンツーだそうだ」

　もひとつ付け足すと俺とニーナの差も一点だ。ま、俺が最下位なんだけどさ。

「ニーナさんは留学生なんだから仕方ないよ」

　これまた下へ手たなフォローを入れたヒカルとは対照的に、二ふた葉ばとナナさんは可哀想かわいそうなものを見る目で俺とニーナを見ていた。なのに、ブービーバカ・ニーナはにんまりと笑う。

「そっかそっか」

「何で笑えるんだよ？」

　マジでネジが飛んでるんじゃないか？

「だって、補習になったら夏休みの間もずっとヨシローと一緒におれるやろ？」

「！」

　ニーナの発言に超能力者たちの動きが止まった。

　なんというバカ。しかし、バカにしか見み出いだせない盲点。侮れないヤツだ。球技大会の時のようにたまにホームランを打つ。

「で、でも、夏休みが潰つぶれるんだぞ？」

「潰れへんよ。補習が終われば遊びに行けるし、そのまま家に帰ってゲーム三ざん昧まいってのも楽しそうやな～。ほらな？　ヨシローもウチと二人の方がエエやろ？」

　……確かに。一人よりは二人の方がいい。その相手がニーナなら気心も知れているから案外楽しいかもしれない気がせんでもないような……。

「山本！」

　突然、ナナさんが教室の中央付近にいた親衛隊長を睨にらんだ。

「……山やま田だですけど」

「どっちでもいいんだよ、こっち来い」

「はぁ」

　駆けつけた山田の襟首をナナさんが掴つかむ。

「山本、今日から部活するぞ」

「山田です。何ですか急に？」

「部活の時間を使ってみんなで勉強会をするんだよ。ヨシローくんが期末試験でまともな成績を取れるようにするために」

「ど、どうして佐さ々さ木きくんなんかのために！」

「落ち着け。アンタだって愛しのニーナちゃんが夏休み中ずーっとヨシローくんと一緒にいられちゃ困るだろ？」

　山田はコンマ四秒だけ考えて、

「そういうことなら協力を惜しみません」

　快かい諾だくした。

　次にナナさんは二ふた葉ばに目を向ける。

「テメェもそれでいいよな？」

「……」

　二葉はこくんと頷うなずいた。さっきまで罵ののしり合っていたのが嘘うそのような阿あ吽うんの呼吸。

「え～、ウチ勉強会なんてイヤや～」

「テメェは呼んでねぇよ。勝手にしろ」

「あ、またウチだけのけ者にするつもりやな？　そうはいかへんで～」

　結局、ニーナは部活（放課後勉強会）への参加を決めた。

「そういうことだから、ヨシローくん」

　と、ナナさんは天使スマイルで前の句を紡ぎ、

「覚悟しとけよ」

　悪魔顔で言い放った。俺おれに口答えなどできようはずもない。

　こうして、ミステリー研究部が遅まきながら活動を開始することとなった。

　のだが。

「僕も参加する！」

　まだ教室に残っていたヒカルが叫んだ。

「アンタ、関係ないじゃん」

　ナナさんが冷たく突き放す。確か双子の姉弟……だったよな？

「関係あるよ、放課後までナナが佐さ々さ木き……じゃないや、ささ毛くんと一緒だなんて絶対ダメだよ！」

　大事なとこ噛かむなよ。いや、全然大事なとこじゃないけどさ。

「意味わかんないけど、アンタは勉強しなくても平気でしょ。中間、何位だったの？」

「……十位」

　大したもんだが、十位ってところが微妙。インパクトが弱い。つまらんヤツだ。

「ほら。わざわざ居残りで勉強しなくても――」

「じ、じゃあ！　僕もミス研に入る！　それならいいでしょ？　大体さ、わざわざナナや木き元もとさんが教えてあげるなんて勿もつ体たいないよ。僕で充分だよ、佐々木くんには」

「ダメだよ」

　どこまでも冷静に告げたのは、山やま田だ部長だった。

「残念だけどヒカルくん、君の入部は認められない」

「ど、どうして？」

「部長の権限だ」

　なぜか山田がとても男前に見えた。



　その日から放課後にミス研の部室で勉強会が行われることとなった。勉強会といっても、我が校が誇るバカの両巨頭への授業がスムーズにいくはずもなく、

「もう！　何でこんな簡単なのがわからないのよ！」

　ナナさんは常に地団駄を踏んで怒っていらっしゃった。

「特にニーナ！　国語や日本史ができないのは大目に見るとしても、どうして英語もできないんだよ！」

「いや、それは、その……」

「口じゃなくて頭と手を動かせ！」

「うぅ……」

　言葉は厳しいが、ナナさんの教え方はとてもわかり易く丁寧だった。基礎から着実に、合理的で建設的に。頭のいい人ってこういう風に勉強するんだな、と勉強になった。それを実践できるかどうかは別の話だけど。

　その点、二ふた葉ばはひどい。

「ここをやれ」

　と、教科書の問題を指して、

「やれと言われてやれないからこんなことになってるんだぞ」

　情けないことを堂々と言い返すと、次は参考書を広げて、

「これを読め」

　教え方もへったくれもない。

　本業である柊ひいらぎちゃんは、懇意になって教えてはくれるけれど、

「こうなるんですけど、わかりますか？　わかりませんか……どうしようかな……」

　次第に自らの指導力に自信をなくし半泣きになるので、こっちがフォローしなければならないという始末。

　山やま田だ？　山田は人に教えるほどの成績ではなく、かといって教わるほど悪くもないので何もせずに幸せそうにニーナを見つめていた。それをニーナが迷惑そうにしていた。

　そんな風にして毎日が過ぎていった――が。

　もう一人、触れなければならない人物がいる。ヒカルだ。

「僕も入部する！　ほら、入部届だってちゃんと持ってきたよ！」

　と、毎日のように訴えた。それに対して山田部長の返答は、

「ダメ」

　その一点張り。どうして、とヒカルが食い下がっても部長は理由すら言わない。そんなヒカルに、ナナさんも邪険に振る舞っていた。

「アイツは昔っから私のあとばかりついてくるのよ。何でも真ま似ねしたがり。放っておけばいいの」

「でも最近は毎日、学校に来てるみたいだし、体調よさそうですね」

「まあ、ね」

　少しだけ頬ほおを綻ほころばせた。誰だれにも見せないように。なんだかんだ言っても、双子の姉弟だ。

　ヒカルの懇願があまりにもしつこいし、鬱うつ陶とうしいし、勉強の邪魔にもなるので、

「もう入部させてやればいいんじゃないか？」

　山やま田だに進言してみた。教室で、休み時間に。

　山田は、俺おれのすぐ傍にある窓を開け、桟に片かた肘ひじをつき、遠くを見つめながら、なにやら男前な顔と口調で語り始めた。

「佐さ々さ木きくんの夢って、なに？」

「夢？」

　思いがけず真面目まじめな質問だったことと、夢という言葉にあまりいい思い出がないので、返答しかねた。

「僕はね、佐々木くん。見ての通り、これといった特徴も特技もない男だ」

「そ、そんなこと……」

　あるけど。

「いいんだ。自分が一番よくわかっている。高校を卒業したらどこかに就職して、大した仕事もできす、ペコペコ頭を下げる毎日が待っている。仮に大学へ進学できたとしても、就職先のランクが少し上がる程度であとは同じ。会社の部品、社会の歯車になって一生を終える。そんなもんだよ、僕なんて。でもね。だからこそ僕はこの高校生活を楽しもうと思っている。限りある自由な時間を思う存分、満喫したい。それが僕の夢なんだ」

「山田……」

　十五歳の少年が将来や人生を悲観するのは決して褒められたことではないし、十五歳が真面目な顔で夢を語るのはどこか気恥ずかしくもある。だけど、十五歳にとって将来や夢は切実なテーマだ。それを真面目な顔で語れる山田が眩まぶしく輝いて見えた。

　しかし、山田の語りにはまだ続きがあった。

「だから、ハーレムをつくるべきだと思ったんだ」

「………ん？」

　このあたりから山田の男前顔が急速に陰り始めた。

「この学校、女子の可愛さが尋常じゃないだろ？　こんな恵まれた環境にいるのにボーッと三年間を過ごすなんて勿もつ体たいない。全ての可愛い子たちとお近づきになって卒業式を迎えるべきだ。それもただの友達ではなく、もっと親密な関係の方が望ましい。だから、部活なんだ。同じクラブってのはそれだけで関係性が深まるだろ？　色んなイベントを一緒にできるしね。そこで僕は廃部寸前だったミス研に入部した。ミステリーにはまるで興味がないけど、すぐに部長になれるからね。それから可愛い子に片っ端から声をかけた。でも、成果は上がらず、挫ざ折せつしかけた時に現れたのが、君だよ、佐々木くん。僕以外の男を入部させるかはとても悩んだけど、エビで超大物のタイを釣れたから結果オーライさ」

「……じゃあ、ヒカルを入部させない理由は？」

「男はもういらない」

　山やま田だはきっぱりと断言した。

「ヒカルくんがいなくても管かん崎ざきさんは部に残ってくれそうだしね」

「……」

　どこまでも尊敬できないヤツだが、ひょっとしたら大物かもしれない。



　山田がどれだけ突っぱねてもヒカルは入部を迫り、柊ひいらぎちゃんだけは「入れてあげれば」と言っていたが、ナナさんも俺おれたちも相手にしなくなっていた。

　そんなある日の放課後、例によってヒカルが入部届片手に部室に現れた。

「ははぁん、わかったぞ。ヒカルくん、この中に好きな人がいるんだろ？」

　という山田の冗談に、放課後の優しい空気が止まった。

「ち、違うよ！　そ、そんなわけないだろ！　全然違うってば！」

　ヒカルは絵に描いたように慌てふためく。

「ヒカル、本当なの？」

　と、ナナさんが確認すると、

「やめてよ、お姉ちゃんまで、そんな、ホント、そんなんじゃないってば！」

　ヒカルはぶんぶん両手を振って否定する。

「お、お姉ちゃん……？」

　おそらく初めてそう呼ばれたのだろう、ナナさんの顔が引きつっていた。

　疑惑が徐々に確信へと近づいていく。もし、それが真実ならば、ここにいる女性は四人。そのうち一人は実のお姉ちゃんだから、残るは……

「そうなんか？　誰だれや？　誰のことを好いとるんや？　青春やなぁ～」

　よもや自分も可能性に含まれていようとは考えもしないニーナが問い詰める。

「ち、違うってば！　ぼ、僕が誰かを好きだなんて、そんな……」

　ヒカルは哀れなほど視線を泳がせて、俺から順番にミス研部員の顔を見て――

　最後に二ふた葉ばを見た。

「……はぁ？」

　めでたく当選した二葉は、飲みすぎた翌日の寝起きみたいな鈍い顔をした。

「ヒカル、お前、まさか……」

　その後に何て言葉を続けようとしたのか自分でもわからないけど、それを言う前にナナさんが俺の首根っこを掴つかんで、

「ヨシローくん、ちょっと」

　そのまま部室の外に連行された。前にも言おうと思ってたんだけど、なんちゅう腕力をしてるんですか。

　ナナさんは部室棟と校舎を繋つなぐ渡り廊下で俺を放り投げてくださった。

「どう思う？」

「あれはビンゴでしょ。恋愛ド素人の俺でもわかりますよ」

「相手は？」

「……二ふた葉ば？」

「そうよね。やっぱりそうよね」

　ナナさんは腕を組んで何かを考えながら、そわそわと目の前を行ったり来たり。

「ヨシローくん、手伝って」

「何を？」

「ヒカルとキツネをくっつけるのを」

　俺おれは哀れなほど慌てふためく。

「い、嫌ですよ！　そんなことしたら、後で二葉に何を言われるか。言われるだけならまだしも、何をされるか……考えただけで血尿が出そうっす」

「……」

　ナナさんは、起きてもいない惨劇に怯おびえる俺をジーッと見つめる。

「覗のぞきの件、貸してたよね？」

　さすが、絶妙のタイミングで弱みにつけ込んでくる。

「それはまた違った形でお返ししますので許してください」

　ナナさんはまた冷たい目で見つめてから、突然、両手で顔を覆った。

「ナ、ナナさん？」

「……ずっと秘密にしておこうと思ったんだけど、ヨシローくんにだけ話すわ……」

　くぐもった声に、くすん、と鼻をすする音が混ざる。

　ナナさんが泣いている。

「ヒカル、実は超能力者なの」

　……え？

「で、でも前はそうじゃないって」

「あれは嘘うそよ。あそこで本当のことを言えば、キツネもウシも先生も、ヒカルを見る目が生々しくなるでしょ？　そんなの姉として耐えられない……」

「……ナナさんが俺を見る目も充分、生々し――」

「ヒカルは自分が超能力者だってことに気づいてないの」

「え……」

「だからね、ヒカルが真実を知るいい機会だと思うの。ううん、ヒカルだけじゃないわ。キツネにとっても、それこそヨシローくんにとっても絶好の機会よ」

「俺にも、ですか？」

「だってそうでしょ？　キツネとヒカルが相思相愛になれば、キツネ的に結婚問題が解決されて万々歳。そうなればヨシローくんだって悩みのタネが一つ減るでしょ？」

「そ、それは……」

　その通り、かもしれない。単純に四択が三択になる。俺がずっと頭を痛めている問題が少しだけ簡単になる、かもしれない。かもしれないけど……。

「やっぱりダメですよ。こういうのは他人が口出しする問題じゃないと思います」

「……チッ」

　両手で覆われているナナさんの顔付近から舌打ちのような音が聞こえてきた。そして、ナナさんはバッと両手を広げ、いないいないば～の要領で悪魔顔をさらけ出した。

「ヨシローくん、はっきりいって今の学力じゃ留年確実よ？　もう一回、一年生やってもまた留年するわよ？　どうするの？　何年通うの？　成人するの？　学校でタバコ吸っても僕は大人だからいいんですって言うの？　それが楽しみなの？」

「聞きたくない聞きたくない聞きたくない……」

　リアルな未来予想から耳を塞ふさいだ俺おれの手を、ナナさんがそっと握った。

「大丈夫。安心して。私がいるわ。反則技は使わない主義だけど、過去十年の期末試験の問題用紙と、それを分析して傾向と対策を記した秘蔵のノートがあるの。それさえ丸暗記すれば、いくらヨシローくんといえども及第点ぐらい取れるから」

「ナナさん……」

　涙ながらに見上げた美しい顔は、女神をも超越して、神に見えた。

「ね？　協力してくれるでしょ？」

　神は私のような下々の者にも優しく微笑ほほえんでくださった。



　翌日、俺は一年Ｄ組へと足を踏み入れた。

『うわっ、淫いん獣じゆうが来た！』

　誰だれかが叫び、かのモーゼが海を割ったように、教室にいた生徒全員が壁際に避難した。神に知恵を授けられた俺は、割れた海を歩いて迷える子羊の席へと向かう。

「な、何だよ、佐々……ささ毛くん」

　悪になりきれない子羊に、俺は映画のチケットを差し出す。

「今週の日曜、一緒に映画を観に行かないか？」

「へ？」

　ヒカルは一瞬、チケットを受け取ろうとしたが、すぐにその手を引っ込める。

「い、行かないよ。どうして僕が、ささ毛くんと……」

　このクソ生意気な態度も許す。神の愛とは許すことだから。

「無益な言い争いはやめよう。俺は山やま田だにヒカルの入部を認めろと説得するつもりだ」

「……本当に？」

「ああ。ただ、俺はお前のことをよく知らない。よく知らないヤツを推薦するのは難しいだろ？　だからこそ、互いの親しん睦ぼくを深めようじゃないか」

「そ、そういうことなら……」

　ヒカルは疑いながらもチケットを受け取った。

　一方その頃ころ、我がクラスでは神が可哀想かわいそうな子を同じように導いていた。そっちの作業は一筋縄ではいかなかったが、どうにかチケットを渡すことに成功した。さすが神様。



　我が家から南に下って徒歩五分の場所にある私鉄の駅。その駅の西口出口にある広場には、前衛的な像が建っている。なんとなく人の形をした像が何を表現した物なのかはわからないが、絶好の目印にはなっていて、待ち合わせ場所として市民に利用されている。

　その像の前ではなく、そこから少し離れた場所でナナさんと待ち合わせをした。

　日曜日の昼前。駅前広場はこれから電車に乗って五つほど離れた駅にある都会へと出かける人たちで賑にぎわっていた。

　別に狙ねらってやっているわけではないが、なぜか約束の時間よりも早く来てしまう俺おれは、遅刻してきたのに悪びれもしないナナさんに第一声で、

「ダサっ」

　ナナさんは俺のつま先から頭のてっぺんまで隈くまなくチェックして、続ける。

「ジーンズに無地の白Ｔシャツって、いつの時代のセンスよ。そういう服は人を選ぶんだから。あとこのクセの強い髪もセットとかしたら？　学校に来る時と同じじゃない。もっと気合い入れなさいよ、逆にこっちが浮いちゃうじゃん」

　のっけからひどい言われようだが、周りを見てみると、同年代っぽい人たちはオシャレに気を遣っているようだ。

　なにより、俺の隣にいる女性が一番素敵な服装をしている。黒いミニのワンピースに羽衣みたいな上着を纏まとっている。まるで天女だ。首元にはネックレスをしていて、髪はアップで纏まとめたお団子頭。もう天使とか妖よう精せいとかも言い飽きた。とにかく、可愛い。というか、カワイイ。通り過ぎる男性が振り返っては見み惚ほれている。確かに俺と並んで歩けば浮く。浮きまくる。

「いや、ダメでしょ。すごく似合ってますけど、今日の主旨にはそぐわないですよ」

「主旨って？」

「だからそれは、尾行、でしょ？」

　つまり、そういうことだ。

　俺とナナさんが合流してから十分後、像の前にヒカルと二ふた葉ばがやって来た。言うまでもなく、俺たちが呼んだから。二葉とヒカルは待ち人が来ず、『偶然』出会った者同士で仲良く映画を観に行き、それを俺とナナさんが――という寸法。

「……やっぱり、やめませんか？　さすがに悪趣味というかなんというか……」

　ホント今さらだけど、罪の意識に苛さいなまれる。神の知恵とか子羊がどうのとか言ってたの誰だれだよ？　何だよそれ？　頭悪すぎだろ。

「今さら遅いわよ。それに、ヨシローくんだって興味があるでしょ？　キツネとヒカルがどんな風にデートするか」

「なくはないですけど……」

　そもそもデートじゃないし、デートにならないだろ。二葉がこのままヒカルと出かけるとは思えない。アイツのことだ、舌打ちか溜ため息いきをついて家に帰るだろう。服もデニムの短パンにパーカーというデート的じゃない格好だし。それはそれで似合ってはいるんだけど、今日のために気合いを入れてきましたって感じではない。まあ、ナナさんと出かける予定だったのだから、それもそうか。

　俺おれとナナさんのいる場所から三十メートルほど先にいる二人がなにやら話している。

『木き元もとさん、どうしてここに？』

『お前の姉に呼ばれた。お前は？』

『僕は佐さ々さ木きくんに……もしかして、映画、ですか？』

『……』

『……なんとなく予想はできますけど、一応、電話してみます』

　これらの会話は全て俺の想像だが、多分、合っているだろう。ヒカルが携帯電話を取り出して、直後に俺の着メロが鳴ったから。俺の着メロが。なんか嬉うれしいなぁ。

「なに笑ってんのよ！　つーか、音！　ばれるだろ！　バイブにしとけよ！」

　俺たちは念のため物陰に隠れる。すると、今度はナナさんの携帯から着うたが流れた。

「ナナさん、音！」

「う、うるさい！　静かにしてて！」

　ナナさんは電話にでた。

『もしもし、ナナ？　今どこにいるの？』

「家だけど」



    

  
    
      



    

  
    
      『……嘘うそでしょ。なんか周りがうるさいもん』

「嘘じゃないわよ。てゆーか、なに？」

『僕いま木き元もとさんと一緒なんだけどさ、約束してたんだろ？』

「あー、そうなんだけどね、急に熱が出ちゃって行けなくなったのよ」

『……朝ピンピンしてたじゃん』

「え？　ごめん、電波が悪いみたい、よく聞こえない」

『……』

「アンタからキツネに謝っておいてよ」

『……佐さ々さ木きくん、何してるか知らない？』

「知るわけないじゃん。ヨシローくんのことだから道に迷ってんじゃない？　触覚抜かれたアリみたいに。きっと来ないわよ、頭のナビが壊れてるから。てゆーかさ、どうせならそのままキツネとデートでもすれば」

『ど、どうして僕と木元さんが――』

　ブツリ、とナナさんは電話を切った。ヒカルのセリフ部分は俺おれの想像だが、大体合っているだろう。しかしまあ、ナナさんには感心する。どうしてこうもポンポンと口からでまかせが出てくるんだろう？　相手にバレバレでもそのまま押し切るところが圧巻だ。

　電話を切られたヒカルは二ふた葉ばに事情を話している様子。二葉はそれを聞きながら溜ため息いきをついた。ほらね、予想通り。

　しかし、二葉はそのまま家に帰ろうとはせず、二人で駅の中へと入っていく。

「……あれ？　行くの？」

「私たちも行くわよ」

　ナナさんは俺の無地白Ｔシャツを掴つかんで引っ張った。

　ちなみにヒカルの服装もジーンズに白のＴシャツだった。Ｔシャツは無地ではなくロゴがプリントされていたけど。

「あれはいいんですか？」

「ヒカルは顔がいいから、いいのよ」

「……」

　オシャレって難しいね。



　二葉とヒカルは映画館に入った。俺とナナさんも入った。二人にばれないように距離をとって、上映開始直前に潜り込んだ。

　その映画は毎年何本もハリウッドから送り込まれてくる典型的ラブストーリーで、どこがどうってこともないありふれた内容だったんだけど、妙にツボに入ってしまって、別れのシーンでは不覚にも涙るい腺せんが緩ゆるんでしまった。ナナさんはろくにスクリーンも見ず、八列前に座るヒカルに「手ぐらい繋つなげよ」とポップコーンを食べながら愚痴っていた。ヒカルと二葉は、まあ、普通に映画鑑賞をしていた。

　エンドロールが流れる数秒前に俺おれとナナさんは映画館を出て、二人が出てくるのを物陰から窺うかがい、また尾行。

　映画館を出た二ふた葉ばとヒカルは遅めのランチをするためか、近くのカフェに入った。ナナさんはその店にもばれないように入ろうとしたが、さすがにそれはまずいので、俺たちは缶コーヒーを片手に店の外から観察することにした。せっかくの休日に美女と二人で何をやってるんだろうね、俺は……。

「ねえねえ、あの二人、いい感じじゃない？」

　せっかくの休日に俺なんかと二人で探偵ごっこをしているナナさんは楽しそうだった。

「そうっすかねぇ……」

　テラス席で一杯何百円もするコーヒーか紅茶を飲んでいる二葉とヒカルは、お世辞にもいい感じには見えなかった。ヒカルはまるでブリキのおもちゃみたいにぎこちない。必死で会話を探しているのがありありとわかる。ヒカルのトーク力が不足しているのではなく、二葉と二人きりなら誰だれでもそうなるだろう。二葉はピクリとも笑わないし、眉まゆはいかついし、ヘッドフォンも外さないし。退屈オーラをこれでもかというぐらい出している。

　それでも、会話はしている。ヒカルが十話して二葉がやっと一返すぐらいの割合だけど会話が成立している。二人は話している。

　日曜日に。映画を見た後に。洒しや落れたカフェで。コーヒーを飲みながら。これって……

「……普通にデートっすね」

「でしょ？　いい感じでしょ？　もしかしたらもしかするかもでしょ？」

「もしかするかどうかは……」

「するわよ。アイツ言ってたじゃん、ヒカルに興味があるって」

　言ってた。

「実はね、キツネにも教えたのよ、ヒカルが能力者だって。アイツ、ちっとも誘いに乗らないもんだからさ、奥の手っていうか」

「そう、だったんですか……」

　この時の俺がどんな顔をしていたのかは、自分ではわからない。でもその顔を見ていたナナさんが突然、

「……やーめた」

　乾いた声でそう言って、俺のＴシャツを掴つかみ、グイグイと引っ張った。

「どっか行こう」

「あ、あれ？　尾行は？」

「せっかくの休日に何でよそのカップルを尾行しなきゃいけないのよ」

「えー……」

「そんなことより、まだ陽も明るいし、遊びに行こうよ。ヨシローくん、どこか行きたいところある？」

　こんな風にワガママに生きられたら人生楽しいだろうなぁ。とはいえ、俺も尾行に嫌気がさしていたところだから丁度いい。

「そうですね………釣り、かな」

「却下」

「早い。というか、なぜ？」

「昼間っから若い男女が魚釣って何が楽しいのよ」

「楽しいと思いますよ。そういう人だって結構いると思うし」

「もっと別のはないの？　こういうのって男が考えるもんでしょ」

「えぇっと、じゃあ……」

　……いかん。何にも出てこない。相変わらず俺おれの引き出しの中は空っぽだ。俺の提案をイライラしながら待っていたナナさんは、何かを思いついたらしい。

「ヨシローくん、お金持ってる？」

「……そんなに多くはないですけど」

　万が一のために懐は暖めてきた。

「よし。じゃあ、行きましょ」

　ナナさんが俺の手を引っ張って歩き出した。

「ど、どこ行くんですか？」

　ナナさんはちょっとだけ悪い感じの、堕天使の笑みを浮かべた。

「ショッピング」



　何軒も服屋に連れて行かれた。全てメンズショップ。どうやらナナさんは俺の着せ替えをして遊ぶつもりらしい。古着屋、セレクトショップ、オリジナルブランドの店、高級ブランドショップ……色んな店に入っては「これいいんじゃない」「これはヨシローくんには似合わないわね」とか言いながら、何着も何着も試着させて、時に笑ったり、時に爆笑したり。俺はというと、値札に書かれてある数字にただただビックリしていた。

「た、高くないですか？」

「そう？　こんなもんじゃない？」

　買い物慣れしているナナさんがそう言うなら、そうなのだろう。福ふく沢ざわさんが三人ぐらい必要なものもあるけど、これも「こんなもん」なのかな？

「外見ばっかり気にするのもどうかと思うけど、人って所しよ詮せんは外見しか見ないしね」

　と、ナナさんは格言めいたことを言いながら、俺の着せ替えを楽しんでいた。

　最終的にナナさんが選んでくれたのは、ダボッとした迷彩柄のカーゴパンツと、有名なアーティストが描いた絵がプリントされた黒いＴシャツ。それにスニーカーと帽子。

「こういうワンポイントがあるだけでオシャレに見えるから」

　だそうだ。品物を買う度に、その店で着替えさせられたから、家を出た時とは何もかもが違う出で立ちになっていた。

「いいじゃん、その格好でプリクラ撮ろうよ」

　また引っ張られるようにして今度はゲームセンターに行き、プリクラというやつで写真を撮った。もちろん俺おれにとっては人生初のプリクラ。いきなり機械が喋しやべったり、落書きという謎なぞの機能に思いきり驚いた。

「次はカラオケ！」

　これも俺にとっては人生初。ファッションだけではなく音楽の流行にも疎うとい俺は、何を歌えばいいのかわからず、でもそんなことを悩む必要はなく、ナナさんがずっとマイクを離さなかった。これがまた上手いのなんの。そこらの歌手なんか目じゃないぐらい。タンバリンを振りながらうっとり聞きき惚ほれた。

「ヨシローくんも歌えば？」

　思い出したようにナナさんが言ったので、何年も前に流行った歌を歌ったら、

「超下へ手た。けど、声だけはいい」

　ナナさんは腹を抱えて笑った。ま、笑ってもらえたらそれでいいさ。

　二時間ほど歌って店を出ると、すっかり陽が暮れていた。

「そろそろ帰りますか？」

　ナナさんは疲れた体を伸ばしながら「うん」と頷うなずき、

「でも最後に海に行きたい」

「夜釣りですか？」

「違うわよ」



　水平線から四十度ぐらいの位置に上じよう弦げんの月がいて、海面を照らしていた。

　いつかナナさんと来たことのある浜辺。もうすぐ訪れる夏になってもここは海水浴場にならない。一キロほど離れた場所はヨットハーバーになっているのだけど、一般庶民には無縁の場所だ。

　ナナさんは海に石を投げて遊ぶ。

「今日、楽しかったね～」

　俺はナナさんの華麗なピッチングフォームに見とれながら、そうですね、と答える。

「本当にそう思ってる？」

「本当にそう思ってますよ」

　だって、本当に楽しかったから。

「それならいいけど。今度はちゃんと朝からその服を着てよね」

「今度？」

「ここ、夏になったら花火大会やるんだよ。私も見たことないんだけど結構、綺き麗れいなんだって。見に来ようよ？」

「花火かぁ、ニーナとか好きそうですよね」

「……そうだね」

　石投げに飽きたナナさんは、黙って海を眺めた。その横顔はやっぱり綺麗で、だけど、どこか寂しげにも映った。

「そういえば」

　と、俺おれは思い出す。

「なに？」

「ヒカルって、どんな能力なんですか？」

　ナナさんがまた小石を拾って、海に投げる。石が水面を四回ほど跳ねて沈む。

「ヒカルは透明になれるの。透明人間ってやつ。厳密には光の屈折率を操作できる能力で実際は透明になってはいないんだけど他人の目には映らなくなるの」

　厳密には～の後がよくわからないけど、

「へぇ、それは凄すごい能力――」

「――というのは、嘘うそよ」

「………」

　俺の得意のセリフだけど、人に言われるとムカッとくるね。

　ナナさんが浜辺に来て初めて俺を直視した。悪びれた様子は少しもない。

「嘘に決まってるでしょ。もし本当にヒカルが超能力者だったら……」

「だったら？」

「少なくともキツネには教えない」

「……なるほど」

　なぜか妙に納得してしまったけど、頭の中でクエスチョンマークが増殖する。その一つ一つを整理して、質問するとしよう。

「えっと、じゃあ、どこからが嘘でどこからが――」

「私のことはお母さんしか知らない。つまり、私とお母さんは超能力者。ヒカルは違う。ついでに言うと、お父さんも違う。あ、お母さんの能力は秘密ね。機会があれば直接聞いて。多分、教えてくれないと思うけど。これが本当のこと。他ほかには何かある？」

　……ない。頭の中のクエスチョンマークは一気に消滅した。でも何だか悔しいので頭の中を引っかき回して質問を探した。そして、見つけた。

「ナナさんは、ヒカルが超能力者じゃないことをどう思いますか？」

「どうって？」

「残念、ですか？」

「………どう、かな」

「どうって？」

「……よくわかんない。どうして自分だけが、とか、双子なのに、とは正直、思うかな。今はそうでもないけど、小さい頃ころは思った。でもやっぱり、ヒカルが超能力者じゃなくてよかったと思う。ヨシローくんを見てたら尚更に」

「俺？」

「だって、突然『私と結婚しろ』って言う子が何人も現れたら絶対パニックになるもん」

「俺おれだってパニックですよ」

「ヒカルだったらパニックどころか部屋に引きこもって出てこなくなるわ、きっと。アイツ、バカじゃないもん。ヨシローくんと違って。あ、いい意味でね」

「いい意味なんかあるんですか……？」

「ま、とにかく。よかったと思ってるわよ」

　ナナさんは座りながら、白魚の指で砂をいじった。

「ねえ、ヨシローくん。もし私が……ってゆーか、これは決定事項なんだけど、私がヨシローくんとの間に命を授かったとして。その時の私が何を思うか、わかる？」

「それは……能力がなくなって嬉うれしいな、でしょ？」

「それも思うだろうけど、はずれ」

「無事に生まれてきてくれ、とか？」

「んー、半分正解」

「わかんないっすよ」

「正解は――」

　それまで凪ないでいた風が吹いて、栗くり色いろの前髪を揺らした。



「――無事、男の子が生まれますように」



「だから、ヒカルが普通の男でよかった」

　もしかしたら、ナナさんが一番残念に思っているのは、このことかもしれない。

　きっとナナさんのお母様もそう願ったのだろう。男の子でありますように、と。

　なぜなら、男は超能力者じゃないから。ごくごく稀まれに俺みたいな男性超能力者が生まれるらしいが、基本的に男ならば普通の人間だ。

　だけど、ナナさんは女だった。女に生まれて、超能力もあった。普通じゃなかった。

　前髪で隠れたその顔は、天使でも悪魔でもなく、素の表情。

　ナナさんは時々、こういう顔をする。

　物憂げで、切なくて、今にも壊れてしまいそうな顔。

　その顔を見た俺は、頭では不謹慎だとわかっているのに、鼓動が速くなる。

　ナナさんのこんな顔を誰だれか見たヤツはいるのだろうか？

　ナナさんはこんな顔を誰かに見せるのだろうか？

　独り占めしたい衝動に駆られる。

　そんなことはできないから、彼女には内緒で心のシャッターを切る。脳裏に焼きつけるように。何度も。強く。強く。

　脳内盗撮されているとは知らない女神は、んん、と両手を伸ばした。

「真面目まじめな話つまんない。疲れた。もう帰ろ」

「そうですね」

　別につまらなくはなかったけど、時間も時間なので帰ることにした。

　本当はもう一つ質問を見つけていた。

　――どうして嘘うそまでついてヒカルと二ふた葉ばをデートさせたのか？

　その質問にはきっと答えないだろう。答えたとしても、二葉の悪口か自分に有利になるようなことしか言わないだろう。

　でもナナさんはそんな人じゃない。爽そう快かいなほどワガママな人だけど、それだけじゃない。今のところ俺おれだけが知っている（と信じたい）あの表情が物語っている。

「ヒカルが本当に好きなら、相手が誰だれであっても協力するわよ。だって、弟だもん」

　もし、ナナさんが本音で答えてくれるなら、そう言うと思う。

　あくまで俺の想像だけどね。



　これといった会話もなくナナさんと二人で家路についていると、俺のマンションの前に黒髪の少女が座っていた。

　二葉だ。

　二葉が俺を待っていた。俺とナナさんを。

「な、なな何やってんだ？　こ、こここんなところで？」

　歯がカチカチと当たる。心臓が大急ぎで全身に血を運ぶ。なのに指先から冷えていく。

「……」

　二葉は立ち上がって、ほんの一瞬も俺を見ず、ナナさんを見据えた。

「何よ？　今さっき偶然に会ったのよ、ヨシローくんとは」

「……」

「あ、そっか。今日は行けなくてゴメンね。もう治ったんだけど、熱が出ちゃって。でもヒカルと一緒だったんでしょ？　楽しかった？」

　ナナさんは謝りながら挑発するという高等テクニックを披露する。

「買い物。プリクラ。カラオケ。海」

　二葉がぼそりと呟つぶやく。

「え……」

　と、ナナさんが絶句して、俺は部屋に逃げ帰ろうとしたけど、それを制するように二葉が空を指さした。俺とナナさんの背後の空を。

　指先が示す場所、それは電信柱。そこに一羽のカラスが止まっていた。

『ガァ！』

　カラスがけたたましく鳴いて、二葉がその鳴き声に頷うなずく。すると、カラスは羽を広げて飛び立った。

　二葉が何をしていたのか、説明は要らなかった。二葉とヒカルを尾行していた俺たちを二葉も尾行していたのだろう。カラスを使って。動物と会話できる能力を使って。

　俺にわかるぐらいだから、ナナさんは瞬時に理解したらしく、瞬時に開き直った。

「このピーピングマニアが……。そうよ、私とヨシローくんもデートしてたの。すっごく楽しかった。それが何？　何か文句でも――」

　俺おれはナナさんの言葉を遮った。

「ち、違うんだ！　これには深い事情があるんだ」

　最近こんなことばかり言ってるな、俺。

「何が違うの？　デートしたでしょ？」

　と言ったのは、ナナさん。過去最高に悪魔顔だった。

「え……だって、その……」

　二ふた葉ばはいつものように眉まゆをひそめず、どこまでも無表情のまま、

「……死ね」

　俺へ向けて弾丸を撃ち込んだ。

「……バカ」

　ナナさんも撃った。

　二人はそのまま自分の家へと帰っていった。一度だけキッと睨にらみ合あったが、言葉は交わさなかった。

「……」

　二人を引き留めることもできず、家の前なのにそのまま立ち尽くす。

　自分が嫌われる本当の理由がわかった。

　もしかして……。

　いや、もしかしなくても、俺って凄すごく嫌な人間なのかもしれない……。



　夜が明けて、月曜日。

　この日ほど学校を休みたいと思った日はない。しかし、よほどのことがない限りは学校に行くというのが俺のポリシーでありモットーだ。昨日のことは充分に「よほどのこと」だけど、休むわけにはいかない。前みたいに逃げてしまったら、今度こそ正真正銘最低の人間に成り下がってしまう。だから、休まなかった。

　が、結果的には、休んだ方がよかったのかもしれない。

　朝の通学路、学校へと歩くのはいつもの三人とヒカル。四人の間に流れる空気は筆舌しがたい。要するに、最悪だった。

「ホンットに最低だよね。最底辺だよね。生き物として終わってるよね」

　悪口センスに成長を感じられるヒカルが何度も俺を責める。責められて当然の身なので反論はしない。ひたすら謝る。

「悪かったって言ってるだろ……」

　もう何度も何度も言っているだろ……。

「うわ、逆ギレだ。まゆ毛の逆ギレだ。逆ギレまゆ毛だ」

　何を言われても悪いのは俺なので殴りたいとも思わない。本当は殴り飛ばしたいけど、責めてくれるだけマシとも言える。

　いつもなら立ち直れないほどの言葉責めと、立ち上がれなくなるまで暴力をふるうはずの二ふた葉ばは、何も言わない。

　ナナさんも無言。ただ、考えの読めない二葉のそれとは違って、あきらかに苛いら立だってはいる。こめかみに浮き出た血管がピクピクしている。誰だれかが導火線に火をつけてくれるのを待っているような感じ。

　そして、ヒカルが火をつけた。

「許しはしないけどさ、それは絶対にしないけど、約束は守ってよね。山やま田だくんに推薦してくれるっていう約束は――」

「るせぇな！　男のくせにグチグチグチグチグチ」

「な、なんでナナが怒るんだよ！」

「アンタが済んだことをネチネチネチネチと女々しく――」

　ボフン、とナナさんの背中にカバンが当たった。

　犯人は、二葉。どうやら二葉も着火待ちだったらしい。

「いい加減にしろ。この前からずっと、お前は何がしたいんだ」

　怒るというよりも呆あきれた口調。

　本当に怒ってはいなかったんだと思う。この時はまだ。そこまでは。

　それはナナさんも同じだったかもしれない。

「……なにすんだよ！」

　背中のカバンをどけるために、ナナさんは手を振った。体を反転させて、内から外へと腕を振り払った。

　パシ。

　まるで野球のボールがミットに吸い込まれるような音。それも小学生のキャッチボールレベルの小さくて乾燥した音。

「――ぁ」

　と、わずかに唇を開いたナナさんに悪気はなかったと思う。そこまでは。

　手の甲で叩たたかれた右みぎ頬ほおが赤くなった二葉は、無言で無表情のまま、

　パン。

　ナナさんを殴った。

　ここで二人は、キレた。

　パンッ！

　と、ナナさんが殴り返し、

　バン！

　と、二葉がまた殴り返す。

「……」

「……」

　いつもならバチバチと睨にらみ合あう瞳ひとみに熱はなく、その眼光は冷ややかだった。

　いつもなら聞くに堪えない言葉の応酬なのに、それもなかった。

　いつも殴り合っているように見えて、本当は殴らなかったのに。

　いつになく二人は、キレていた。

「「……」」

　どこまでも情けないことに、まゆ毛と白ゴボウの男二人は、金縛りにあっていた。

　ナナさんがまた二ふた葉ばを殴ろうとする。

　その手を二葉が避ける。そして、ナナさんの太ももを蹴けった。

「テメェ……コラァッ！」

　ナナさんがブチギレた。二葉の脇わき腹ばらにミドルキックを見舞う。

「――っ！」

　一瞬、二葉の呼吸が止まり、それが回復すると同時に固く握った右みぎ拳こぶしで殴りかかった。

　ようやく、本当にようやく、まゆ毛と白ゴボウの金縛りが解けた。

「ちょ、ちょっとナナ！」

「や、やめろよ！」

　二人同時で止めに入ったけど、やはり遅かった。

　ゴン！

　鈍い音を響かせて、ナナさんが後ろに弾け飛んだ。バッと上げた顔には赤い色の液体。ツンと尖とがった鼻から血が流れている。

「マジでやってやる……！」

　ナナさんが地面を蹴り、まゆ毛と白ゴボウの間をすり抜けて、二葉に拳をぶち当てた。

　今度は二葉が大きくのけぞる。二葉の口からも流血。それを唾つばごと地面に吐く。

「……上等だ」

　両者同時に飛びかかった。直線上でぶつかる。制服を掴つかみ合あって離さない。

「ナナ！」

「やめろって！　おい！」

　俺おれとヒカルが二人を引き離そうとする。が、できない。二人の目には俺たちが映らない。二人の耳に俺たちの声が届いていない。

「なんやなんやなんや！　何がどうなってんのや！」

　駆けつけたのは、ニーナ。体を押し込むようにして二葉とナナさんの間に入った。

「ようわからんけど、暴力はアカンって！　ヨシローもヒカルもボーッとせんと！」

　言われるまでもなく止めに入っているけど、狂戦士と化した二人の身体能力にことごとく跳ね返された。

　ニーナの大声に誘われたかのように、通学途中の生徒たちが周りに集まり始める。

「どけ！　ニーナ！」

　完全に冷静さを失ったナナさんがニーナをも殴ろうとした。

　その瞬間――

「ほっ！」

　間抜けな掛け声と共にニーナが避けた。体を十センチほど『移動』させて。

「ああっ！　このバカ！」

　ニーナに叫んだのは、俺おれ。直後に、

「ふゃ……」

　という不可思議な音を発して、ニーナがふにゃふにゅと膝ひざから崩れる。

「大丈夫か？　っていうか、前と同じことするなよ！　あと『ふゃ』って何だよ！」

「し、しまった……」

　俺はニーナを抱き起こす。

「ナナ！　ニーナさんにまで！」

　と、叫んだヒカルや、人数が増えつつある野次馬たちにはわからなかったようだ。

　しかし、ニーナの行動が怒り狂うナナさんにヒントを与える形となった。

　ナナさんは二ふた葉ばから手を放し、その手を二葉に向けてかざした。二葉はナナさんが何をするつもりなのかわかったようで咄とつ嗟さに身構えたけれど、『見えない力』によって両足を刈られた。柔道でいう足払いの要領。

　ふわっ、と浮いた二葉の体。そこからは重力の仕業。

「――った！」



    

  
    
      



    

  
    
      　受け身を取れず地面に背中をしたたかに打ちつけた二ふた葉ばは、二回転ほどもんどりうった。「ははっ、ざまぁみろ！」

　子供のような啖たん呵かを切るナナさんの額には、何粒も脂汗が浮かんでいる。だが、怒りが肉体の限界を超えつつあるのか、死ぬ気で我慢しているのか、トイレに走ろうとはしない。

　起き上がった二葉は、翻ったスカートの裾すそを直して、まず最初に俺おれを睨ねめつけた。

「………」

　どこかの海溝よりも深い眉み間けんのしわが「見たか？」という意味だとすぐにわかった。

「み、み、見てない見てない！」

　俺は首と手をぶるんぶるん振って身の潔けつ白ぱくを主張。………見えた、んだけどね。モロにパンツが見えたけどね。でもそれは三世代先まで封印する。じゃなきゃ殺される。

　二葉は今度こそギロリとナナさんを睨にらみ、再び殴りかかる――と思いきや、右手の親指と人差し指を口に含んで、ピーッ、と指笛を鳴らした。

　バサバサバサ――という音が幾重にも重なって上空から聞こえてきた。

　見上げると、数羽のカラスが輪になって空を旋回していた。二葉の冷静さもとうの昔になくなっていたらしい。

　俺も、キレた。

　だから、特に意味はなかったんだ。体が自然に、体が勝手に、動いただけだ。

「なに考えてんだよ！」

　怒鳴りながら体を押さえつけたのは、二葉。

　掴つかんでみれば思った以上に細い肩を揺すって、二葉にだけ聞こえるように、

「こんなところで力を使うな、バカかお前は！」

　いつも見下しているバカにバカと言われて、二葉は悔しそうに唇を噛かむ。

「…………放せ、もう解除している」

　これも俺にだけ聞こえるように呟つぶやいた。

「なんで？」

　背中にナナさんの声が届いた。

　振り返ってナナさんを見る。その表情は、海で見た時よりもずっと切ないものだった。

「なんで？」

　ナナさんが繰り返す。

「何がだよ！」

　敬語を忘れた俺が怒鳴る。それでもナナさんの表情は変わらない。

「……なんで、そっちなの？」

「はあ？　何をわけのわからんことを――」

　俺の声を遮ったのは、まだ遠くからだが確かに聞こえてくるサイレンの音。野次馬の中の誰だれかか、それとも近所の住民か、とにかく誰かが通報しやがった。

「くそ！」

　俺おれがその誰だれかを恨んだところで事態は変わらない。徐々にサイレンが大きくなる。

「ヒカル！　ナナさんを家に連れて帰れ！」

「う、うんっ」

　ヒカルはナナさんの体を引っ張った。

「お前はニーナを家まで運べ。んで、速攻で自分ん家ちに帰れ」

「……」

　二ふた葉ばは返事こそしなかったが、ニーナの方へと歩き出した。

　俺は野次馬たちに向かって声を張り上げる。

「なに見てるんだよ！　さっさと学校行け！」

　俺が叫んだところで大した効果はなかっただろうけど、間近にせまったサイレンが野次馬たちを足早に学校へと向かわせた。

「ナナ！　ナナってば！」

　非力な白ゴボウはナナさんを逃がすことに難渋している。というより、ナナさんが俺を見つめたまま、動こうとしなかった。

「ヒカル、放して」

　その声にもう怒気はなく、振り払った腕にも悪意はなかった。

　ナナさんはただ俺だけを見つめて、

「……もういい。もうやめる」

「え？」

　と、聞き返す俺にくるりと背を向け、ナナさんは自分の足でその場から去った。

　ナナさんの言葉でまた金縛りにあって、その場に一人、取り残された俺の両りよう脇わきを誰かが二人がかりで持ち上げた。

「……え？」

　その誰かは、警察官様でした。

「え？　え？　え？」

　二人のポリスメンは、白と黒のツートンカラーの車に俺を押し込んだ。



    

  
    
      

　三章　素直じゃない





　たとえば。

　もう一人、自分がいたとしたら。

　そんなことを考えたことはないか？



「違います。俺おれじゃないです」

　交番で、顔は怖いけど正義の味方であるおじさんに二十三回ほど訴えた。

「ふざけるな！　お前以外の誰だれもいなかったじゃないか！」

　正義の味方だけど顔の怖いおじさんに二十四回怒鳴られた。

「そこまで言うなら騒ぎを起こしたのは誰なんだ？　言ってみろ」

　という問いには、黙秘を貫いた。朝に捕まって、身元引き受け人が来てくれたのは昼になってからだった。迎えに来てくれたのは、柊ひいらぎちゃん。

「……本当に？　え？　本当に先生？」

　と、巡査が柊ちゃんを疑い、それを証明すること三十分、ようやく釈放となった。被害届が出てなかったことや、学校側が責任を持って指導をする、ということで事件は事件にならずに済んだ。

　交番から学校までは柊ちゃんと二人で歩いた。

「……な、何があったんですか？　だ、大体の、事情は聞いてますけど……」

「すいません、話せば長くなるんで」

「……」

　柊ちゃんはそれ以上、何も訊たずねてこなかった。

　学校に着いてそのまま職員室に直行。「ちょっと忙しくてな」というなんとも言えない理由で俺を迎えにこなかった谷たに山やま先生は、出席簿でコツンと俺の頭を叩たたいて、

「今日はもう帰れ」とだけ言った。

　俺にも、二ふた葉ばとナナさんにも、処分は下らなかった。



　翌朝。いつも妖よう精せいが俺を待っている通学路途中の十字路で時間ギリギリまで待ったけど、ナナさんは来なかった。その先の曲がり角に二葉も現れなかった。

　教室に入るとクラスメイトたちの俺を見る目が今まで以上に白くなっていて、確実に耳に届いてくる噂うわさ話ばなしは聞くに堪えない内容ばかりだったけど、どうでもよかった。

　俺の前席には、すでに黒髪のヘッドフォン姿があった。

「……二葉」

　恐る恐る声をかけると、二ふた葉ばはゆっくり振り返った。唇の端がほんのり赤かったけど、さほど目立つものではなく、涼しくて無機質ないつもの表情。

「……何？」

「えっと……あ、ニーナは？　あれからどうなった？」

「……」

　二葉は無言で教室の中央を指す。そこには親衛隊たちと楽しげに笑うニーナの姿があり、それは教室に入った時から知っていた。

「……それだけか？」

「いや、その…………悪かった」

「……何が？」

「何がって、それは、日曜日のこと」

「……」

　それから俺おれは十二回謝り、十二回とも無視された。十三回目の謝罪の後、二葉は片かた眉まゆをピクピクさせて、何度か息を呑み、普段より強めに結んだ唇を開いた。言いたくないことを言う時だ。

「もういい。しつこい。それに……そのことは別に怒ってない」

「そのことは？　他ほかにも何かあるのか？」

「うるさい。黙れ。口を開くな。臭い。もげる。もう謝るな」

　余計に腹が立つ、と最後に言って、二葉は前に向き直った。そう言われたら謝るに謝れないので俺も黙った。

「おーい、白昼堂々しかも公衆の面前で複数の美少女と一人の美少年に強引に関係を迫り公然猥わい褻せつの罪で捕まった史上稀まれにみる変態まゆ毛の佐さ々さ木きくん」

　聞くに耐えない噂うわさの数々をきれいに一文にまとめて山やま田だが来た。噂の発信源はコイツで間違いないだろう。

「……もう否定する気にもならんな」

「そんなことより、これ見てよ」

　山田がポケットから一枚の紙を出した。それは入部届。名前欄には、管かん崎ざきヒカル。

「もうウンザリだよ。今日なんかさ、登校中に待ち伏せまでされたんだよ。『佐々木くんは認めてくれた』とか言い出すし」

「いや、それは……」

「ま、こんなのはどうでもいいんだ」

　山田はヒカルの入部届をクシャクシャに丸めた。さすがにひどいだろ。

「問題は、こっち」

　山田はもう一枚、紙を見せた。

　それは、退部届。名前欄には『管崎ナナ』とある。

「な、何だよ、それ？」

「どうする？」

「どうするもこうするもないだろ！」

　俺おれは山やま田だから退部届を奪い取り、隣の一年Ａ組に駆け込んだ。俺が教室に入った瞬間、悲鳴やら罵ば声せいやらが聞こえたが、そんなことは死ぬほどどうでもいい。

「ナナさん！　これはどういうことですか！」

　退部届を見せつける俺に、ナナさんは天使でも悪魔でも素の表情でもなくて、ただ単に冷たいだけの表情と口調で答えた。

「そういうことよ」

「さっぱりわかりません」

「言ったでしょ？　やめるって。もう全部やめるの」

「納得いきません」

「何でヨシローくんに納得してもらわなくちゃいけないのよ？　山本でしょ、部長は」

「山田です。まあ、それはどっちでもいいけど、でもどうして急にこんな――」

「きゃああ！　怖い！　変態まゆ毛に犯されちゃうぅ！」

　ナナさんは実にわざとらしく怯おびえる。

「ちょっとナナさん、ふざけないで――」

　言葉の途中で、体格のいい男子二人がポリスメン方式で俺を持ち上げ、教室の外にぶん投げた。そして、ドゴォン！　とドアを閉めた。

　廊下にはなぜかニヤニヤ顔の山田が待ち構えていて、俺から退部届を奪い返した。

「これは僕が預かっておくよ」

「預からんでいい。今すぐ丸めて捨てろ」

「僕としても管かん崎ざきさんに辞められるのは困るんだけどね」

「だから今すぐ捨てろ」

「自分から辞めたいと言っている人を無理矢理に引き留めても仕方ない」

　山田に、山田なんぞに、山田ごときに、何も言い返せなかった。



　休み時間もＡ組に向かったが、ドアの前で例の男子二人が警備員のように立っていて、教室に入れてくれなかった。当然、昼休みにナナさんがＢ組に来ることもなく、俺は久しぶりに食堂で飯を食った。大好きなハンバーグランチがひどく味気なかった。

　ナナさんはそれからも俺と顔を合わせようとせず、放課後の部室にも来なかった。ナナさん以外は全員、来た。もともと俺とニーナのために始めた勉強会だから、講師の一人が来なくても中止にする理由にはならない。けど、その講師がいないだけで部室内の空気は変わった。

　柊ひいらぎちゃんは俺とニーナに数学を教えてくれてはいたけど、ずっと半泣きの状態。二ふた葉ばはヘッドフォンで音楽を聴きながら窓の外を眺めていた。いつも幸せそうにニーナを眺めている山田ですら、小難しい顔をして腕を組んでいた。

　要するに、気まずかった。それは昨日あんなことがあったから、というだけではなく、ここにナナさんがいないことが気持ち悪かった。たった一人が、たった一日いないだけで気持ち悪かった。誰だれだってこんな雰囲気は好きじゃないと思うけど、こんな雰囲気に耐えられない性格のニーナが真っ先に音をあげた。

「あ～っ、しょ～もない！　ウチもう帰る！」

　シャーペンを放り投げ、カバンを持ってニーナは席を立つ。だけど、誰もそれに反応しない。

「……あれ？　止めへんの？　ほらほら、ニーナちゃんが帰っちゃいますよ～？」

　ニーナは部室を出たり入ったりする。それにもみんな無反応。俺おれもどうしようか迷ったけど、流した。

「……なんやねん、ホンマにおもんないなぁ……」

　ニーナは寂しそうに呟つぶやいて、元の席に戻る。

「あ、あの……」

　柊ひいらぎちゃんが小さく挙手をして部員たちに話し始めた。

「な、内緒にしておこうと思ったんですけど、実は、このミステリー研究＆写真部の廃部が検討されていまして……」

「＆写真部って何ですか？」

　山やま田だは当然の質問をしたが、そこはいま問題じゃないので、俺が上から被せる。

「どうしてですか？」

「えっと、それは、その、やっぱり、木き元もとさんと管かん崎ざきさんのケンカで……それから佐さ々さ木きくんとニーナさんの成績もやっぱりアレで……あと私がこんなんだから、もしかしたら、それが一番かもしれないです……ごめんなさい」

「謝らなくていいですよ。多分、それあんまり関係ないし」

「いや、でも、それは、やっぱり……」

「ヒトミはさっきから何が言いたいんや？」

「だからその、管崎さんが本当に辞めることになると部員不足になって本当の本当にこのミステリー研究＆写真……略してミシン部が廃部になってしまうことに……」

「どうして略すんですか？　まったく違う部になってるじゃないですか」

　という山田の当然な意見は無視。もうミシン部でもいいんじゃないか？

「それはアカン」

　と、ニーナが言ったのはネーミングのことではなく、部の存続について。

「ウチ、最近やっと勉強が楽しなってきたとこやのに今なくなったら困るわ。ヨシローもそう思うやろ？」

「お、おう」

　勉強はちっとも楽しくないけど、この勉強会がなくなるのは困る。

「わ、私も、すごく困ります……写真部がせっかく復活したのに……」

　ちっとも復活はしていないけど、まあいいだろう。

「フタバは？」

　ニーナに訊きかれて、二ふた葉ばは窓の外から視線を戻した。

「……別に」

「やっぱりそうか……」

「そう、ですよね……」

　ウシとバンビの思った以上の落胆ぶりにさすがのキツネも焦ったのだろう、

「……でもまあ、ないよりはあった方がいい、かもしれない」

　と、言いたくない時の顔で言った。結構大変な性格してるな、お前も。

「せやったら、どうにかしてナナを戻さなアカンな」

「あれ？　僕には？」

　という山やま田だの自己アピールは至極当然の無視。

「で、でも、戻ってきてくれるでしょうか……？」

「ウチにまかせとき。ガタガタ言うようならガツンといてこましたる」

「ニーナ！」

　俺おれは大きい声を出して、立ち上がる。

「じ、冗談やって。そない怒らんでも」

「その役、俺にやらせてくれ」

「よっしゃ、ほんならウチとヨシローでガツンと」

「違う。俺一人にやらせてくれ」

　俺は、いつかヒカルがやったように全員の顔を順番に見渡しながら話す。

　みんな、キョトンとしていた。

「今回のことは、色々と絡み合ってはいるけど、原因は俺とナナさんにある。というか、悪いのは俺だ。悪ノリが過ぎた。だから、俺にやらせてくれ。俺が責任を持って無理矢理にでもナナさんを引き留める」

　最後の一節だけは山田を見て、山田のためだけに言った。お前のくだらなくも壮大な夢をここで終わらせたりしないぜ、という熱い想いを込めて。なのに山田は、

「こっち見ないでよ」

　死ね。

「まあ、ヨシローがそこまで言うなら……なあ？」

　仕事を奪われたのがショックだったのか、ニーナは微妙な表情で柊ひいらぎちゃんに訊いた。

「そ、そうですね……そうですか？」

　柊ちゃんもなぜか歯切れ悪く二葉にパスをする。

「………」

　二葉はいつも通りの無言だけど、眉まゆ根ねの深さが二倍増し。

　何だこのリアクション？

「いいのか悪いのかどっちだよ？」

「喋しやべってる暇があるならさっさと行けば？」

　山やま田だが至極当然なことを言った。なぜだろう？　ガツンといてこましたい。

「わかってるよ！」

　俺おれは荷物を持って部室を飛び出した。

　女性陣は微妙な顔のままだった。それがどうしてなのかは、わからない。



　放課後になって間もなかったので通学路を走っていればナナさんに追いつけるかと思ったが、それは叶かなわず、だったら家まで行ってやる、といつもの十字路をナナさんがやってくる方向に曲がってみたが、よく考えたら家の場所を知らず、まあそのうち着くだろう、と一軒一軒表札を確認しながら進んだけれど、なかなか見つからず、そうこうしている間に暗くなってきて……迷った。ヤバい、本当に触覚が抜けてるのかもしれない。

「佐さ々さ木きくん？」

　半べそをかいてウロウロする俺に声をかけてきたのは、幸運にもヒカルだった。

「おお！　いいところにいるな白ゴボウ」

「白……？」

「気にするな。そんなことよりナナさんの家がどこか知らないか？」

「知ってるに決まってるだろ。本当にバカなんじゃない？」

「いいから早く教えろ」

「……ここ、だけど？」

　ヒカルの背後に建つ一軒家、表札には「管かん崎ざき」とあった。なかなか立派なお宅である。

「ありがとう。助かった」

　礼を言って家に入ろうとする俺を、ヒカルが服を掴つかんで邪魔をする。

「ちょ、ちょっとちょっと！　何で入ろうとするの？」

　俺としたことがうっかりミス。チャイム鳴らすのを忘れていた。

「そうじゃないよ！　用があるならまず僕に言いなよ」

「お前に用はない」

「わかってるよ。でもいきなり家に入るのはおかしいでしょ」

「ごちゃごちゃうるさいヤツだな、じゃあナナさんを呼んでくれ」

「どうして僕が怒られるんだよ……」

　ヒカルはぶつぶつ文句を言いながら家のドアを開けた。そして、中にいるであろうナナさんに声をかける。

「ナナ、変な人が来たよ」

　家の中から可愛らしい声の返事が返ってくる。

『誰だれ？』

「佐々木くん」

『誰だれそれ？』

　ヒカルはドアを閉めて、再び俺おれを見た。

「――だって」

「………わかった。今日は帰るよ」

「もう来なくていいよ」

　成長著しいヒカルの悪口にはカチンときたが、ヒカルにも言うべきことがあったと思い出して、真面目まじめな口調で話しかける。

「なあ、ヒカル」

「な、なに？」

「俺の家、どっち？」

　ヒカルは何も言わずに自宅へと入っていった。

　どうにかして家には帰ることはできたけど、時刻は午後八時を過ぎていた。

　部屋に入ると、ニーナがいた。

「おかえり」

「ただいま――じゃな……まあいいや」

　昨日今日と色々ありすぎたから疲れた。

「ナナは？　どないやった？」

「……会ってくれなかった。電話とメールも無視されてる」

「飯でも食いにいこか？」

「会話になってないぞ」

「まあまあ。ヨシローも腹減ってるやろ？」

　ニーナが外食したいと言い出したら、行く店は一つしかない。それは国道沿いのファミレス、ではなく、その隣にある喫茶店。案の定、そこへ行くことになった。



　ガランと音が鳴る鈴付きのドアを開けると、木目調のテーブルが整然と並び、山小屋のような落ち着きと温かみに溢あふれた店内に客はいない。

「いらっしゃい」

　ヒゲのマスターが紳士的に出迎えてくれる。ここまでは完かん璧ぺきだ。だが、ここからが最悪なんだ、この店は。

「おっちゃん、Ｂ定食ふたつ」

　ニーナがメニューも見ずに俺の分まで注文して、マスターが微笑ほほえんで頷うなずく。定食がある時点ですでにおかしいのだが、前に食べたＡ定食は激マズのキムチチャーハンだったからＢは何かが気になる。怖いけど興味はある。

　テーブル席に座ったニーナは、カバンの中から世界史の教科書を取りだした。

「今日、勉強できんかったからここでやろう」

　いい心がけだ。本当に勉強が好きになってきたらしい。非常にいい兆候だ。

「ウチが問題だすから答えてや」

「どんと来い」

「ネーデルランド……として……したオランダが１６０２年に……したのは何でしょうか？」

「漢字を読め」

「読まれへんもん」

　……何でコイツに一点差で負けたんだろう？

「じゃあじゃあ、次の問題いくで」

「もういい」

　ちょうどその時、マスターがＢ定食を運んできた。

　ちらし寿司とコーヒーのセット。……半端な好奇心など抱くものじゃないね。

　味は……うん、やっぱり不味い。コーヒーもひどい。我が家のインスタントより不味い。

「絶品やなぁ」

　ニーナは満足そうに食べて、マスターに親指を立てる。マスターも同じ仕草で応える。ここ本当に日本？

「ん？　ヨシロー食べへんのか？」

「もういい」

「ほなウチに頂ちよう戴だい」



    

  
    
      



    

  
    
      　ニーナは俺おれの分も幸せそうに食べた。その姿にはかなり引いたけど、それでも、嬉うれしい気持ちの方が大きかった。ニーナはまた気を遣ってくれたんだと思う。ニーナの優しさはいつも方向がずれているけれど、ちゃんと胸に届く。届けてくれる。だから――

「ニーナといるとホッとするよ」

「ふぇ？」

　ニーナはちらし寿司を口から噴き出して驚いた。

「ニーナと一緒にいると飽きない。楽しい」

「な、なんやねん、急に……」

　ニーナはボロボロこぼしながら喋しやべる。

「……正直、どうしてナナさんが怒っているのかわからないんだ。ナナさんが二ふた葉ばに怒るのは、わかる。ケンカしたのは二葉だし。けど、俺に怒る理由がわからない。二葉よりもむしろ俺に怒ってるみたいだし……」

「ウチはわからんでもないけどな」

「どういうこと？」

「それはウチの口からは言われへん」

「余計にこんがらがるだろ」

「ヨシローは意外に才能があるんかもしれんっちゅうことや」

「何の話だよ」

「それより、ウチとおると楽しいんやろ？　フタバよりもか？　ナナよりもか？」

「ま、まあ、そうかな」

「えへへ……」

　と、ニーナは八重歯を光らせた。その口からまたご飯粒が……。

「ナナさんといる時はドキドキして落ち着かないし、柊ひいらぎちゃんはハラハラして目が離せないし、二葉は……何なんだろうな、アイツは。ムカムカ、イライラ、ゾワゾワ……まあ、そんな感じ。だから、ニーナといると気が楽だ」

「……」

「……どうした？」

「やっぱり才能ないな」

「……ん？」

　珍しく冷ややかな顔をしたニーナが何を言っているのか、全然わからなかった。

　今日はヨシローのおごり、となぜか怒り気味にニーナに押しつけられ三千五百円という高い料金を支払ってから店を出た時、ふと思い出して店の看板を見た。『喫茶ベロニカ』という店名だった。色んな意味でヒゲのマスターには脱帽だ。

　ちなみにニーナが出そうとした問題は、次のとおり。

『ネーデルランド連邦共和国として独立したオランダが１６０２年に設立したのは？』

　答えは『東インド会社』だそうだ。ニーナが漢字を読めなくて助かった。



　翌日もナナさんは俺おれと会ってくれなかった。通学路で待っていても来ないし、教室に行けば警備員に塞ふさがれるし、授業が終わって校門で待ち伏せしても違う道から帰っているし、家に行けば迷うし。最後のは俺の責任だけど、電話もメールも相変わらず応答なし。

　そんな日が何日も続いたから何日目だったか定かじゃない。Ａ組警備員かつ柔道部員に通算十七回目の体落としをくらって、心身共に砕けそうになった。自分で言い出したにもかかわらず、サジを投げたくなった。

「イヤよイヤよも好きのうち――なんて男の身勝手な妄想だけど、それでも女は男に追いかけられたいものだよ」

　休み時間、窓の桟に片かた肘ひじをついた山やま田だが男前顔で語りかけてきた。井いの上うえさんをしつこく勧誘して思いきり引っぱたかれた後だったから、説得力が微み塵じんもなかった。

「そういうもんかねぇ」

「そういうものさ。まったく、女ってやつは難しい生き物だね」

「とりあえず鼻血拭ふけよ」

　鼻血を拭いてから、また井上さんに果敢に挑む山田の姿に勇気をもらった。俺も鼻血が出るまでは頑張るか、と投げかけたサジを懐に仕舞い、その日の放課後も管かん崎ざき家のドアを叩たたいた。

「うわ、また来た……」

　ドアを開けたヒカルが、その中性的な顔をしかめる。

「ナナさんは？」

「いるけど……佐さ々さ木きくんには会わないと思うよ」

「だったら、こっちから会いに行く」

　俺は強引に管崎家へと侵入した。もう礼儀うんぬん言ってられない。

「ちょっと！　勝手に入らないでよ！」

　ヒカルが俺を引っ張りつつ叫んだ時、二階からバタンとドアを閉める音。あそこだな、と俺は階段を上る。

　管崎家は外観のとおり、中も広かった。ちらりと見えた一階のリビングは、三十畳はあると思われ、テレビも薄くて大きいやつだった。壁や階段の手すりから新築の匂においが漂い、二階にあるドアの閉められた一室からは甘い香水の香りがした。ここだ。

「ナナさん、いるんでしょ？　顔ぐらい出してくださいよ」

　ドアの前に立って、中の人に話す。

『……何しに来たの？』

　中の人は猫を撫なでないぶっきらぼうな声で返事をした。

「用件はわかってるでしょ？　とにかく、ドアを開けてください」

「……イヤ」

「じゃあ、ここで話します」

　長期戦も覚悟の上だ。俺おれは部屋の前にどっかりと胡座あぐらをかいた。

「ミス研を辞めるとかやめましょうよ」

『……やめない』

「本当ですか！」

『違うわよ、辞めるのをやめないの。てゆーか、帰ってよ。警察呼ぶわよ』

「警察にはこの前、世話になりました」

『厭いや味み？』

「そんなことを言うためにわざわざ家まで来ません」

『わざわざなら来なくていいのに』

「……部に帰ってきてくださいよ。二ふた葉ばもそんなに気にしてないって言ってたし、謝れば許してくれますよ」

『はぁ？　何で私が謝らなきゃいけないの？　先に手を出したのはアイツでしょ』

「……二葉には謝らなくてもいいです。でも帰ってきてください。じゃないと廃部になるかもしれないんです」

『なればいいじゃん、もともと何の活動もしてないんだし』

「勉強会をしてるじゃないですか」

『部活じゃないじゃん』

「………」

　長期戦も覚悟してきた俺は、心の底から思った。

　すっごくサジを投げたい。

　ナナさんってここまで面倒くさい人だったっけ？

　これじゃ長期戦になっても同じことの繰り返しなので、最後のつもりで質問をした。

「どうすれば戻ってくれますか？」

『……』

「聞いてます？」

『……何でここまでするの？　どうして私に戻ってほしいの？』

「……。今さら隠しても仕方がないから言いますけど、俺は昔から友達がいなかったから部活とかもやったことがなくて、だから、嬉うれしいんです。放課後に行く場所があるというのが。勉強はさっぱりわからないし全然楽しくないけど、楽しいんです。それがなくなるのはイヤだし、ナナさんがいないと変な空気っていうか、楽しくないんです」

『………のにね』

　ナナさんが何かを言ったけど、声が小さくて聞き取れなかった。

「え？　何ですか？」

『……ヨシローくんがもう一人いればいいのにね』

　その声も小さかった。だけど、壁越しにもすーっと通る不思議な声だった。

　もう一人、俺がいれば――。

　そんなことは腐るほど考えたことがある。何度、妄想したか数えきれない。そのせいで厄介なことになったから最近は自粛しているけど、今この瞬間にも考えている。

　もし、もう一人の俺おれがいたなら、そいつはナナさんを説得できるだろう。その俺は俺と違って、頭もよくて、顔もよくて、まゆ毛もいい感じで、オシャレで、歌も上手くて……俺が思い描く『もう一人の俺』はそんなヤツだから、何でも器用にやりこなすだろう。

　だから――。

「俺だってそう思いますよ」

　そう言うと、ナナさんはしばらく黙った後に、

『私の言っている意味とは違うと思う』

　ナナさんはそれっきり喋しやべらなくなった。

　ポン、と肩を叩たたかれた。ヒカルが黙って首を横に振る。俺も首を振り、またナナさんに話しかけた。

　――何時間そうしていたのか覚えていない。話した内容も。途中からは何も話すことがなくなって、無言で部屋の前に座っていた。もう一度、ヒカルに肩を叩かれた時はすっかり夜になっていて、俺は首を縦に振った。

　管かん崎ざき家を出てしばらく歩いていると、ヒカルが追いかけてきた。

「か、帰り道わかる？」

「大丈夫だ。それよりも、なんか、悪かったな」

「いや、うん、まあいいよ」

「そういえば、ご両親は？」

「旅行に行ってる。海外に。二人とも旅行が好きで」

　ナナさんの両親、特にお母様には会ってみたい気もしてたけど、今日はいなくてよかったかもしれない。

「あ、あのさ！」

　ヒカルが歯を食いしばってキリッと眉まゆを寄せた。整った顔がまた整う。

「何だよ？」

「ぼ、僕もわかるよ、佐さ々さ木きくんの気持ち。僕も昔から体が弱くて、学校にあまり行けなかったから、友達いなくて……」

「……そっか」

「だから、佐々木くんの気持ちはわかるんだけど、ナナはそれじゃ動かないと思う」

「みたいだな」

「ナナが怒ってるのはさ……」

　俺はちょっとだけ身を乗り出す。

「怒ってるのは？」

「……僕が言ったって言わないでよ？」

「言わない」

「ナナって何でも一番じゃないと気が済まない子でしょ？　だから、あんなに木き元もとさんにつっかかるし、ケンカするし……ホント、我が姉ながらタチが悪いというか。高校だって私立の進学校に決まっていたのに突然、今の学校にするって言い出して……」

「焦じれったいな、早く言えよ！」

「だから、ケンカの時だよ。佐さ々さ木きくん、真っ先に木元さんの方に走ったでしょ？　それがナナのプライドを傷つけたんだと思う」

「………俺おれそんなことしたっけ？」

「……やっぱり言うんじゃなかったよ」

　ヒカルは溜ため息いきをつきながら来た道を戻っていった。

　自分の部屋に帰ってから、あのケンカの場面を脳内でリプレイしてみた。

　確かに二ふた葉ばの方に行った。行ってた。俺としては深い意味のない行動だったけど、意味がなくても人を傷つけることは往々にしてある。覗のぞき事件の俺と井いの上うえさんのように。そう考えるとナナさんが俺に怒るのも納得がいく。

　でも。納得はできるが、しっくりこない。すとん、と胸に落ちてこない。あのナナさんが、ヒカルが言うような理由でここまで怒るだろうか？

　わからない。

　ナナさんのことだけではない。どうも近ちか頃ごろ、二葉も柊ひいらぎちゃんもニーナすらも、よくわからない言動が多い。それもやっぱり俺がバカだからなのか？

　女ってやつは難しい――と、答えにはなってないけど無理矢理に結論づけて、その日は眠りに就いた。精神的にも体力的にもどっと疲れた一日だった。

　しかし、その結論は間違っていた。

　女ってやつはとてつもなく難しい。



　翌朝、ようやく六月らしい雨が降り、服の内側からじんわりと汗をかきながら通学路を歩いていると、十字路に妖よう精せいが立っていた。

「ヨッシッローくぅ～ん！」

　びっくりするほどのハイテンションで突進してきたナナさんが、腕を絡めてくる。傘がなければそのまま抱きつかれていたかもしれない。

「おはようぅ」

「お、おはよう、ございます……」

　久しぶりに見る天使の上目遣いに失神しそうになったのではなく、ただただ戸惑った。浮かれている。手を放せばメリーポピンズのように広げた傘で飛んでいきそうなほどナナさんは浮かれている。

「昨日はごめんね。あんなにひどい態度とっちゃって。本当に反省してる。ちゃんと謝るから。みんなにも、あのチビにも」

　ごめん？　反省？　謝る？　誰だれが？　誰に？？？

「……あなた、誰だれですか？」

「もう～意地悪言わないでよぉ。本っ当に反省してるんだからぁ」

　ナナさんとよく似た人は、頬ほおを膨ふくらませ眉まゆを上げて怒りつつも瞳ひとみに嘘うそ泣き用の涙を滲にじませるという離はなれ業わざを平然とやってのけた。……ナナさんだ。紛れもない本人だ。

「よ、よくわからないですけど、そういうことなら早速どうぞ」

　ナナさんと会ってから五分、いつもの曲がり角に二ふた葉ばが立っていた。

　中間試験学年トップの二葉でも目の前の状況が理解しきれていないらしく、大きな吊つり目を見開いていた。

　その二葉に、俺おれから手を放して、ナナさんがゆっくりと歩み寄る。

「あ、あ、あああのさ……」

　と、ナナさんが口ごもる。額に浮き出た血管がピクピクしている。しかし、その屈辱的な行為を彼女はやろうとしている。

「あああのね、こここの前は、そののの……」

　俺は無意識のうちに手を握りしめていた。頑張れナナさん。あなたは今、歴史的な快挙を成し遂げようとしている。

「この前は…………………私の勝ちだろ？」

　ナナさんは悪魔顔になって、しゃくり上げるように二葉を睨にらんだ。……まあ、頑張った方じゃないかな。

　二葉がどう受け止めたかまではわからないけど、そこから恒例の口論が始まった。

「違う。私の勝ち。私の方が一発多く殴った」

「数じゃねぇよ。質っていうの？　アンタ、泣いてたじゃん」

「泣くか」

「ひっくり返って倒れた時、パンツ見えてたわよ」

「………っ！」

　二葉は殺意しか宿っていない目で俺を睨んだ。俺はちぎれても悔いはないぐらい手と首を振る。

「見てない見てない見てない！　本当に本当に本当に嘘じゃない!!」

　…………………嘘だけどね。

「しかし、アンタがあんな色の下着を穿はくとはねぇ～」

　二葉は俺からナナさんへと殺意を移行させる。

「だ、黙れ！　まな板！　洗濯板！　貧乳！　ド貧乳！」

「あらあらムキになっちゃって、かわいい～。＊＊色のパンツを穿くと誰でもそうなるのかしら」

「……殺す！」

　二葉は渾こん身しんの右ストレートを放ったが、ナナさんは容易たやすく避け、すかさず逃げた。当然、二葉は追いかける。

「やだぁ、冗談だったのにぃ」

「待て貧乳ダヌキ！」

　キツネとタヌキの追いかけっこは学校まで続いた。今日の口論に関してはタヌキに軍配が上がるだろう。少し見ない間にレベルアップしていやがる。

　＊＊の部分はアンタが想像してくれ。したくなきゃ、しない方がいい。



　放課後、ナナさんは部室にやってきた。ヒカルと一緒に。そして朝の宣言通り、謝った。一人ずつに。ちゃんと。

「ニーナ、殴ろうとしたりして本当にごめんね」

「気にせんでエエよ」

「先生にも迷惑かけました。すいません」

「え、えっと、そんな、こちらこそ……」

　ナナさんは部長にも申し訳なさそうに俯うつむく。

「山も……じゃなくて、山やま田だ。この前、渡した退部届なんだけどさ……」

「退部届？　あー、あれならゴミと間違えて捨てちゃいました」

　からりと笑った山田は本当に男前だった。

「……ありがと。それでね、ついでって言ったら変だけど、ヒカルを入部させてくれないかな？」

　山田の男前顔が瞬時に崩れた。

「それとこれとは話が――」

　山田の非情な通告をかき消したのは、新生ミシン部誕生に歓喜した顧問。

「あの！　管かん崎ざきさんの復帰とヒカルくんの入部と写真部の復活をパーッとお祝いしませんか？」

「先生、認めてないことが二つ混ざって――」

　山田の指摘をかき消したのは、お祭り好きの留学生。

「エエな！　やろやろ！　で、何する？　店ならエエとこ知ってるで」

「暑くなってきたし、プールなんてどうですか？　私の家で。貸し切りで！」

　さらりと凄すごいことを言ったことにバンビは気づいていない。

「おお～！　エエなエエな！」

　二人して手を取り合って二、三度跳ねた後、柊ひいらぎちゃんは我に返った。

「……ダメ、ですよね……？」

　バンビが山田を見つめる。

「ダメ、かな……？」

　白ゴボウも山田を見つめる。

　山田は、ふぅ、と息を吐いてからヒカルの肩に手を乗せて、

「歓迎するよ」

　男前に言った。俺おれがヒカルなら机か椅い子すで撲殺してやるところだけど、

「ありがとう！　山やま田だくん！　いや、山田部長！」

　ヒカルは山田の手をがっしりと握ってピョンピョン跳ねた。

「ち、ちょっと、握手はいらないってば！」

　山田はヒカルの手を振り払おうとしたが、その上から柊ひいらぎちゃんがまた手を重ねて、

「頑張りましょうね！　ミシン部！」

「いや、だからそれは――」

　歓喜する一団を抜けて、ニーナが俺のそばに来た。

「ヨシロー、お手柄やな。あのナナを改心させるなんて、どんな手を使ったんや？」

「それが……俺にもさっぱりで」

　ナナさんの豹ひよう変へんぶりはどう考えても不自然だ。俺が決定的な言葉を言ったり行動をしたとは思えない。自分でも覚えてないだけかもしれないけど。

「なんやようわからんけど、ナナが帰ってきたからそれでええか」

「そう、だな」

「プールか～、水着買いに行かなあかんなぁ」

　ミス研部長改めミシン部部長の山田がこのセリフを聞き逃すはずがなかった。

「……さて、と」

　山田はゆっくりとヒカルたちの手をほどき、その場で準備運動を始め、

「ちょっと走ってくる」

　と、俺に言った。俺は黙って頷うなずいた。女性陣は全員キョトンとしていた。無理もない。男だけに通じるアイコンタクトだ。男ってやつはわかり易い。どこまでの単純だ。走れ、山田。千を超える煩ぼん悩のうが灰になるまで。

「山田くん、いきなりどうしたんだろう？」

　新入部員ヒカルは男のくせにキョトンとしていた。だからお前は白ゴボウなんだよ。

「そういえば、ヒカルの好きなヤツって誰だれやったんやろな？」

　ニーナがヒカルには聞こえないように言った。

「そんな話もしてたな」

　やっぱりヒカルは……と考えて、唯ただ一人、会話にも盛り上がりにも参加せず部室の隅で音楽を聴いている二ふた葉ばを見た。目が合った。

「……」

　二葉は何も言わずジーッと俺を見据える。やっぱりあのデートのこと怒ってるんだな。これ以上、この会話はしない方がいい。

「ま、そもそも好きなヤツがいるかどうかもわからないし、もういいじゃないか」

　ヒカルの想い人予想をやめて、水着を買わなきゃな、今月は出費がかさむな、とか考えていた。二葉の視線が何を意味していたのかなんて、考えもしなかった。

　山田は激しい雨の中、校庭を四十二周走り、風邪をひいた。



　土曜日。数日間降り続いた雨があがった。それは昨晩から興奮を抑えきれず、俺おれの部屋に下へ手たくそなテルテル坊主をまき散らしたニーナの笑顔に太陽がつられたのかもしれない。今年最初の真夏日となった。

　午前十時、駅前の変な像の前で待ち合わせ。俺とニーナが約束の三十分前に、時間通りに二ふた葉ば、十五分遅刻でヒカルと、ヒカルに急かされても急がないナナさんが来た。

「あれ？　山やま田だくんは？」

　ヒカルがそう言った直後、山田から俺の携帯に電話がかかってきた。

『も、もしもし……佐さ々さ木きくん……？』

　声がかすれている。

「お、おう。どうした？」

『う、後ろ……』

　振り返ると、駅の改札付近で倒れている小男の姿が見えた。慌てて駆けつける。山田はこの暑さの中、ダウンジャケットを着込みマフラーを巻いていたが、それでも唇が青く、カタカタと震えていた。

「お、遅れて、ごめんよ……」

「遅れてって、さすがに無理だろ？　マジで死ぬぞ？」

「……な、情けない……」

　山田が青い唇を噛かむ。唇からつーっと血が流れた。俺は山田の手を熱く握りしめる。「みんなに伝言は？」

「で、伝言はないけど……コ、コレを……」

　山田はダウンのポケットからデジカメを出した。そこに言葉はいらなかった。男同士のアイコンタクト。俺はデジカメを受け取り、黙って頷うなずいた。

「ヨシロー、行くでー」

　像の前からニーナが呼ぶ。広場に沿った道路には黒塗りのリムジンが止まっていて、車の中から柊ひいらぎちゃんが手を振っていた。

「じゃあな、山田。あとは俺に任せろ」

「あ、待って、やっぱり僕も……」

　行く、までを言えず息絶えた。山田五十六いそろく、享年十五歳。立派な最期だった。



「こ、これが……家？」

　俺の率直な感想。

　後部座席に部員全員が座れる車に乗って着いたのは、都会にそびえ立つ超高層ホテルの入り口だった。このホテルのスイートともなれば一泊ウン十万は下らない料金で、セレブとかセレブとかセレブの御ご用よう達たし。庶民には無縁の場所。そのスイートのさらに上の階層、オーナー専用のフロアが仔こ鹿じかの住すみ処からしい。

「で、でも、ここはあくまで学校へ近いからで、本家は別のところに……」

　だそうだ。本家がどこにあってどれぐらい広いのかを考えると、なぜかムカッとした。呆あつ気けにとられていたのは俺おれだけじゃなく、ボーイやフロントスタッフに挨あい拶さつをされながら歩く柊ひいらぎちゃんの後ろを呆ぼう然ぜんとしながら部員たちは続いた。

「アンタ、知ってたの？」

　と、ナナさんが二ふた葉ばに訊きくと、二葉は小さく首を横に振り、

「コガネムシの私生活には興味がない」

　ダンゴ虫からあだ名が変わっていたけど、ツッコむ気にはなれなかった。

　得体の知れない部のために貸し切られたのは、広い広い屋内プール。ここを貸し切るのに一体いくらかかるのだろうか、という計算をしながら、俺とヒカルの男性陣がプールサイドで待つこと十分。待望の瞬間が訪れた。

「とうりゃあ～っ」

　と叫びながらプールに飛び込んだのは、ニーナ。ツインからポニーに変えた金色の髪。そして、期待を裏切らない真っ赤なビキニ。もう一度、言う。ビキニだ。もう刺激的とか扇情的とか言うつもりはない。完成されたエロス。

　面積の足りない布からはみ出た二つの膨ふくらみがぷるぷると揺れ、今にもこぼれ落ちそうになっている。バシャバシャと水を蹴ける豊かな両脚は凄すさまじい推進力を生み、水面に顔を出しているくびれたウェストと肉厚たっぷりのヒップはエロスを超えて健康的ですらある。

　下着姿やバスタオル一枚など、これまで幾度となく理性を崩壊させられそうになったけど、今回が一番だ。男はあの世に行ったら閻えん魔ま様さまに裁かれる前にビキニを発明した人に土下座するべきだ。

　そんなニーナの水着姿を見られただけでも今日ここに来た意味はあるのに、

「飛び込んじゃダメでしょ」

　と、次に現れた女神に、数秒間マジで失神した。パレオを巻いた腰から伸びる足。とにかく、脚。長い長いとは思っていたが、ここまで長いとは思わなかった。そして、細い。すらり、とか、カモシカのような、とかでは表現しきれない。語ご彙いの少なさが憎い。その長く細く美しいＸ脚をゆっくりと水に沈めていく姿は、至高の芸術品。ミケランジェロもここまで美しい彫刻はつくれないだろう。

　上着は白いチューブトップ。いつもバカにされていた胸元は、谷間こそないがしっかりと盛り上がっている。うん。あるね。ちゃんとあるね。

「ん？」

　ニーナがナナさんの胸をジロジロと見る。

「な、何だよっ」

「んん？？？」

　俺も間近で凝視したいところだけど、それは本物のアレになっちゃうし、

「変な目で見るなよ」

　と、隣にいる白ゴボウがうるさいのでやめた。

　そんなニーナとナナさんの水着姿を見られただけでも三国一の幸せ者なのに、

「あ、あの、何か飲みますか？」

　背後から柊ひいらぎちゃんに声をかけられて、再度、昇天しそうになった。柊ちゃんの水着は、競泳用だった。もう一度、言う。競泳用水着だ。小柄な体にピッタリとフィットしたその水着は、体型をくっきりと浮かび上がらせる。幼い顔に相応しい見事な幼児体型。決して太っているわけではないが、少し胴長で、腿ももや二の腕がぽちゃっとしている。同じようにポコリと膨ふくらんだ下腹。赤ん坊がそのまま大きくなったような感じ。だがしかし、女性の象徴たる胸は子供じゃない。ニーナという怪物を見た後だけに錯覚しがちだが成人女性の平均値を大きく超えていると思われる。このギャップが男心に火をつける。

「さ、佐さ々さ木きくん……そ、そんなに見られると……」

　バンビが顔を真っ赤にしてモジモジする。それとは対照的に冷ややかな目でナナさんとニーナが、

「ヒトミ、それはどうかと思うわ」

「ホント、狙ねらいすぎよね」

　俺おれもそう思う。けど、それが何？　何の問題もない。もしかしたら、バンビこそが最強かもしれない。人によって意見は分かれるだろうけど。

「こ、これは、お祖父さまが着ろって……」

　素晴らしいお祖父さまです。今度ぜひ語り合いましょう、と思ったその時。

「トマトジュース」

　柊ちゃんに命令しながら、二ふた葉ばが現れた。

　二葉は……水着じゃなかった。一応、濡ぬれてもいいよう短パンの上に薄手のパーカーという服に着替えてはいたけど、燃え尽きかけた俺の意識を正常な状態に戻した。

「……何で？」

「はあ？」

　と、二葉は阿あ修しゆ羅ら像ぞうの如ごとき険けわしい顔。

「……いや、何でもない」

「佐々木くん、さっきから何を撮ってるの？　目が完全にダメな人だよ」

　と、白ゴボウ。

「うるさい。これは亡き部長の形見であり、遺言だ」

「そっか。山やま田だくんも来られたらよかったのにね」

「来れなくてよかったんじゃないか。病気じゃなくても死んでると思うぞ」

　触れるまでもないことだけど、ヒカルの格好は青色のハーフパンツにＴシャツ。以上。したくもないけど補足しておくと、ヒカルはやっぱり細くて色白で、ゴボウのくせにスネ毛もなくて、それで中性的な顔だから、なんというか、これでビキニを着たらさぞかし、とか考えてしまいそうになる。……忘れてくれ。やっぱり今の俺は正常じゃない。

「ヒカル、アンタも入れば」

　ナナさんが弟を誘う。

「でも……」

「せっかくなんだし。無茶なことしなければ大丈夫よ」

「……うん。そうだね」

　ヒカルはＴシャツを脱ぬいでプールに入った。露出した肌は雪のように白くて、折れそうなほど華きや奢しやな体つきは、なんというか、可愛……本当にどうかしているのかもしれない。一回、死のうかな。

「ヨシローもおいでや」

　ニーナが手招きしてくれたが、丁寧に断った。俺おれには任務がある。

　ニーナはさして気にするでもなく、水中に潜ってナナさんの背後に忍び寄り、顔を出した時にはガッチリと羽交い締めにしていた。

「ちょ、ちょっと、何すんのよ」

「ふっふっふっ」

「バ、バカ、放せ！　やめろ！　と、取れるだろうがっ！」

「せい！」

　ニーナは見事な水中バックドロップを決めた。ナナさんの何が取れるかは深く追求してはいけない。栗くり色いろの髪をびしょ濡ぬれにされたナナさんは当然、デビルモード。

「テメェ……！」

「隙すきがあったらかかってこんかい」

　ニーナは逃げた。泳ぎは上手かった。アレが浮き輪的な役割を……んなわけないか。

　ヒカルは体調を気遣って水中にプカプカ浮かぶだけ。それでも楽しそうだ。

　柊ひいらぎちゃんはサンドイッチやフルーツなど軽食とドリンクを山のようにボーイに運ばせてから、プールに入ってバタ足の練習をしていた。泳げないらしい。それを見つけたニーナとナナさんの悪ガキ二人組が背後から忍び寄り、ツープラトンで水中に沈めて、なかなか浮き上がってこないバンビに本気で慌てたり、助けられたバンビがマジ泣きしたり……。

　俺はそんな姿をデジカメに収めた。半分以上、いや、九割が自分と山やま田だのためだけど、そんな邪念を抜きにしても写真に撮りたい風景だ。

　こんな風に俺たちが仲良く遊ぶのは出会ってから初めてのことだから。

　デジカメの液晶画面に記されている日付は、六月二十日。

　きっとどれだけ大人になっても、この日を忘れないだろう。

「おい、盗撮まゆ毛小僧」

　俺の隣でむしゃむしゃとサンドイッチを頬ほお張ばる二ふた葉ばが言った。

「それもう、まゆ毛の部分いらないだろ。妖よう怪かいみたいになってるじゃないか」

「いつまで撮ってる？　さっさと泳ぎに行け」

「いいんだよ、俺は。写真を撮ってる方が楽しいんだ」

「……」

　二ふた葉ばはタンドリーチキンを頬ほお張ばりつつ、目を細める。

「何だよ？　というか、よく食べるな」

「まさか、お前も……？」

「ち、違うぞ、俺おれは『トビウオのよっちゃん』と異名がつくほど巷ちまたで有名な――」

　二葉がニヤリと唇を吊つり上あげる。

「や、やめろ……おおお落ち着け、話せばわかる」

　後ずさる俺に二葉は悪い顔のままにじり寄り、そして、足あし蹴げにした。

　水中に沈んでいく俺と山やま田だデジカメ。

　ブクブクと口から泡を吐きながら思ったのは、二葉も秘かに心を躍らせていたのかな、ということ。あの仏頂面を悪い感じに歪ゆがめて悪知恵を実行するだなんて、それこそ一生に一度あるかないかだ。本当に楽しんでいたのなら、それでいい。二葉がなぜ水着に着替えなくてプールにも入らないのかは、誰だれも教えてくれなかった。それどころか、冷たい顔をされた。意味がさっぱりわからないけど、それもまあいい。

　そんなことよりも誰か早く助けて……。



　目を覚ますと真っ先に豪華なシャンデリアが見えて、次にバンビの顔が見えた。

「あ、起きましたか……？」

「……？？」

　不安と安心の両方を浮かべた童顔から視界をずらし、状況の把握に移る。俺が寝ているのはふっかふかのキングサイズベッド。ここまでは理解できた。だが、そこから先は理解しがたい情景が飛び込んできた。

　八畳一間の我が家が何個も入りそうなほどな広大な部屋。我が家よりも大きなシステムキッチン。部屋中に飾られた花の数々。薄くて大きなテレビが二台もある。スピーカーは見当たらないのにどこからか流れてくる優雅なクラシック音楽。

　そんな豪華な部屋のあちこちに、俺が写っている写真が飾られてあった。

「……ここ、どこですか？」

　一応、訊きいてみた。

「私の部屋です」

「……でしょうね」

　丁寧にフレームに収められた俺の写真。ポスターサイズに拡大された俺の写真。学校にいる俺の写真。家にいる俺の写真。カレンダーになっている俺。あ、あれは女子トイレに入った時の……。

「す、す、凄すごいっすね……」

「でしょ？　どれもよく撮れているでしょ？　あ、写真だけじゃないですよ。ほら、これ見てください」

　饒じよう舌ぜつになったバンビは嬉うれしそうにぬいぐるみを見せてくれた。それも俺おれだった。精巧な与よ四し郎ろうくん人形だった。

「……て、手作りですか？」

　それ以外にあり得ないんだけど、一応、訊きいてみた。

「はい！」

　うわぁ、いい返事。それが逆に怖い。猛獣や地底人と遭遇した時より怖い。というか、サイコだよ。柊ひいらぎちゃん、サイコさんだよ。

「……先生、念写はしちゃダメって言ったでしょ？」

「ぬいぐるみはいいでしょ？」

　幼くて純真な瞳ひとみで的外れな返事をする。

「いやまあ、ぬいぐるみは……うーん……」

「ダメ、ですか……？」

　バンビが半泣きになる。危ない、これ以上この話題に触れちゃいけない、と脳が激しく指令を送ってきたので、本能に従うことにする。

「あの、俺は一体なぜここに？」

「溺おぼれて意識を失ったんですけど、命に別状はないです」

「デジカメは？」

「そこに置いてありますけど……」



    

  
    
      



    

  
    
      　ベッド脇わきのテーブルに置いてあるデジカメはすでに息をひきとっていた。すまん、山やま田だ。弁償するからな。あぁ、また出費が……。

「他ほかのみんなは？」

「帰りました」

　窓の外には煌きらびやかな夜景。百万ドル、とよく言うけれど、実際にこの部屋から夜景を見るには百万円はするんじゃないだろうか。

「それでは俺おれもそろそろお暇いとまさせて頂きます」

　と、ベッドから出ようとしたら、柊ひいらぎちゃんがそれを押さえつけてきた。

「ま、まだ、安静にしておいた方がいいです。絶対に……！」

「もう大丈夫です。全然平気です。体中にパワーが漲みなぎってます。今なら空も飛べます」

　本当は体中が気け怠だるくてしんどかったけど、これ以上この部屋にいちゃいけない、と脳がうるさいので、柊ちゃんの手を解いた。

　が、先生がまた押さえつけてくる。

「ダ、ダメです、寝ていてください。あ、おなかすいてませんか？　肉と魚どっちがいいですか？　赤と白は？　それとも中華ですか？」

「腹は減ってますけど、赤とか白とか意味がわかんないし、そういう問題じゃ――」

　バンビが俺を押さえ込み、その小さな手を俺がどけようとする。

　俺が手をどけようとすると、バンビが体ごと俺を押さえにかかる。

　そんな揉もみ合あいを続けていると当然、二人の距離も縮まるわけで、柊ちゃんが俺の体の上に乗る体勢になって、顔と顔があと数センチというところまで接近した。

　バンビの眼鏡が俺の顔に落ちてきて、俺の手から力が抜けた。

「柊ちゃ……じゃなくて先生、この体勢はさすがに……」

「ちゃん、でいいです」

　吐息が唇に当たる。真っ赤に染まった頬ほおの熱が、こちらまで伝わってくる。

「じゃあ……柊ちゃん」

「名前につけてください」

「……一ひと美み、ちゃん」

「ちゃん、いらないです」

　子供みたいな顔からは想像できなかった大きな胸が、俺の胸に乗っている。ドクドクと激しい鼓動が自分のものなのかどうかもわからない。

　童顔のバンビから漂う甘い香りは、大人の色香。それが俺の思考をかき混ぜる。さっきまで恐怖の象徴だった部屋中の写真とぬいぐるみが、急に愛おしくなってきた。

「まつげ、長いですね」

「……はい」

　高級スイートルームのベッドの上、何万キロ走っても灰になりそうもない煩ぼん悩のうに支配された。

　あと数ミリにまで迫った柊ひいらぎちゃんの小さな唇をかわす意識はすでになく、あと一秒でも遅かったら俺おれの人生は決定していたかもしれない。

　芸術品の足でナナさんがドアを蹴けらなければ。

「何やってんのよ？」

　柊ちゃんが俺の上から飛び退いた。

「か、管かん崎ざきさん、どうして……？」

「どうせこんなことだろうと思って戻ってきたのよ。つーか、何この部屋？　怖っ」

「こ、こんなことって、別に、そんなことは全然……」

　ナナさんの顔は悪魔ではなかった。いたって普通の表情。

「はいはい。言っておくけど、私だけじゃないわよ」

　と、ナナさんが窓の外を指さす。さっきは闇やみに隠れて見えなかったけど、サンルーフに一羽のカラスが止まっていた。

　アイツ、何でいつもカラスなんだろう？

「ほら、ヨシローくん、帰るわよ」

　ナナさんが俺の腕を掴つかんでベッドから引きずり出す。ベッドを出て初めて気がついた。俺はちゃんと服を着ている。これ、誰だれが着せたんだろう……。

　その服を赤ん坊の指が逆方向に引っ張った。

「ダメです、佐さ々さ木きくんは、まだまだ寝てなくちゃ……」

　バンビが初めて好戦的な目でナナさんを睨にらむ。だけど、そんなものがタヌキ様に通じるわけもなく、ナナさんは二ふた葉ばにするような険けわしい目を初めてバンビに向けて、

「……泣かすぞ？」

　ドスのきいたひと言。それだけでバンビは涙を浮かべて、手を放した。



　ホテルを出てからは、ナナさんと二人で電車に乗って帰った。ナナさんはずっと呆あきれた様子で「ったく、油断も隙すきもないんだから」「あれで教師だから不思議よね」「マジで泣かしてやろうかな」とか言っていた。最後のセリフ以外は同意した。

　最寄り駅に着いてからは徒歩。俺の家の方が近いんだけど、夜なのでナナさんを家まで送ることにした。そう命令された。

「ねえ、ヨシローくん」

　ナナさんはようやく険しい表情で俺を睨んだ。

「環境が環境だから、できるだけ大目に見るつもりだけど、浮気は許さないからね？」

「う、浮気って別に……」

「まあいいわ」

　と言って、今度は天使の笑顔を浮かべてくれた。

「明日、どこに行く？」

「明日？」

「デートするって約束したじゃない」

「……しましたっけ？」

「あぁん？」

「ごめんなさい」

「ちゃんと考えておいてよね。釣り以外で。それから、遅刻したらグーだからね」

「しませんけど……何時にどこでした？」

「十一時に像の前でしょ。本当に怒るわよ？」

「……はい」

「じゃ、楽しみにしてるからっ」

　甘ったるい声を弾ませてナナさんは家の中へと入っていった。

「……約束したか？」

　自宅に帰りながらずっと自問したけど、覚えがない。でも約束をしたみたいだ。ドアに向かって話した時に言っていたのかもしれない。いや、でも……。

　悩みながら部屋に入って、すぐにジャージに着替えて部屋を出て、準備運動をして――走った。瞼まぶたを閉じるだけで水着とか水着とか水着とかバンビとかが鮮明に蘇よみがえったから。

　町内を五周した。

　本気で疲れた。



　翌日、俺おれは約束の時間の三十分前から像の前にいた。

　待つこと十分、珍しく早めにナナさんはやって来た。

　が。

　その時、俺が目にした光景も、生涯忘れることはできないだろう。

　天使の笑顔で歩くナナさんの隣、腕を組んで歩いている男がいた。

　それは、ナナさんよりも背が高くて、天パー気味のクセっ毛で、まゆ毛が特徴的な男。

　六月二十一日、午前十時四十分。

　俺は、俺を見た。



    

  
    
      

　四章　夢じゃない





　たとえば。

　もう一人、自分がいたとしたら。

　そんなことを考えたことはないか？

　そんなことが現実に起きたことは？



　もう二度とするまいと誓った尾行をしないわけにはいかなかった。

　ナナさんと『俺おれ』は、俺に気づくことなく、電車に乗った。そして、五つ離れた都会駅で降り、しばらく歩いてカフェに入った。以前、二ふた葉ばとヒカルが入った店ではなく別の店。窓際の席に座った。俺はその様子を店の外から窺うかがう。

　鏡に映る姿と他人の目に映る姿が違うことぐらいはわかるけど、それは『俺』だった。どこから見ても佐さ々さ木き与よ四し郎ろう。一緒にいるナナさんが疑っていないことが何よりの証明。

　――もう一人、俺がいる。



    

  
    
      



    

  
    
      　この奇想天外な現実を直視して、気分が悪くなった。頭も痛いしボーッとする。元から鈍い回転がさらに鈍くなる。目眩めまいや吐き気にも襲われた。立っているのも辛い。それでもどうにか頭を働かせて、柊ひいらぎちゃんに電話をかけた。また夢の世界にいるのかも、と思ったから。

『も、もしもし……？』

　電話に出た柊ちゃんに、直球で質問。

「今、念写してますか？」

『え？　い、いえ、してませんけど？』

「それならいいです」

　電話を切った。柊ちゃんと電話が繋つながっても、それが『夢の中じゃない』ということの証拠にはならない。でも夢じゃないだろう。あの世界は俺おれが妄想した世界だった。けど、今みたいなことは妄想したことが……あるけど、直感的に違うと感じる。俺の直感なんて当てにならないけど……。

　あぁ、何がなんだかさっぱりわからん。

　こんな時は悔しいけど一番頼りになる二ふた葉ばに電話をかけた。が、出ない。あの無愛想め、電話まで無視しなくてもいいだろ。

　じゃあ、次はニーナだ。いや、無意味だ。ちくしょう、もう手詰まりかよ。

　いいや、もう一人いる。山やま田だだ。仮にも元ミステリー研究部の部長だ。

『……なに？』

「もしも、もしもだぞ？　自分の他ほかにもう一人自分がいたら、何だ？」

『……まだ熱があるんだからさ、そういう頭の悪い発言はやめてくれないかなぁ』

「真面目まじめに聞いてるんだよ！」

『……ドッペルゲンガーってやつじゃない？』

「何だそれ？」

『自分で調べてよ。それより昨日渡したデジ――』

　電話を切った。謝罪も弁償も後回し。

　ナナさんと『俺』が席を立ち、店から出た。当然、俺はそれを追いかけようとしたが、強烈な立たち眩くらみに見舞われ、少しの間、その場にしゃがみ込んでしまった。

　そのわずかな時間で、見失った。慌てて周囲を見渡したけど二人の姿はなく、そして、寒い。体の芯しんから冷える。コートやマフラーが欲しい。吐き気もひどい。俺の体調といい謎なぞの現象といい一体全体何がどうなっているんだ？？

　フラフラとした足取りでその後も探索したが、二人の姿は見当たらず、追跡調査を断念した。今は体調の方をどうにかしなけりゃ話にならん。

　家電量販店でデジカメを買って帰った。この一大事に何を呑のん気きな、とか、今月は本当にピンチだ、とか思ったけど、何でもいいから普通のことをしたかった。そうでもしなきゃ気が狂いそうだったし、それをしても気が狂いそうだった。

　無事、家に帰ってから山田の言うドッペルなんたらについて調べてみた。



『自分の姿を第三者が違う場所で見る、または、自分で違う自分を見る現象。自ら自分のドッペルゲンガーを見た場合、「その者は寿命が尽きる寸前」という民間伝承がある』



　……いやぁ、まいった。てっきり人の名前か何かだと思っていたのに……。そりゃ体調も悪くなるよな。だって、寿命が尽きるんだもんな。いやぁ、まいったな……。いきなり言われてもリアクションとれないよ……。

　頭を抱えてベッドに潜り込んだ。目を閉じると、今までのことが走そう馬ま灯とうのように――というのもなく、すぐに眠った。朝まで眠った。しまった、最初にナナさんに電話すればよかったんだ、と気づいたのは目覚めた後で、俺おれが眠っている間にも事件は起きていた。



　翌日、本気で学校を休もうと思った。体調は悪いまま、いや、一晩ぐっすり眠って悪化した。視界が朦もう朧ろうとして鎌かまを持った死神の幻覚まで見える。

　だけど、行くことにした。俺には報告の義務がある。俺に求婚する女性たちに。ドッペルなんたらについて。そして、俺の寿命について……。

　夏服ではなく冬服のブレザーの上にコートも着て、首にはマフラーも巻き、万全の準備をして玄関ドアを開けると、そこに女性超能力者四人が立っていた。

「………どうしたの？」

　誰だれも答えず、みんな微妙な表情を浮かべた。ニーナはいつもの眩まぶしい笑顔がなく、どんより曇っている。柊ひいらぎちゃんはもう半泣き。ナナさんは不機嫌さを隠そうとしない悪魔顔。二ふた葉ばだけがいつも通りの仏頂面だった。その二葉が、

「入るぞ」

　それを合図のようにして全員が部屋に雪な崩だれ込こんできた。



「――でな、ヨシローにそう言われてウチ泣きそうになってな、ホンマに涙出てきてな、そしたらヒトミから電話かかってきて、ヒトミもめっちゃ泣いてて、事情を聞いたらウチと全く同じやってな、わけがわからんこともないけどわからんから二葉に電話して――」

　と、ニーナなりに一生懸命説明してくれて、俺なりに一生懸命理解してみた。

　要約すると――昨晩、ニーナと柊ちゃんの家に俺が訪ねてきた。そして、二人に別れを告げた。二葉には電話で告げた。別れというよりも一方的な告白。ナナさんのことが好きだからもう関わらないでほしい、そう三人に告げて回ったらしい。

　ここに来る前に話を聞かされたナナさんは信じようとせず「ヨシローくんが私を選んだからって変な言いがかりつけんな」と怒ったそうだが、とにかく本人に話を聞いてみようということで四人揃そろっての来訪となった。

　話を聞き終えた俺の感想は一つ。

　各地で第三者が目撃する俺。俺自身が目撃した俺。

　これらが意味することも一つ。俺おれにとっては無情な真実だ。

「やはりドッペルで間違いないな……」

「ドッペルて何や？」

　ニーナの質問には答えず、俺はナナさんに訊たずねる。

「昨日、俺とデートしましたよね？」

「したわよ。したじゃない」

「俺、それを見てたんですよ。途中までだけど」

「は？　そんなわけないでしょ」

「いいえ、本当です」

　才女ナナさんはこれまでの話からおおよその見当はついていたようだが、それでも俺に確認をした。

「……じゃあ昨日、私といたヨシローくんは誰だれよ？　てゆーか、何？」

「おそらくドッペルゲンガーです。少なくとも俺本人じゃありません」

「そんなわけ……」

　ナナさんは完全否定をせず、言葉を呑んだ。頭の良さがこの時ばかりは不憫だった。

「せやからそのドッペルて何や？」

　説明しないわけにもいかないので、身を引き裂かれる思いで説明した――。

「……つまり、ヨシローは死んでしまうってことか？」

「どうやらそうらしい……。俺は今まで病気ひとつしたことがなかったのに、ドッペルが出た途端、この様だ。この調子じゃ今日明日中にもヤバイかもな……」

「……ウチ、そんなんイヤや……」

「泣くなよ。最後に見るのが泣き顔だなんて、ニーナらしくないよ」

　言いながら俺も泣けてきた。ニーナも笑ってくれなかった。感動的な別れのシーン……のはずなのに、他ほかの三人はとっても可哀想かわいそうなものを見る目で俺たちを見ていた。柊ひいらぎちゃんですらも。

「あれ？　なんか温度差が凄すごいんだけど？」

　三人を代表して二ふた葉ばが大きく長い溜ため息いきをつき、賢い組だけで話を進めた。

「――タヌキ、お前が一緒にいたまゆ毛は本当にまゆ毛か？」

「さっきも言っただろ、あれは間違いなくヨシローくんよ」

「コガ……先生は？」

「わ、私の家に来たのも佐さ々さ木きくんです」

「疑ってんのか？」

「違う。ただ、私は見ていないし、電話の声はまゆ毛だったけど公衆電話からだったから確証が持てない」

「何でアンタには会いに来なかったんだろうね？」

「……何が言いたい？」

「べっつにぃ」

「や、やめてください。ケンカはもうダメです……」

「まあ、物的証拠みたいなものは必要ね。でもどうする？」

「コガ……先生が念写すればいい」

「あの、さっきから『コガ……』って何ですか？」

「先生さ、昨日ヨシローくんが来た場面を写真にできる？」

「で、できると思います。あ、でもカメラがないと……」

「まゆ毛、カメラあるか？」

　話にまったくついていけなかったけど、最後の二ふた葉ばのセリフだけはさすがにわかったので答えようとしたら、

「ここにあるで」

　同じく話にまったくついていけなかったと思われるニーナが、昨日購入したデジカメを勝手に差し出した。

「あ、ダメです。私はフィルムに直接焼きつけるからデジカメだと……」

「いま他ほかにないんだし、これでやってみてよ。つーか、やれ」

「は、はいっ。いいですか……？」

　と、俺おれに訊きいてきたので、許可した。

「が、頑張ります……！」

　柊ひいらぎちゃんは箱からデジカメを取り出して、ＳＤカードもセットしてから、ピタリと額にデジカメをくっつけた。それがやり方らしい。

「あの、二時間ぐらいかかるので、ゆっくりしててください」

　まるで我が家のように言った。そして、みんなゆっくりくつろいだ。ニーナはゲームをやり始め、ナナさんは一度家を出てコンビニでお菓子と雑誌を買って来てそれを食べたり読んだりして、二葉はヘッドフォンで音楽を聴きながら本を読んでいた。難しい小説かと思ったら少女漫画だったので軽く驚いた。

　俺はみんなに自慢のコーヒーを振る舞おうとしたけど、みんな「お茶がいい」と言ったので虚しい気持ちで茶を入れた。動くとやっぱりフラフラしたからすぐにベッドに戻り、それにしても柊ちゃん学校はいいのかな、と思いながらいつの間にか眠っていた。

　そんな緊張感の欠片かけらもないまま二時間が経過して――会議再開。

「……やっぱりダメです、写ってません……」

　柊ちゃんがデジカメを操作しながら半泣きになった。が、その直後、

「あれ？　写真じゃなくてビデオが撮れてます。わぁ、こんなの初めてです……！」

「ヒトミも進化したようやな」

　なぜかニーナが偉そうに腕を組みながらニヤリと笑った。

「進化ですか……へぇ、うわぁ、凄すごいなぁ……」

　成長した能力にバンビは小躍りしたけど、二葉とナナさんが「いいから早く見せろ」と言ったので、すぐにビデオ鑑賞会が始まった。

　そこに映っていた映像は、俺おれの頭痛と悪寒と吐き気を促進させた。



　柊ひいらぎちゃんのマッドな部屋に佐さ々さ木き与よ四し郎ろうがいる。与四郎は冷たい表情と口調で話す。

『先生、僕はナナさんのことが好きです。告白もしました』

『え………』

『だからもう僕に好意を抱かないでください』

『そ、そんな、突然………で、でも、この前はあんなに……』

『何の話ですか？』

『ひ、ひどい……』

『先生にこういう言い方は失礼かもしれませんが、これからは仲のいい友達でいましょう。そういう意味でなら僕も付き合っていきたいですから』

『……』

　泣き崩れる柊ちゃん。去っていく与四郎――。



　計七分二十一秒の映像を見終えたニーナの第一声は、

「この前はあんなに――って何や？」

「そこ？　もっと他ほかに気になるとこあっただろ？　写真とかぬいぐるみとか」

「ヒトミの性格やったら別に不思議じゃないもん。そんなことより『この前はあんなに』って何や？」

「そ、それは今はいいじゃないか」

「んん～？」

　ちっとも怖くないけど、ニーナが眉まゆを寄せて俺を睨にらむ。

「……何なんだ、言え」

　二ふた葉ばも訊きいてきた。さすがというか、眉の寄せ方に貫かん禄ろくがある。

「と、とにかく！　これでわかっただろ？　俺は先生の部屋に行ってない。この部屋で昼過ぎから今朝までずっと寝ていた。ニーナの部屋にも行ってない。二葉に電話もしていない。つまり……ドッペルなんだよ……だから俺は……」

　俺がまた涙し始めたのに、ニーナは「ん～？」と睨んだままで、泣いてくれなかった。呆あきれた溜ため息いきをついた二葉は、眉の形を逆ハの字にして、二度目の溜め息をつく。

「どうしてそうなるんだ、バカまゆ毛。お前の言う可能性もゼロではないけど、その前に考えることがあるだろう」

「……ん？」

　と、首を傾かしげるバカまゆ毛に柊ちゃんが解説をしてくれた。

「だ、だから、超能力です。私たち以外の超能力者の仕業だということです……」

「あ」

　そうか。それがあったな。自分がエスパーだってことも忘れがちだから、その可能性にまるで気づかなかった。

「どういうことや？」

「えっと、その超能力者はきっと『変身』できるんだと思います」

「その力で俺おれに『変身』したと？」

「は、はい。あくまで推測ですけど……」

「そうやなくて、ウチが訊きいてるんは『この前はあんなに』のことや」

「……べ、別に……」

「なに笑ってんねん、気持ち悪い」

「き、気持ち悪いって……」

「まあまあ。それよりも誰だれなんですか？　別の超能力者って」

「そ、そこまではわかりません、ごめんなさい……」

「それは今どうでもエエやろ」

「どうでもよくない。メインテーマだ」

「佐さ々さ木きくんは、誰か心当たりがありますか？」

「俺は……井いの上うえさんじゃないかと思うんです」

「どうして……？」

「俺たち超能力者は名前に数字が入るんでしょ？　井上さん、名前が『三津子』なんです。つまり、３。これもう決定的でしょ？」

「……ヨシローは井上の名前を調べたんか？」

「おう」

「キモい」

「べ、別にキモくないだろ」

「キモいです……」

「……。ところで先生、大丈夫なんですか？」

「え？」

「いわゆる副作用ですよ。さっき能力を使ったでしょ？」

「あ………我慢してますから……」

「我慢？　先生の副作用って何なんですか？」

「それは……言えません……」

「ヒトミは隠し事ばっかりやな。ホンマに気持ち悪い」

「ニ、ニーナさん、さっきからちょっとひどすぎます……」

「まあまあ――ってゆーかさ、そこの二人、話に入ってきてくれよ」

　二ふた葉ばとナナさんは、ぼんやりと宙を見つめていた。しっかりしてくれよ、ツートップが機能しないと点は入らないんだぞ。このままじゃ永遠に答えなんか出ないぞ。

「二葉はどう思う？　誰だかわかるか？」

「……いや、まあ、うん、どうかな」

　と、珍しく歯切れの悪い言い方をして、ちらりとナナさんを見た。

　ナナさんはその目を逸らす。が、俺おれやニーナを見ようとしない。空中に惑わせる。

「今日のところはこのぐらいにしない？　焦っても仕方がないし。ヨシローくんも病院に行った方がいいわよ」

「それはそうですけど、このままじゃ胸がモヤモヤするっていうか……」

「だから病院行った方がいいって」

「そういう意味じゃなくて」

「言う通りにしろ、まゆ毛。他ほかの二人も今からでもいいから学校に行け」

　二ふた葉ばとナナさんの意見が一致すると、なんだか不気味だけど、説得力がハンパじゃないので反抗できなくなる。二葉の命令口調はハンパじゃなくむかつくけど。

　結局、色んなことがモヤモヤのまま、二葉とナナさんに押し出されるようにして四人は家を出て行った。できれば後片付けをしてから帰ってほしかった。



　病院に行って帰ってくると、部屋に二葉がいた。

「……」

　一回ドアを閉めて、また開ける。やっぱり二葉がいる。四人が帰って部屋の後片付けと掃除をしてから病院に行ったのに、帰ってきたら二葉がベッドに腰掛けている。

　もう一回ドアを閉める。今度は部屋の中から二葉がドアを開けた。

「……何してる？」

「俺のセリフだ」

「……」

　二葉は無言でドアを閉める。なのにまだ部屋の中にいる。最近これと同じような状況になった気がする。女子トイレで。

「何でここにいるんだよ？　説明しろ」

「忘れ物」

　二葉はまたベッドの上に座る。朝に来た時は制服だった二葉は、私服に着替えていた。ミニスカートに七分丈のロングＴシャツ。可愛いと格好いいが混ざったような服装が二葉らしくて似合っている。それは素直に認めよう。だけど、どうにも居心地が悪い。

「コーヒーでも飲むか？」

「もう飲んだ」

　テーブルの上に空になったマグカップがあった。

「やりたい放題か、お前は。そもそもどうやってこの部屋に入ったんだよ？　ちゃんと鍵かぎは閉め……まあいい。ちょっと横になりたいから、そこどいてくれ」

　二葉をベッドの上からどかして、布団をかぶる。

「……病院、どうだった？」

「過労と風邪だって。ありゃ、ヤブ医者だな。患者の寿命も見抜けないなんて」

「まだそんなこと言ってるのか……」

「まだそっちの可能性も消えてないんだろ」

「……」

　ふぅ、と呆あきれた息を吐いた二ふた葉ばは、リビングに座ったまま動こうとしない。

「お前、何か知ってるのか？　知ってるなら教えろよ」

「……」

　何も答えない二葉は、退屈そうに部屋を眺める。

「忘れ物はあったのか？」

「あった」

「あの少女漫画か？」

「……！」

　ピクッと一瞬だけ体を硬直させた二葉は、不愉快そうにカーペットをむしる。

「なあ、二葉」

「何？」

「帰れよ」

「……命令するな」

　何なの、この子？

「マジで帰れよ！　ここ俺おれの部屋だよな？　こんなに落ち着かない空間、初めてだよ！」

「うるさい。寝るならさっさと寝ろ」

「………そうする」

　興奮すると目眩めまいがするし、言い返す気にもなれなくて、目を閉じた。

　もちろん、眠れるわけがない。

「なあ、二葉」

「……寝るんじゃなかったのか？」

「子供つくるか？」

　瞬間、体の上にテーブルが落ちてきた。布団がなかったら大惨事だったと思う。

「な、な、何をしてくれてんだ！」

「お、お前が変なこと言うからだ！　発情まゆ毛！」

「その変なことを言ってきてるのはお前たちだろ！」

　二葉は眉まゆをギリギリと寄せ、吊つり目をさらに吊つり上あげ、口元がプルプルと震えている。今にも湯気が出そうなほど顔が赤い。

「そう怒るなよ。俺だって真面目まじめに考えてるんだ」

「バカの真面目ほど不真面目なものはない」

「……もういい。本当に寝るから、鍵かぎはポストに入れ――」

「黙れ」

「………」

　俺おれは二ふた葉ばに背を向けて、力いっぱい、目をつぶった。全力で羊を数えた。三十匹を超えたあたりから面倒くさくなって、本格的に眠気が襲ってきた。

「おい、まゆ毛」

「……何だよ？　最高に嫌なタイミングで声かけるなよ」

「………………」

　長い沈黙の間に二葉がどんな顔をしていたのか、背中を向けていてもわかった。例の顔だろう。

「………………私が勝った」

「は？」

「卓球」

「知ってるよ。お前も意外と根に持つんだな」

「……今すぐ寝ろ。もう起きるな」

　本当に眠ってやった。何をされても起きないつもりだったけど、二葉はもう話しかけてこなかった。



　そのまま何時間眠ったのか。体中の関節が痛くて、喉のどが渇いて、寒いのにびっしょりと寝汗をかいて、それらの不快感で目が覚めた。

　着替えを取るためにベッドから出て、床を這はいずっていると、額に何かがぶつかった。

　それは、細く長く美しく芸術的な女神の脚。

　ナナさんが座っていた。

「ちょっとヨシローくん、すっごくヤラシイ構図なんだけど……」

　数日前の俺なら即座にジョギングしただろうけど、今はそんな気分にもならない。病気は男の本能をも蝕むしばむ。

「……ナナさん、何でここに？」

「お見舞い」

「そうじゃなくて……まあいいや」

　イモムシ状態の俺は、そこから起き上がるのもキツかった。

「本当に大丈夫？　着替えなら取ってあげるから、ベッドに戻りなさいよ」

「お手数をおかけします……」

　ナナさんはクローゼットから着替えを取ってくれて、俺をベッドに戻すのにも手を貸してくださった。さらに俺の上着までも脱ぬがそうとした。それはさすがに拒否した。

「いいからさっさと脱ぎなさい。別に恥ずかしくないわよ。あ、でも下は自分で着替えてよね」

　ナナさんはテキパキと俺の上着を脱がし、タオルで汗を拭ふいて、冷却シートを額に貼はりつけることまでしてくれた。服を買いに行った時よりもされるがままの状態で、恥ずかしさはその時の比じゃなかったけど、抵抗するにも力が入らず、黙って身を委ねた。朦もう朧ろうとする意識の中で、この人は本当に天使なんじゃないだろうか、と思った。

「こういうのヒカルで慣れてるから。で、薬は飲んだの？　水分補給はちゃんとしてる？　ご飯は？　熱は何度あるの？」

「薬は飲みました。水も飯も喉のどが痛くて。それから何だっけ……ああ、熱は測ってません。病院で測った時は三十九度でしたけど、数字を見ると余計にしんどくなるんで……」

「ダメよ、ちゃんと測りなさい」

　ナナさんは救急箱から体温計を取って、俺おれの脇わきに差し込んだ。これも手際がよかった。この人は本当に天使なんじゃないだろうか。あ、これ二回目だな……。

「……風邪って、こんなに辛いんですね……」

「もしかして、風邪ひいたの初めて？」

「はい」

「……」

「今、バカは――って思ったでしょ？」

「うん」

　体を抱え込むようにして布団にくるまった。二ふた葉ばの時と同様、ナナさんが部屋にいると落ち着かないけど、心よりも体を休めたい気持ちの方が強かった。

　ピピッ、と体温計が鳴り、ナナさんが慣れた手つきでそれを取る。

「……何度ですか？」

「四十二度」

「……」

「ちょっと感動的な数値ね」

　俺もそう思った。あぁ、やっぱり測らなきゃよかった……。

「……俺、マジで死ぬんじゃないっすかね……」

「バカなこと言ってないで早く寝なさい」

「……はい」

　目を閉じた。

　もちろん、眠れるわけがない。だって、同じ部屋に天使と二人きりだから。

「ナナさん、子供つくりますか？」

　瞬間、体の上にテーブルが落ちてきた。なんとなく予想はできていたから、あらかじめ布団の中に逃げておいて正解だった。

「勘弁してくださいよ、シャレにならないっすよ……」

「こっちのセリフよ！　覗のぞきに始まってこの前の先生のことも、何なの？　発情期？」

「二葉と同じこと言わないでください……」

　タンスの棚が一個、降ってきた。これは予想していなかった。あと数センチでもずれていたら大惨事確実だったと思う。

「アイツにも発情したの？」

　布団の中に隠れて、あえて顔は見ないようにした。

「お、怒らないでくださいよ、別に変な意味じゃないですから」

「変な意味以外に思いつかないわよ！」

　俺おれは布団から顔を出す。ナナさんは手にマグカップを握っていた。表情は思ったよりも悪魔じゃなかったけど、朱色がかった頬ほおを見ると怒っているのはあきらかだ。

「……俺、先生とあんな感じになった時に思ったんですよ。というか、前々から考えていたんですよ」

「何を？」

「……みんなの狙ねらいは、そういうことでしょ？　今更そのことをゴチャゴチャ言うつもりはないです。でも極端な話、すごく極端な話ですけど、全員に子供ができればそれが一番いいわけで……。もちろん、バカなことを言ってるのはわかってます。だけど、俺だってパニックなんですよ。バカでもパニックにはなるんですよ」

「……それで、全員とそういう関係になろうってこと？」

「まあ、平たく言えば」

　ナナさんはマグカップを床に置いた。

「じゃあ、仮に全員に子供ができたとして、その後はどうするの？　全員と結婚はできないわよ？　一人ずつと結婚して離婚してってするの？　子供はどうするの？　親権は？　養育費は？　それともそういうの全部無視してみんなで仲良く暮らす？」

「わかってますよ」

　いくらバカな俺でもそんなことが現実的に無理なのはわかっている。

「私だってわかってるわよ」

　ナナさんが天使でも悪魔でもない、あの表情になったから、俺は体を起こした。これは寝ながら聞いちゃいけない話だ。

「超能力があっても、それ以外は普通の人と同じだから、普通の人と同じように生きていかなきゃならない。そんなことはわかってるわよ。まあ、ヨシローくんがそこまで悩んでいるのはわからなかったけど……」

「……」

「でもね、私たちだってそれなりの覚悟はしてるわ。自分を『選んで』って言う以上は、自分が『選ばれない』ことも覚悟している。……私はしてないけど」

「どっちですか？」

「どっちでもいいのよ。とにかく私は、こういうの、イヤ。……多分、アイツもニーナも先生もイヤだと思う。ヨシローくんの考えは優しいけど、あんまり優しくない」

「……答えになってないっす」

「ごめん」

　……ごめん？　誰だれが？　誰に？

「あ、いや、別にナナさんを責めているわけではなくて」

「そう？　私は責めてるわよ？　つーか、今から責めるわよ」

「へ……？」

　壊れそうな表情はいつの間にか悪魔モードに移行完了していて、床にあったはずのマグカップが顔の横をかすめていった。

「二番目とか意味わかんない。耐えられない。しかも、あのチビよりも後ってのが最悪。せめて一番最初に言ってくれたら、ここまで怒らないであげたかもしれないのに」

「ご、ごめんなさい！　特に何も考えていませんでした！」

　ナナさんは、フン、と鼻を鳴らした。

「……もういい。早く寝なさい」

「いや、ちょっとだけ体が楽になったんで、今のうちに飯を食います」

　千鳥足で冷蔵庫に向かうと、ガスコンロの上に土ど鍋なべがあることに気づいた。開けてみると、粥かゆが作られてあった。

「……何から何まですいません」

「え？」

「これ、作ってくれたんでしょ？」

「……うん。そう。作った。食べて」

「何でカタコトなんですか」

　粥を温め直して茶ちや碗わんによそい、ベッドの上に放置されていたテーブルを元の位置に戻してから、食べた。ごくりと飲み込む度に、焼けるような痛みが喉のどを通過する。

「……どう？」

「今、舌がニーナみたいになってるんですよ」

「不味い？」

「………はい」

　また茶碗かマグカップが飛んでくると思ったら、ナナさんはなぜかニコニコしていて、粥を一口食べた。

「ホントだ。美味しくない」

　不味くはないけど微妙ね、塩が足りてないわね、とか言いながらニコニコしていた。

　そして、その笑顔を少しだけ抑えて、俺おれに言った。

「ヨシローくん、また手伝ってほしいことがあるんだけど」

「何ですか？」

「尾行」

「もうイヤです」

「お願い」

　天使のこの言葉に、俺は抗えたためしがない。

「今度は誰だれを尾行するんですか？」

「私。私とヨシローくん」

　粥かゆを口に運ぶ手が止まった。けれど、もう混乱はしない。

「今度の日曜日にも会う約束してるの、ヨシローくんと」

「……ナナさんは、犯人が誰だれか知ってるんですか？」

「なんとなく、ね」

「誰ですか？」

　ナナさんは首を少しだけ傾けて、

「……私、かな」

　ぷるんとした唇が、新月二日前の月みたいな形になった。

　でも目は笑っていなかった。

「ちゃんと教えてくださいよ」

「私だって正解かどうかわかんないから、それをハッキリさせるために尾行をしてほしいのよ。だから、早く風邪を治しなさい」

　了承したつもりはないのに、そういうことになっている。まあ、いいけど。

「……もう一人の俺おれはナナさんにどんなことを言ったんですか？」

「教えたら本物も同じことを言ってくれる？」

「いや、それは……」

「じゃ、教えない」

　また目が笑っていなかった。とても悲しい笑顔だった。なんだか見ていられなくて目を逸らすと、床に置かれたままのマグカップと目が合った。

「ナナさん、コーヒーでも飲みますか？」

「紅茶がいい」

「……」

　それからすぐにナナさんは帰った。俺は、紅茶を買おうと心に決めて、部屋の明かりを消した。

　数時間後、また悪寒とか関節痛で眠りから覚めると、真っ暗なはずの部屋に明かりがついていて、ピコピコとゲームの音が聞こえた。ガチャリとドアを開ける音も聞こえた。

「ニ、ニーナさん、何をやっているんですか……？」

「ヒトミこそなんやねん、勝手に入ってきて」

「か、勝手にって、それはニーナさんだって……」

「ウチはエエねん。それより、そんな大層な花束いらんで」

「べ、別に、ニーナさんのために持ってきたんじゃありません……！」

　キツネとタヌキよりは可愛らしいけど、ウシとバンビの間にも確執が生まれつつあるのを感じながら、目をとじた。

　それにしても、ここは本当に俺の部屋なのか？



　それから丸々二日間、寝込んだ。そして、三日ぶりに学校に行った。もちろん、クラスメイトの誰だれ一人として優しい声はかけてくれなかった。

　ナナさんはいつもと変わらなかった。朝の通学路で二ふた葉ばと罵ののしりあって、俺おれの嫌いなものばかり詰まった弁当を作ってきてくれて、放課後の勉強会で地団駄を踏んだ。

　他ほかのみんなも変わらなかった。ヒカルは数日、学校を休んだけど、学校に戻ってからは相変わらず鬱うつ陶とうしかった。

　そして、日曜日になった――。



　ナナさんは、その日も男性の視線を集めていて、隣にいる『俺』もどこか誇らしそうにしていた。

　本物の俺はまた体調が悪くなった。自分で自分を見る度に、吐き気がする。現実と空想の中間にいるような奇妙な浮遊感に頭が酔う。

　ナナさんと『俺』は、ファーストフード店で昼食をとり、それから街をブラブラとあてもなく歩いた。ふと見つけた小物屋で携帯のストラップを物色したり、本屋で新刊の漫画を立ち読みしたり。もう少しマシなコースはないのかと言いたくなるぐらい高校生らしい健全なデート。

　午後三時過ぎ、健全すぎる時間にナナさんは『俺』と別れた。『俺』は早すぎる別れを惜しんでいたけど、ナナさんは笑顔で立ち去り、携帯で連絡を取りながら本物と合流した。それはちょうど『俺』が電車に乗った時だった。

　都会駅から五つ離れた駅、俺たちが住む街の最寄り駅で電車を降りた。

「どこ行くんですかね？」

　ナナさんは何も答えず、五十メートル先を歩く男から目を離さなかった。

　本当は俺も薄々勘づいていた。電車を降りた時から。他でもない俺に化けているヤツの正体を知りたい気持ちはあったけど、知ってはいけないという予感もしていた。それは『俺』が足を踏み出す度に膨ふくれあがり、その度に真実へと近づいた。

　毎朝、妖よう精せいが立っている十字路を右に曲がり、『俺』は一軒の家の前に着いた。

　ナナさんの家だった。

　つまり、ヒカルの家。

　俺の吐き気と目眩めまいがピークに達した時、管かん崎ざき家のドアの前で『俺』が倒れた。

「あっ」

　ナナさんが慌てて駆けつけ、俺も続く。

　玄関の前で倒れていたのは『俺』ではなく、ヒカルだった。

「ヒカル！　大丈夫っ？」

　ナナさんがヒカルを抱きかかえると、ヒカルはすぐに意識を取り戻した。

「……ナナ？　あれ？　僕、何でここに？」

　自分が今まで何をしていたのか、今まで何が起きていたのか、覚えていない様子。透き通るようだった白い肌が蒼そう白はくになっている。

　ナナさんは、唇だけの悲しい笑みを浮かべて答える。

「近所のスーパーに買い物に行くって家を出た途端に倒れたのよ」

「……そう、だったっけ？」

「そうよ。それより大丈夫なの？」

「ああ、うん、ちょっとフラフラするけど」

　ヒカルは自分の力で起き上がろうとして、すぐによろけた。その体を俺おれが支える。

「……どうして佐さ々さ木きくんもいるの？」

「いいから、部屋に戻ろう」

　球技大会の時のようにヒカルをおぶってやり、部屋まで運んだ。ヒカルは血色の悪い顔で、ナナさんがそうしたように、形だけのしかめっ面をつくった。

「……まさか、ナナとデートしてたんじゃないだろうね？」

「いいや。偶然、会ったんだ」

「嘘うそだね。ナナのメイクがいつもより可愛いもん」

　自慢するように言って、ヒカルは眠った。

　すぅすぅと寝息をたてるヒカルの頬ほおを、白魚の指が撫なでる。

「このまましばらく様子を見るわ」

「……じゃあ、俺は帰ります。何かあったら連絡してください。何時でもいいんで」

「待って。送っていく」

　何度も断ったけど、ナナさんは俺よりも先に家を出た。



　管かん崎ざき家からいつもの十字路まで歩いて約五分、ナナさんはずっと喋しやべり続けた。俺は隣に並ぶことも忍びなくて、彼女の影を踏みながら後ろを歩いた。

「お父さんもお母さんもいなくてよかった。あの二人、しょっちゅう旅行に行ってるの。お陰で料理も洗濯も上手くなっちゃった」

　声は明るい。だけど、背中に回して結んだ指が震えている。

「やっぱりヒカルだったね。そうじゃないかなって思ってたけど、実際にそうだとわかると驚いたなぁ。本人は自覚がないみたいだけど」

「ナナさん……」

「多分なんだけどさ、ヒカルは自分で能力が使えないんだと思うの。そういうタイプっていうか、仕組みっていうか。誰だれかの想いに反応して変身するんだと思う。その誰かっていうのは――」

「ナナさん、もういいですよ」

「誰かっていうのは、大切な人とか好きな人ってとこかな。ま、ぶっちゃけ私のことなんだけど。ヒカル、昔から私のことが大好きだから」

「ナナさん！」

　彼女は足を止めて、ゆっくりと振り返る。

「大好きなのよ、私のことが」

　それは、天使でも悪魔でも素の表情でも形だけの笑顔でもない。どこまでも無表情で、だからこそ感情的な表情。

　俺おれは人がこんな顔をするのを見たことがない。

「本当はね、前のデートの時から変だと思っていたの。だって、あの時のヨシローくん、オシャレだったんだもん。だけど、すぐにヒカルには結びつかなかった。同じ家に住んでいても、双子の姉弟でも、相手の私服までいちいち覚えていない」

「もうやめましょう」

「ううん。最後まで聞いて」

「……」

「もっと言えば、その前もおかしいと思った。ヨシローくんが初めて家に来た時。壁越しに聞こえていた声がなくなって、もう帰ったと思ったのに、また聞こえてきた。それまでと違って変なことを言い出した。そう、まるで人が変わったように」

　それでも表情を変えなかった。奥歯を噛かみしめることで、感情を殺していた。

「……このこと、言わないで。誰だれにも言わないで。アイツはなんとなく察しがついていたみたいだけど、でも、言わないで。二ふた葉ばにも言わないで」

　ナナさんが初めて二葉のことを二葉と名前で呼んだ。

「それは……一応、みんな関わっているんだし、それに……」

　いくらナナさんでも、一人で背負うには重すぎる。あまりにも重い。

「ヒカルは男なの、ヨシローくんと同じ男の能力者だったのよ……」

「だけど――」

「わかってる。それを隠して、自分だけいい思いするつもりはないから」

　すう、とナナさんは息を吸って、

「私が降りる。ヨシローくんの奪い合いから身を引く」

　だからお願い、とナナさんは頭を下げた。次に顔を上げた時は、笑顔だった。形だけの笑顔ではなく、とびっきり明るい天使の笑顔。精一杯の笑顔。

「これでヨシローくんの悩みも軽くなるでしょ？」

　そう言って、俺の横を通り過ぎた。

　すれ違いざまに彼女はもうひと言、付け足した。

「ばいばい」

　ただでさえ消え入りそうなその声に被せるように、今年最初の蝉せみが鳴いた。



    

  
    
      

　終章　普通じゃない





　たとえば。

　どうしても足が踏み出せない時。

　背中を押してくれる人が、アンタにはいるか？

　背中を蹴けり飛とばしてくれる人は？



　優しい叔父さんが一度だけ俺おれを本気で叱しかったことがある。大掃除を手伝う、という叔母さんとの約束を破って川で釣りをしていたのがバレた時だ。コブが何個もできるほど殴った後にアルゼンチンバックブリーカーをかけながら叔父さんは言った。

「約束を破るヤツは男じゃねぇ！」

　さらに、こう続けた。

「特に女との約束は守らなきゃいけない」

　結婚記念日をド忘れして一ヶ月間マジで煮干ししか食べさせてもらえなかった叔父さんの言葉だけに、心に響いた。

　――誰だれかを選ぶ。

　その約束を破るつもりはない。それがどれだけ理不尽で、どれだけ俺を悩ませようとも女と交わした約束は守らなければならない。

　だから、色々考えた。全員と仲良く、なんていう非現実的なことばかりではなく、誰と一緒になったら一番楽しいか、一番幸せか……そんなことをシミュレーションしたことは正直、何度もある。

　だけど、こんなことは一度も考えたことがなかった。

　ナナさんが自分から身を引くだなんて。



　七月になってもまだ梅雨は明けなかった。それでも毎日暑い日が続き、蝉せみの合唱は日に日に大きくなった。あと二週間と少しで待望の夏休みが始まり、その前に控えている期末試験が生徒たちの羽を押さえる唯一の重し。

　そんな時期になっても、ナナさんは学校に来なかった。

　あの日以来、姿を見せなくなった。

「ずっと部屋から出ようとしないんだ」

　ヒカルは言った。疑うような目で、言った。もちろん、俺は何も言わなかった。誰にも何も言わなかった。だから、みんな理由を知りたがった。

「何か知りませんか？」

　ナナさんのクラス担任が俺おれに訊きいてきた。本人には連絡がつかない、弟やご両親に尋ねてもよくわからないという答えしか返ってこない、と重たい息を吐いた。

　クラスメイトや同級生たちも色々と憶測していた。中には、佐さ々さ木きに捨てられたショックで、なんていう馬ば鹿かげた噂うわさも出たが、それはすぐに消えた。冗談と冗談で済まないことの区別は誰だれかが教える必要もなかった。

「今度は連れ戻さないの？」

　とは、山やま田だ。俺は、ああ、とか、うん、とか適当な返事で誤魔化し、あっそ、と山田は興味なさそうに言うだけだった。その素っ気なさが、楽だった。

　女性超能力者たちは、何も訊いてこなかった。みんな、あの事件が関係していることはわかっていたと思う。わかっていたからこそ、何も訊いてこなかった。

「私でよければ、いつでも力になりますから……」

　と、柊ひいらぎちゃんは言い、それがナナさんに伝わることを願っていた。

　ニーナは毎日のように俺の部屋に来てはゲームをしたりバラエティ番組やアニメを観て大声で笑っていた。俺を誘うように笑った。それでも俺は笑えなかった。

「アホが真面目まじめな顔してたら、ホンマにアホになるで」

　俺の両りよう頬ほおをつねって強引に笑顔にする。その時のニーナは笑っていなかった。

　二ふた葉ばとは毎日、二人で登校することになった。ふと気づけば、いつも二葉は俺を睨にらんでいた。いや、睨んでいるつもりじゃなかったと思う。何かを言おうとして言えないだけの不器用な顔。それがわかっても、こっちから話しかけることはしなかった。ずっと会話をしなかった。

　俺は、あれだけ楽しみにしていた放課後の勉強会にも行かなくなった。

　ヒカルが俺の部屋を訪ねてきたのは、そんな時だ。



　神妙な面持ちでテーブルの前に正座したヒカルは、俺が出したコーヒーを一口だけ飲んで、華きや奢しやな肩をいからせていた。

　俺はヒカルの正面に座り、話しだすのを待つ。

　長い沈黙が部屋の空気を重くして、ようやくヒカルは口を開いた。

「ナナ、転校するって言ってるんだ」

「……そうか」

「この前、何があったの？」

「……」

「あの次の日からでしょ？　ナナが学校を休みだしたのは。だから、あの日に原因があるとしか思えないんだ。みんなが噂しているようなことが本当にあったの？　それとも……僕に関係すること？　僕が倒れたことと何か――」

「違う」

「じゃあ、何？　知ってるなら教えてよ」

「……」

「教えてくれなくてもいいからさ、ナナを止めてよ。前みたいに引き留めてよ」

「……」

「簡単だよ、佐さ々さ木きくんがナナに好きだって言えば、ナナは絶対に――」

「そうじゃないんだよ」

「……じゃあ、何なの？」

　ヒカルは拳こぶしを握りしめる。それでもヒカルには言えない。ナナさんが何に苦悩しているのかも、ナナさんの決意の固さも、ヒカルは何も知らないままでいなければならない。

　それがナナさんの答えであり、願いだから。

　だけど、このままヒカルだけが何も知らないのはズルイような気がした。

「ヒカル、俺おれは今から変なことを言うけど、何もツッコまずに聞いてくれ」

「……わかった」

「お前やクラスのみんながどう思っているのかわからないけど、ナナさんは別に俺のことが好きなわけじゃない。お前が二ふた葉ばを想うような気持ちじゃない」

「え？　ちょっと待って」

「ツッコむな。聞け」

「う、うん……」

「二葉もニーナも、俺に好意を抱いているわけじゃない。だけど、とある事情があって、俺に言い寄ってきている。それは事実だ。何を言ってるかわからないと思うけど事実だ。そして、俺は彼女たちと約束した。その約束を守ろうと思っている。彼女たちは、こんな俺と、友達になってくれたから」

「……わけがわからないよ」

「わからなくていい。ただ、約束を守らなくてもいいって言ったのは、ナナさんなんだ。ナナさんは、俺が引き留めることを望んでいない」

「……嘘うそだよ」

「嘘じゃない」

「嘘だよ！　だって、ナナは嘘つきだもん」

　ヒカルは甲高い声を張り上げ、俺はできるだけ声を低くする。

「俺もナナさんも嘘つきだけど、今回ばかりは本当なんだ」

「嘘とか本当とかじゃなくて、佐々木くんはこのままナナがいなくなってもいいの？」

「そういう問題じゃないんだよ！」

「そういう問題だよ！」

　何も知らないヒカル。何も言わない俺。二人の議論に折り合いや終着点などあるはずもない。どこまでいっても平行線。そもそも、答えなんてあるのだろうか？

「……ごめん。佐々木くんに怒るのもおかしいよね」

「いや、いいよ」

「……じゃあ、今度は僕の番。ツッコまないで聞いてくれる？」

「わかった」

　ヒカルは無理矢理につくり笑いを浮かべて、話し始めた。

「昔から僕は体が弱かったし、力もなかったから、何をやってもナナには勝てなかった。それでも悔しいと思ったことはない。男なのに、とか、同じ双子なのにと思ったことも。仕方ないってあきらめていたんだ」

「……」

「だけどね、高校に入って、初めてナナに勝ちたいと思うことが見つかったんだ。それはナナもまだ手に入れてないもの。手に入れようとしてるのに手に入らないもの。だから、それを僕が先に手に入れようと思った」

「何だ、それは？」

「ツッコまないでよ」

「続けてくれ」

「手に入れようと思ったけど、やっぱりダメだね。僕は競争とか向いてない。気がつけば自分よりもナナを応援してる。ま、そのナナもどうやら無理っぽいけどね。佐さ々さ木きくん、ちっとも振り向いてくれないから。佐々木くんの心の中には木き元もとさんが住んでいるから」

　……んんん？

「ち、ちょっと待て。ストップ」

「ツッコまないでってば」

「無理。絶対ムリ。スルーできない」

「あれ？　木元さんじゃないの？」

「そこじゃない。いや、そこもそうなんだけど、その前。なんかとんでもないこと言わなかった？　俺おれの聞き間違い？」

「聞き間違いじゃないよ」

　ヒカルはつくり笑いを消して真面目まじめな顔になった。バッチリ二重の瞳ひとみが輝きを増す。

「……おい、何だよ、その思い詰めた的な顔は？」

　ねえ？　何なのこの雰囲気？　この妙な緊張感は何ですか？

　ヒカルは、コホンと咳せき払ばらいをしてから、

「僕、佐々木くんのことが好きなんだ」

　…………。

「ええええええええええっ？？？」

　座ったままジャンプしてしまった。もう一回やれと言われても不可能だろう。

「そ、そんなに驚かなくても……ってゆーか、今の動き凄すごくない？」

「そのぐらい驚いてんだよ！　これもう過去最高だよ！　某ホテルのスイートルームより強烈だよ！　下へ手たすりゃショック死レベルだぞ！　指令の数が多すぎて脳のキャバリリィオーバーだ！」

「言ってることが全然わかんないよ！　なに？　キャパシティのこと？」

「似たようなモンだろ！　つーか、お前、人生で初めて人に好きって言われたのに、それがヒカルって、お前……俺おれのファースト告白？　ファースト告られ？　そういうのどうしてくれるんだよ！」

「ぼ、僕だって初めてだよ！」

「する側とされる側じゃ意味が違うだろ！　あーもう、会話が変な感じになってるじゃないか！」

「ちょっと落ち着いてよ！　別に僕のことをどう思うかとかじゃないから」

「……お、おう。できる限り頑張ってみる」

　中腰になったり座ったり立ったりを繰り返して、絵に描いたような狼ろう狽ばいをしていた俺はとりあえず正座をして、深呼吸した。

「さっきも言ったけど、あきらめてるから。男同志でどうこうなれるなんて本気で思ってないから。僕に普通の恋愛なんてできるはずがないってわかってたんだけど、佐さ々さ木きくんと出会ってから舞い上がったというか勘違いしちゃって……だから、ゴメンね。初めての人が僕で」

「その言い方……」

「あ、そういうつもりじゃなくて……とにかくゴメン」

「……」



    

  
    
      



    

  
    
      　まったく相変わらずテンポの悪い話し方だな、と思えるぐらい落ち着いてきた。

「謝るなよ。別に悪いことをしたわけじゃないんだからさ」

「え？」

「誰だれかを好きになるってことは、その相手が誰であっても決して悪いことじゃないだろ。まあ、俺おれにはまだそういう気持ちがよくわからないけど。だから、その、むしろ謝るのは俺の方で……正直、お前の気持ちを受け入れるキャバリリィはないから……」

　話の途中で、プフッ、とヒカルが噴き出した。

「わ、笑うなよ。わかってるよ、似合わないことを言ってることぐらい」

「だって、またキャバリリィって言ったから」

「……くそ、途中まで結構いい感じだったのに」

「ありがとね、佐さ々さ木きくん」

　ヒカルの瞳ひとみがキラキラと輝く。本当に変な言い方だけど、ヒカルが女だったらどれだけの美少女だろうと思ってしまうぐらいに綺き麗れいな顔立ちだ。

「僕は幸せだよ。佐々木くんがそう言ってくれただけでもう充分」

「……そういうこと真面目まじめな顔で言うなよ、くすぐったいだろ」

「でも、ナナはまだ充分じゃないよ。高校に入ってからのナナは毎日、本当に楽しそうだから、転校したいなんて絶対に嘘うそだよ。その理由はわからないけど、佐々木くんが嘘でもいいから……って、これじゃ堂々巡りだね」

　さっきまで混乱のるつぼだった部屋の空気がまたずっしりと重くなって、俺とヒカルの会話も止まった。

「ナナのことは僕が何とかするよ」

　そう言って部屋から出て行くヒカルに、すまん、と謝るのが精一杯だった。

　テーブルの上には、空になったマグカップ。それを流しで洗っていると、無性に悲しくなってきた。悔しくなってきた。やりきれなかった。

　姉弟のことを思い合う優しい二人がどうして苦しまなきゃいけないのだろう。



　次の日、ヒカルは学校を休んだ。

　その日の俺が一日中どんな顔をしていたのか、自分ではわからない。とても険けわしくて、ひどく不細工な顔だったのだろう。一日の授業を終えた時、

「佐々木くん、どうしたの？」

　と、井いの上うえさんが声をかけてくれるぐらいに。それでも俺は「いえ、別に」と愛想のない返事しかせず、井上さんは次の言葉を必死で探していた。

「か、管かん崎ざきさんがいないと静かだよね。なんていうか、女の私から見ても管崎さんは存在が華やかだから……って、何を言ってるかわかんないね……。えっと、その、佐々木くんから伝えておいて。みんな、心配してるって」

「……すいません、もうナナさんに会わないと思うから」

　俺おれは教室を出た。あんなことがあった井いの上うえさんと話をするなんて、もう二度とないことかもしれないのに、俺から打ち切った。

　校舎を出ると、校門にもたれかかるようにして、二ふた葉ばが立っていた。長い黒髪にヘッドフォン姿。その場所だけが涼しくなるような独特の佇たたずまい。

　その二葉に声もかけず前を通り過ぎる。ここ数日、俺たちはずっとこんな調子。二葉も無言のまま俺の後ろをついてくる。二葉がもともと無口だからだとか、俺が意地悪く接しているからではない。ひと言でも話しかけたら、そのままズルズルとすべてを打ち明けてしまいそうになる。だから俺はコイツの真ま似ねをして唇を一文字に結び、少し大おお股またで歩く。

　ドカ！　と背中を蹴けられた。地面さんと熱い口づけを交わした俺は、すぐに起き上がり下手人を睨にらみつける。

「何すんだよ！」

「黙れ、鼻血まゆ毛。イライラする。お前にシリアスな顔は似合わん」

「鼻血はお前のせいだろ！」

「そんなに寂しいなら今すぐタヌキを迎えに行け、ウジまゆ毛」

　凛りんと光った弾丸の瞳ひとみが、心臓を貫いた。

　俺は溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんを丸めて撃ち返す。

「まゆ毛まゆ毛うるせぇな！　それができないからウジウジしてるんだろうが！」

　ヒカルや井上さんが俺に何を期待してくれたのか、そんなことはわかっている。

　わかっていながら応えようとしない自分に苛いら立だってもいる。

「何を偉そうに」

　ぷつり、と糸が切れた。だからイヤだったんだ。

「偉そうなのはお前だ！　お前がどこまで知っているのか知らないけどな、俺もナナさんも好きでシリアスやってるわけじゃないんだよ。でもこうするより他ほかに方法がないだろ」

　ズルズルと頭の中から音が聞こえる。だからコイツとは喋しやべりたくなかったんだ。

「そういうところが偉そうだと言ってる」

「はあ？　小難しい言い方するな、もっと喋れよ」

　ズルズルズルズル……防波堤が崩れていく。コイツはいつも俺の中の何かを壊す。

「大体な――」

　歯止めのきかなくなった俺は、最低の言葉を口にした。

「お前にはラッキーなことだろ」

　心の中にいるもう一人の俺が、やめろ、と叫ぶ。それでも現実の俺はやめようとしない。人を傷つけるだけの言葉が次々に飛び出していく。

「ナナさんがいなくなって得をするのはお前だろ、それを何で止めようとするんだよ？　選択肢が四つから三つになるだけじゃない、いなくなるのはあのナナさんだ、俺が今まで生きてきた中で一番可愛い人だ、妖よう精せいだ、天使だ、女神だ！　その人が自分から消えてくれるって言ってんだ、素直に喜べよ！」

　最低という言葉すら勿もつ体たいない。本物の弾丸で撃ち殺してほしいぐらいだ。

　けれど、木き元もと二ふた葉ばはそんな優しいヤツじゃない。俺おれが望むような罰をすんなりと与えてくれるような女じゃない。

　二葉は顔を伏せた。絶対に、俺に顔を見せないように。

「……思うのか？」

「あん？」

「……私がそんなことを考えていると、思うのか？」

　いつもの突き刺すような口調じゃない。気のせいかもしれないけど、震えている。

「もし、本当にそう思っているなら――」

　二葉が顔を上げる。

「今度は私がいなくなってあげる」

　その瞳ひとみが何かで滲にじんでいたように見えたのは、気のせいじゃないかもしれない。それはどんな暴力で責められるよりも、俺を殺した。

　そしてまた、俺の中の何かが壊れる。

「……お、思ってねーよ！」

　二葉に、そして自分に向けて、みっともなく大声を出す。

「さ、さっきのは、アレだ、俺がナナさんを連れ戻した時にゴチャゴチャ言われたらたまらないから、先に言っただけだ。か、確認したまでだ」

「……確認は済んだか？」

「お、おう」

　その時、まるではかったかのように俺の携帯電話が鳴った。

『会いたい』

　とだけ綴つづられたナナさんからのメールだった。

「今から連れ戻してくる」

「……いちいち言わなくていい」

　溜ため息いき混じりの声。泣いていたように見えたのは、やっぱり気のせいだったかも。

　俺は走り出す。まだ痛みが残る背中に羽が生えたみたいに足が軽い。

　十メートルほど走ってすぐにターン。二葉のところに戻る。

「……何？」

「さっきのは嘘うそだ。確認とか嘘。ただの八つ当たり。だから、ごめん！」

　膝ひざに額をぶつけて謝る。二葉は何も答えない。

「……聞いてる？」

　と、顔を上げた瞬間、顔面にカバンが直撃した。

「さっさと行け。お前に謝られると本当に腹が立つ」

　二葉はそう言って、自分の家の方に歩いて行った。俺も自分の家にダッシュ。ナナさんに電話をして、あの浜辺で待ち合わせをして、鼻血を止めてから、家を出た。



　俺おれよりも先にナナさんは来ていた。道路から砂浜へと渡る石の階段に座っていた。夕日で紅く染まったセミロングの髪が、潮風に揺れている。

「ナナさん、遅れました」

　言いながら隣に腰掛けると、

「もう、遅いよぉ」

　彼女はニッコリと笑った。それから俺と腕を組んで、肩に顔を乗せた。

「すごく久しぶりって感じ」

「そうですね」

「寂しかった？」

「みんな寂しがってましたよ」

「みんなじゃなくて、ヨシローくんは？」

「ええ、まあ」

「私も」

　彼女はぎゅうっと俺の腕を抱きしめる。肘ひじに押しつけられた胸の膨ふくらみは、貧相だとか板だとか言われるのが不思議なぐらい柔らかい。

　けど、ドキドキはしない。

「どうしたんですか、急に」

「……ずっと、学校を休んでいる間ずっと、ヨシローくんのことばかり考えてたの。考えないようにしようと思っても頭から離れないの」

「はぁ」

　彼女は目をウルウルさせて上目遣い。

「私はどうしようもなくヨシローくんのことが好きみたい」

「……」

「ヨシローくんは？」

「……突然そんなこと言われても困ります」

「ちゃんと答えて」

「……」

「ヨシローくんが私のことを好きって言ってくれたら――」

「もうやめましょう」

「……どうして？」

「というか、もうやめようぜ」

「……」

　俺は彼女のタレ目を見つめて、その奥の奥まで届くように告げる。

「お前、ヒカルだろ？」

　俺から腕を放した彼女は禍々しい笑みを浮かべた。それを悪魔顔と呼ぶつもりはない。

「意外とバカじゃないんだね。どこでわかったの？」

「色々あるけど、やっぱり服かな」

　俺おれは家に帰った時、制服から私服に着替えた。無地の白Ｔシャツとジーンズに。

「本物ならダサいって怒る」

「そっか。僕は、頭の中までは『コピー』できないからなぁ。でも僕が管かん崎ざきヒカルだっていうのは、半分正解」

　同じ場所で同じセリフを言われた。同じ声で。大切なものに泥を塗られた気分だ。

「不正解の部分を教えろよ。バカにもわかるように」

「どう言えばいいかなぁ。今の僕は僕じゃないってことかな」

「さっぱりわからん」

「つまり、新しい自分だよ。凄すごく力を感じるんだ。体の奥底から溢あふれ出てくるような」

「能力の暴走、か」

「あは。それ、いい表現だよ。やっぱり意外と頭いいじゃん」

　軽薄な笑い声。確かにコイツはヒカルじゃない。

「元の姿に戻ったら、僕はこのことを覚えていない。それどころか自分の能力にすら気づいていない。気づいたとしても自分じゃ能力を使えない。特定の人間の願望に反応する鏡でしかない」

「ナナさんの推理は当たってたんだな」

「そうなの？　まあ、ナナだって全部を見抜いているわけじゃないと思うけどね」

「どういうことだよ？」

「どうだっていいだろ」

「……それで、お前は何がしたいんだ？」

　ナナさんの姿をしたヒカルは、すっ、と俺の目の前で手のひらを広げた。

「これからは僕が佐さ々さ木きくんになる」

　言い終わる前に、俺の体が浮いた。石の階段から数メートル上に、浮いた。

　ヒカルが右手を海岸方面へと振る。

　糸で操られた人形のように俺の体は飛ばされ、砂浜に墜落した。

「こ、この野郎……っ！」

　体を起こすと、石の階段には『俺』がいた。

「頭の中はコピーできないけど、能力はコピーできるんだ」

　俺が俺の姿をして俺の声で俺に話しかけてくる。また目眩めまいがしてきた。

「ヨシローくん！」

　と、階段の上から天使の声。息を切らして現れたのは、本物のナナさんだ。

　ナナさんは二人の俺を目の当たりにして一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたけど、階段にいる方の俺に、

「ヒカル、もうやめなさい」

　さすがに頭の回転が速い。

　ヒカルである俺おれは――あぁ、面倒くさい。ヒカルはナナさんに優しく微笑ほほえむ。

「どうして怒るの？　ナナのためにやっているのに」

「頼んでないわよ」

「こうなることを望んだくせに」

「……っ」

　ナナさんは唇を噛かむ。ヒカルは演説をするように続ける。

「脳から指令が送られてくるんだ。僕を変身させた人の願望どおりに動け、と。プログラミングされた機械のように正しく、せっせと餌えさを運ぶ働きアリのように忠実に、と。実際、ナナとデートした時の僕はそれ以外のことをしなかっただろ？　いや、できなかったんだ。自我のないロボットみたいなものだからね」

　途中から意味がわからないけど、どうやら脳から高尚な指令が出ているようだ。

「今だってそう、ナナが何を望んだのか理解はしている。だから誤魔化しても無駄だよ。ナナは佐さ々さ木きくんに――」

「うるさい！」

「そうだね。ここで言うのは野暮だね。でも、これだけは言っておくよ。今の僕には自我がある。芽生えている。僕自身の意志で僕を動かせる」

「やめとけヒカル、暴走した能力なんてロクなことにならないぞ」

　経験者は語る、だ。

「そんなことないよ」

　ヒカルが俺に人差し指を向ける。

「逃げて！」

　ナナさんが叫ぶよりも早く、鈍感な俺も察した。右足で砂浜を蹴ける。が、足がもつれて転んだ。それが幸いした。

　ヒカルの指先から火柱のように放出された炎は、転んだ俺の髪をわずかに焦がす。

「あはは。惜しい」

　ヒカルが笑う。俺の顔で笑う。お世辞にも素敵な笑顔じゃない。ちょっとへこむ。

「ヒカル！　もうやめて！」

　ナナさんがヒカルの体を押さえつけようとした。そのナナさんにも、まるで銃を突きつけるように指先を向ける。ナナさんは足を止めざるを得ない。

「……私は、こんなことは望んでない」

「だから、僕の意志だって言っただろ」

　ヒカルはナナさんの胸元に指を近づけて、そのまま胸に指を押しつける。ヤラシイことこの上ない構図だけど、もちろんそんな場合じゃない。

「この白ゴボウが……！」

　今度こそちゃんと砂浜を蹴って、ヒカルとの距離を詰めた。ヒカルは体を反転させて、銃の形をした手を俺に向ける。俺もそれと同じことをする。

　二人の俺おれが、互いの額に人差し指を突きつけ合う。

「なめるなよ、ヒカル」

「……どうするつもり？」

「こうするつもり」

　俺は――この巻で初めて――自分の能力を使った。

　指先からほとばしる炎が………出ない。

　ぽわっ、とライター並みの火が出た。ヒカルの前髪を焦がすこともできない。

「……何それ？」

「何なんだろうな、これ……」

　予想を遥はるかに下回る攻撃に、ヒカルは呆あつ気けにとられていた。その一瞬の隙すき。

「ヨシローくん！　逃げるわよ！」

　ナナさんが俺の首根っこを掴つかんで階段の上へと引っ張った。

「あ！」

　と、ヒカルが業火を放つ。走り出していた俺の尻しりを焼く。

「熱っっっ！」

　悲鳴を上げる俺にナナさんは容赦ない。

「うるさい！」

「お、俺のケツどうなってます？」

「知らないわよ！」

　ナナさんは俺を掴んだ手を放して、全力疾走。俺も必死に走ったけど、足が上手に回らない。目眩めまいがする。頭がクラクラする。

「バカ！　早く！」

　ナナさんは手を繋つないで引っ張ってくれた。

　そして、浜辺から一キロ離れたヨットハーバー付近の、コンビニの陰に隠れた。

　ヒカルが追ってきている気配はない。

　とりあえず、安あん堵どの息をつく。しかし、すぐに怒声が飛んできた。

「どうして殴らなかったのよ！　絶好のチャンスだったでしょ！」

「い、いや、俺にもできるかなと思って」

「できるわけないでしょ！」

「でもほら、最近、ニーナと柊ひいらぎちゃんは能力が進化したみたいだし」

「あんなもの進化でも何でもないわよ」

　ナナさんの悪魔顔がほんの少しだけ和やわらいだ。悪魔にはかわりないけど。

「多分、ニーナも先生も、もともとああいう力があるのよ」

「……すいません、もっとわかり易く」

「だから！　あの子たちはそれだけ力が大きいのよ。その大きな力を自分でコントロールできないの。暴走とか何とか言ってるけど、そうじゃなくて、ただ単に能力を使いこなせていないだけ。今のヒカルもそう。大きすぎる力で私たちの能力をコピーしているから、体を持ち上げるほどの念力や火柱が使えるのよ」

「ってことは、例えば柊ひいらぎちゃんは、自由に夢の中に出入りできるようになったりするってことですか？」

「使いこなせれば、だけどね。でもコントロールするのは無理なんじゃない」

「どうして？」

「力が大きいから」

　……ダメだ、全然わからん。

「じゃあ、二ふた葉ばはどうなんですか？」

「知らない」

「……」

「……アイツだって私たちに比べたら大きいわよ。動物の声が聞こえるからヘッドフォンしてるんでしょ？　それがその証拠よ。もし、使いこなせるのなら聞こえてくる声だけをシャットアウトできるはずだもん。ま、どでもいいんだけど」

「私たち？　それはナナさんと俺おれですか？」

「それ以外にいないでしょ」

「まあ、そうなんですけど」

　ナナさんは自分の手を見つめた。

「私とヨシローくんの能力は小さいのよ。これ以上でもこれ以下でもない。進化も成長もしない。今が限界」

　俺も自分の手を見つめた。

「ちょっと切ないっすね」

「力があるのとないの、どっちがいいかなんてわかんないわよ。というか、どっちもいいことじゃないでしょ」

　その通りだ。それでもなぜか一抹の寂しさが残る。同じガラクタでも、どうせなら少しでも大きなガラクタの方がよかった、なんて具合に。

　まあ、今はそんなことよりも。

「――で、どうしますか？」

　俺は物陰から少しだけ顔を出して、あたりを確認する。ヒカルの姿は見えない。

「ヒカルをあのまま放っておけないわ」

「でも、俺たちじゃアイツには勝てないですよ。二葉とかに連絡を――」

「しなくてもいい」

「意地はってる場合じゃないっすよ」

「意地とかじゃなくて、もうすぐ来るわよ」

　そう言いながら、ナナさんは顎あごをくいっと動かして、俺の視線を誘った。

　コンビニの屋根に一羽のカラスが止まっていて、俺とナナさんを見下ろしていた。

「……尾行もたまには役に立つんですね」

「立たせないわよ」

「え？」

「あのチビの力を借りるなんて死んでもイヤ。だからその前に解決する」

　思いっきり意地をはっていらっしゃる。

「じゃあ、どうやって――」

「ちょっと黙って！　今、考えてるんだから」

　ナナさんは爪つめを噛かんだ。焦りの色がありありと浮かんでいる。こんなに困っているナナさんは見たことがない。こんな時に俺おれの頭脳が役立つはずもないので、黙ってナナさんの横顔を見つめた。

　つくづく色んな顔を持つ人だ。天使で、悪魔で、壊れそうで、華やかで、ワガママで、高飛車で、傲ごう慢まんで、面倒くさくて、優しくて、弟想いで……。本当に掴つかみ所どころがない。

　偽物相手には腕が胸に当たってもドキドキしなかったのに、本物は顔を見ているだけで鼓動が速くなる。

　俺はまた自分の手を見つめた。自分の指先を。

「ナナさん」

「黙ってって言ったでしょ！」

「……」

「……何よ？」

「俺はもっと知りたいです。自分のことも、ナナさんのことも」

　知りたい。もっともっと知りたい。色んなことを知った上で、このガラクタと付き合いたい。言葉にするのは恥ずかしいけど、俺は初めて将来の夢みたいなものを見つけた気がする。

　ナナさんは、固まった。目も眉まゆも唇も微動だにしない。頬ほおだけがどんどんと紅くなっていく。

「………それって、告白？」

　俺も固まった。二秒ほど完全停止してから、

「ち、ち、違いますよ！　超能力をっていう意味です！」

「わ、わかってるわよ！　でも今のはそうとも受け取れるでしょう！」

　ガツガツと俺を足あし蹴げにしながら、ナナさんは顔を真っ赤にして怒る。

「もう、何なのよ！　ヨシローくんって突然、変なことを言うわよね。しかも真面目まじめな顔して言うからホント意味がわかんないんだけど！」

「でも、これは一番最初に言いました」

　俺を蹴ける足がピタリと止まった。

「一番に言ったから何よ？」

「何ってことでもないですけど、ナナさん一番が好きだし、今の俺がナナさんにあげられる一番は、これぐらいしか思いつかなかったから……」

「………バッカじゃない」

　フン、と鼻を鳴らしたナナさんは、俺おれに背を向ける。

「何よそれ、一番ってことは二番も三番もあるの？　冗談じゃないわっ！」

「どうしてそう斜めに受け取るんですか……」

「じ、じゃあ、誰だれにも言っちゃダメよ。絶対に」

「はぁ」

「返事が小さい！」

「はい」

　――と、返事をしたのは、俺じゃなかった。

「危ない！」

　と叫んだのが、俺。叫びながらナナさんに飛びついた。抱きかかえてナナさんを庇かばった俺の背中が、炎に炙あぶられた。

「ぐああっ！」

　熱さに耐えられず、ナナさんから手を放して、地面に何度も背中をこすりつける。

　その姿を俺が――ヒカルが、笑って見ていた。

「最初から佐さ々さ木きくんを狙ねらってるんだから、格好つけないでよね」

「ヒカル！　いい加減にしなさい！」

　ナナさんが倒れている俺の前に立ちはだかって、ヒカルに向かって手をかざした。

　それでもヒカルは笑みを崩さない。そのにやけ面が不細工でショックだ。

「まさか念力を使うつもり？　そんなことをしても僕には勝てないし、すぐにお腹が痛くなっちゃうよ？」

「テメェ……」

　怒りで全身が震えていたけど、ナナさんは力を使えない。

　俺は立ち上がり、ナナさんの前に立つ。

「ナナさん、逃げてください」

「ヨシローくんこそ逃げてよ！」

「俺はもう逃げません」

　ナナさんが俺をどかそうとする。でも絶対に動かない。脳からあの指令は出ていない。

　ヒカルが不愉快そうに眉まゆをひそめる。俺がまゆ毛って呼ばれるのもわかる気がする。

「なあ、ヒカル。自分で言うのも変だけどさ、俺になんかなってもいいことないぞ。外見はこの通りだし、頭は悪いし、性犯罪者のイメージが定着してるし」

「中身は僕のままだって言っただろ。中身さえ僕なら他ほかはどうにでもできるさ」

「人は外見しか見ない。って、とある妖よう精せいさんが言ってたぞ」

「……僕はもう誰かのために動くなんてイヤなんだ。自分の思うままに好き勝手する」

「それはナナさんのライフスタイルだ。あとその二重人格キャラも。いまいち空気が読めなくて真面目まじめでウザいけど誰だれかのために動ける優しいヤツってのがヒカルだ」

「……フン、安い挑発だね」

「いいや、頼み事だよ。何度も妄想したけど、俺おれなんて世界に一人いれば充分だ。それが俺でもお前でもどっちでもいい。でも、ナナさんには手を出すなよ」

「安心して。僕はこれからナナと仲良く生きていく」

「そりゃよかった。あ、ナナさんには貸りがあるからそれも代わりに返してくれよ。数分で倍以上に膨ふくらむ超高利貸しだから、一生返済し続けることになると思うけど頑張れ」

「か、格好つけるなって言ってるだろ、今にも死にそうな顔してるくせに」

「目の前に自分がいれば誰だって気分が悪くなるんだよ」

　ヒカルは息が荒くて、顔色も悪かった。姿は俺でも所しよ詮せんは白ゴボウだ。

「あ、そっか」

　ナナさんが呟つぶやいた。

　その直後、ナナさんが俺の手を掴つかんで走り出した。

「待て！」

　ヒカルがすかさず業火を放つ。俺の背面がまた炙あぶられた。

「こんの野郎……！」

　俺は今度こそヒカルを殴ってやろうとしたが、ぐいっとナナさんが引っ張った。

「いいから逃げるわよ！」

「さっきの聞いてました？　俺はもう逃げないって男前に――」

「黙って走れ！」

「はい！」

　二人でまた浜辺方面へと駆ける。ヒカルはまた追いかけてこない。

　それでもナナさんは俺の手を引いてくれた。俺が今にも倒れそうなほど体調が悪いことに気づいてくれているようだ。

「ヒカルの能力の影響よ。副作用かどうかまではわからないけど」

　走りながらナナさんが説明する。

「ヒカルの能力は『変身した相手のエネルギー』も消費するのよ、きっと」

「ダメです、わかりません」

「私もここに来るまで体調が悪かったの。ヨシローくんの風邪が今いま頃ごろになってうつったのかなって思ってたけど、あれはヒカルが私に変身していたからね。まあ、ヨシローくんは本当に風邪もひいていたと思うけど」

　そういえば、俺が体調を崩したのはいつも『もう一人の自分』が現れている時だった。

「……ん？　てことは、もしかして球技大会の時も？」

「うん。あれもきっとヒカル。誰か囮おとりになってくれとか思ったでしょ？」

　ご名答。

「つまり、今からどうすればいいんですか？」

「このまま逃げていればいいのよ。ヒカルが力尽きるまで」

「……その前に俺おれが力尽きるんじゃ？」

「根性よ」

「……頑張ります」

「あ～悔しい、逃げるが勝ちって私に似合わなくない？」

「そうでもないですよ」

「あぁん？」

「ごめんなさい。あ、俺の背中、どうなってます？」

「Ｔシャツがボロボロに破れてる。ジーンズのお尻しりの部分も」

「……やっぱり俺、ダサいっすね」

「そうでもないよ」

「え？」

「ダサいけど、格好悪くはないよ」

　白魚の指に、ほんの少しだけ力が籠こもった。



　ノンストップで走って、浜辺に着く。片道一キロ、往復で二キロを全力疾走。煩ぼん悩のう消化ジョギングをしていなかったら途中でダウンしていただろう。複雑な気分だ。

　運動神経のかたまりであるナナさんも、さすがに砂浜に膝ひざをついた。

　ゼェゼェと息を整えていたら、ヒカルが追いついてきた。額から多量の汗を流し、顔色は蒼そう白はくを超えて茶色がかっている。それが俺の顔だから非常に複雑な気分だ。

「もう……逃げないでよね……」

　ヒカルは指鉄砲を俺に向けてくる。俺に逃げる体力は残っていなかった。

　それはつまり、ヒカルの体力も尽きているということ。

　だから、終わりは拍子抜けするほど呆あつ気けなかった。

　ヒカルの指先から出た炎は、俺が出せるものよりも小さく、すぐに消えた。

「あれ？」

　それが『俺』の最後の言葉。ヒカルは白目を剥むいて意識を失い、砂浜に倒れた。

　そして、『俺』から『ヒカル』の姿に戻った。

「ヒカル……っ」

　ナナさんが駆けつけて、抱きかかえる。ヒカルはまるで赤ん坊のように、その腕の中で寝息をたてた。ナナさんは波音で消えるぐらい小さな声で、

「ごめんね」

　事件がこれで終われば、どれだけよかっただろうか。



　それからすぐ二ふた葉ばとニーナと柊ひいらぎちゃんがやってきた。二葉からある程度の事情を聞いていたであろうニーナと柊ちゃんも、もしかしたら二葉も、事実を目の当たりにして言葉を失っていた。

「そういうことだから、ヒカルには言うんじゃねぇぞ」

　ナナさんが三人に向かって言う。部室でヒカルのことを説明した時と同じように。ニーナと柊ひいらぎちゃんもあの時と同じセリフを返して、あの時よりも力強く頷うなずいた。二ふた葉ばも、あの時と同じだった。

　いや、あの時よりもずっと難しい顔をしていた。そして、

「まだだ」

　と、言いたくないことを言う時の顔で呟つぶやいた。

　その言葉で、俺おれたちは初めて真実を知った。

　――ナナさんとヒカルが双子だということ。ニランセーなのに似ていること。ヒカルが昔から病弱だったこと。ヒカルの能力の仕組み。その副作用。ヒカルが想いを寄せる相手。そして、女性超能力者が生まれてくる子供に願うこと――。

　それらの点が一本の線に繋つながって、現実となる。

　アンタは賢いから、だいぶ前から気づいていたかもしれないな。

　でも俺たちは今の今まで気づかなかった。こんなことは予想できるわけがないし、こんなことにはなってほしくなかった。

「うそ……」

　ナナさんは片方の手で口を押さえる。もう片方の手で抱えられているヒカルは――

　女の姿になっていた。

　ナナさんを囲むようにして集まる。目の錯覚でも、見間違えでもなかった。

　髪が少しだけ伸びていた。華きや奢しやだった体つきも少しだけふっくらとした。顔も心なしか丸みを帯びていた。胸が膨ふくらんでいた。雪のように白い肌が綺き麗れいだった。

　ヒカルは、姉にそっくりな美少女だった。

「これが本来の姿」

　二葉がぼそりと言う。

「俺が『ヒカルが女だったら』って思ったからじゃ……？」

「いや。多分、力を使い果たしたんだ。一時的な燃料切れ。きっと、母親の胎内にいる時から『男に変身』していたんだ」

「……お前、これも知ってたのか？」

「まさか。私が知っていたのは……」

　続きを言わず、ちらりと俺を見る。意味はすぐにわかった。ヒカルの好きな人が誰だれか、あのデートの時に知ったのだろう。

「……ヒカル……やだぁ……」

　ナナさんが『妹』の頬ほおを撫なでる。顔から首、首から鎖骨へ、ゆっくりと体のラインをなぞる。白魚の指を滑らす。

　そうしていると、ヒカルは再び男の姿に変身した。それが俺の願望なのか、ナナさんのものなのかは、わからない。ヒカルは本当に優しいヤツだ。

　ぽとり、とナナさんの手の甲に滴が落ちた。

　今まで色んな顔を見せてきた天使が、初めて本当に泣いた。

　その涙を拭ぬぐおうとせずに顔を上げる。ぐしゃぐしゃになった顔で、順番にニーナ、俺おれ、先生と見て――最後に二ふた葉ばを見た。そこで堪えきれなくなった。

「二葉……どうしよう……」

　二葉は、こくりと頷うなずき、ナナさんの前に座る。

　ナナさんの手に、そっと自分の手を重ねた。

　今、俺たちの目の前には二本の道がある。

　ヒカルに真実を告げるべきか否か――。

　どちらも険けわしい茨いばらの道だ。

　逃げ道はない。後戻りもできない。

　さあ、アンタならどうする？

　二葉の答えは、呆あきれを通り越して痛快だった。



「どうもしない」



　はあ？　という顔になった。全員が。アンタもか？



    

  
    
      



    

  
    
      「お、お前、それじゃ答えにならないだろ？」

　みんなを代表して俺おれが言った。それに対しても二ふた葉ばは揺るがない。

「まだ答えなんか出さなくてもいい。どうすればいいのかわかるまで悩めばいい。その時まで先送り」

　だからこのままでいい、と付け加えた。

　とても学年一の頭脳を持つヤツの言葉とは思えない。

　それなのに、なぜか胸にすとんと落ちた。

　答えに迷った時は、答えを出さない。その場に立ち止まる。逃げはしない。けど、進まない。闇やみ雲くもに進まない。無理矢理に答えを選ばない。

　どこまでも捻ひねくれた考え方。でも、それが一番いいと思った。普通の常識やルールじゃ許されないのかもしれないけど、時と場合によってはアウトローも許されるさ。

　なんせ俺たちは普通じゃないからな。

　アンタはどうだ？

「フン」

　と、鼻を鳴らして、ナナさんが二葉の手を振り払った。

「私もそう思ってたのよね。キツネごときに言われるまでもなく」

　それはさっきまで泣いていたのが嘘うそのような、見事な悪魔顔だった。

　となると当然、慈愛に溢あふれていた弾丸の瞳ひとみにも鋭さが戻る。

「強がるな、泣き虫タヌキ」

「泣いてねぇよ」

「別に泣いてもいいと思う」

「え……」

「弟よりも貧……だったから」

「テ、テメェ……！」

　ナナさんは、宝物のように抱えていたヒカルを砂浜に落とした。

「ああっ、ヒカルさん……！」

　柊ひいらぎちゃんが慌ててヒカルを抱き上げようとする。が、重たくてできない。

「お、また勝負か？　今度は何でやる？」

　キツネとタヌキの睨にらみ合あいにまたややこしいのが乱入する。

　俺はまた頭が痛くなる。

　だけど、胸のモヤモヤは晴れている。

　――まだ答えなんか出さなくてもいい。

　もしかしたら二葉は、俺にも言ったのかもしれない。

「今度は期末の結果で勝負だ、ヨシローくんを賭かけて！」

「上等だ。また泣かしてやる」

「うるせぇ、この＊＊パンツ」

「だ、黙れ！」

　……ま、そんなわけないか。



　その後、柊ひいらぎちゃんが「知り合いの医者に診みせる」と、豪華リムジンでヒカルとナナさんを病院まで運んだ。

「あの車、好きや」と言って、なぜかニーナも一緒に行った。

　俺おれはさすがに疲れたので帰ることにした。三メートル後ろに仏頂面もついてくる。

　振り返って、話しかける。

「さっきのやりとりで思い出したよ」

「……何を？」

「お前が勝ったこと。卓球で」

「……」

「賞品ってのは勘弁だけど、何か一つぐらいなら言うこときくぞ」

「………」

　二ふた葉ばは眉まゆをピクピクさせて、唇をギュッと一文字に結ぶ。

　そのまま十秒ほど顔を忙しくさせて、やっと口を開いた。



    

  
    
      


　エピローグ





　夏休みになった。

　それは同時に補習の始まりでもあった。中間試験よりも点数は上がったけれど、今回もぶっちぎってやった。逆ポールポジションは譲れない。

「ここは、この方程式……その前に九九からやりますか……？」

　柊ひいらぎちゃんは自らの指導力よりも、俺おれの頭脳を嘆いていた。だけど、なぜか楽しそうで、小さな体をピョコピョコと弾ませていた。

「こ、この後、私の家に来ますか？　いえ、別に変な意味ではなくて、年代物のワインが手に入ったので……」

　ワインの部分が幻の焼しよう酎ちゆうだったり日本酒だったり黒毛和牛だったりと日替わりした。

　もちろん、やんわりとお断りしておいた。

　バンビの与よ四し郎ろうグッズコレクションにＤＶＤが加わったことは、言うまでもない。



　ぶっちぎりのワーストツーを確保したニーナは補習に来なかった。

　終業式の次の日、例によって勝手に俺の家に入ってきて、

「ちょっと里帰りしてくる」

　と、寝ている俺を叩たたき起こした。まだ寝ぼけ眼の俺に、アニメとバラエティ番組の録画とゲームのレベル上げを次々と指示した。

「ニーナの故郷って、どこ？」

「あれ？　言うてなかったっけ？」

「うん」

「ウチの実家はイタリアや」

「そ、そうだったのか……」

　イタリア人だったのか。だから英語ができなかったんだな。

「ほな、ちょっと行ってくる」

　あどけない八重歯を光らせて、ニーナは目の前から消えた。羨うらやましい能力に改めて驚きつつ、旅立ったニーナに一人虚しくツッコむ。

「名前の最後に『ーノ』をつけて」

　ニーナ・ヴァレンティーノ。この方がイタリア人っぽい……よな？

　ニーナが日本に戻ってきた時、またまた俺を悩ます大事件が起きるんだけど、この時の俺はまだ知らない。



　補習三日目。柊ひいらぎちゃんの物質的誘惑を振りきり、ナナさんと出かけた。釣り堀に。

「つまんないつまんないつまんない超つまんない」

　ナナさんはずっと口を尖とがらせていたけど、入れ食い状態。何をやっても上手い人はいるもんだ。

「あれからね――」

　と、ナナさんは話してくれた。

　病院で診察した結果、ヒカルはどこも異常はなかった。異常が見つからなかった。体の中まで男だった。一日の入院で快復したヒカルに、あの日の記憶はない。

　ナナさんは、お母様にだけ真実を伝えたらしい。ひどくショックを受けられたそうだ。

　ここからは少しだけ未来の話。

　夏休みが終わる直前、ナナさんとお母様は、ヒカルとお父様に全てを打ち明けた。ヒカルはその日のうちに高校に退学届を出すことになる。その家族会議がどんな様子で、何が話し合われたのか、どれほどの葛かつ藤とうと混乱が生じたのかは、知らない。俺おれが知らなくてもいいことだ。

　今に話を戻す。ヒカルについて先送り状態の今に。

「これでよかったのかなぁ？」

「いいんじゃないですか。今すぐ決めなくても」

　ナナさんは釣り糸を見つめていた。

「……ヨシローくんも、ね」

「え？」

「今すぐ決められたら困るから」

　と、悔しそうに言って、魚を釣り上げると同時にナナさんは天使の笑顔になった。

　いや、悪魔の笑顔かもしれない。

「ま、三年後には絶対！　私が勝ってるけどね！」

　本当にそうなっていそうな気もしたから、苦笑いで誤魔化した。

　その後、俺が堀の中に落ちて溺おぼれたことも苦笑いで流してくれ。

　また未来の話。

　高校を辞めたヒカルは、二学期初日に再び俺たちの前に現れることになる。

『浅野ヒカル子』という名前の、ナナさんの母方の従姉妹という設定の、ナナさんによく似た美少女転校生として。



　山やま田だにはきちんとデジカメを弁償した。



　夏休みが一週間過ぎた日。

　夕方五時前、俺は駅前の変な像の前に立っていた。いつもは利用者の少ない駅が、年に一度の大おお賑にぎわい。像の前も改札前も人でごった返している。今日は花火大会だ。

　本当はナナさんと来る約束をしていたけど、そのナナさんに勝ったヤツのリクエストだから仕方がない。

　通り過ぎる色とりどりの浴衣姿をぼんやり眺めながら、叔父さんの言葉を思い出した。

「頑張らなくていい。普通が一番」

　俺おれにとっての『普通』は永遠に手が届かない場所にあるのかもしれない。それでも俺は普通になりたいし、あきらめるつもりもない。

　だけど、あんまり頑張らないでいようと思う。それは結婚相手選びも同じ。無理矢理に決めるんじゃなくて、三年後のその日までゆっくり考えようと思う。

　いや、考えなくても「この人だ」と言えるようになりたい。そして、できることならばその相手にも同じような気持ちになってほしい。

　まあ、その相手が誰だれかは、今は見当もつかないけど。

　――なんてことを考えていたら、待ち人がやってきた。

　その瞬間、これまで話してきた内容を根底からひっくり返されそうになった。

　やっぱり頑張らなきゃいけないかも、ってね。



　人混みの中でもすぐに見つけられる黒髪の和服美人。

　そんな二ふた葉ばの浴衣姿を見たら、アンタだってそう思うはずだ。

ＥＮＤ



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき





　家から歩いて２分ほどの所に小学校があります。僕の母校です。朝のチャイムや昼休みに放送部が流す最近のヒット曲や校庭で遊ぶ子供たちの無邪気な声が聞こえてきて、懐かしき日々を思い出させてくれます。そんな後輩たちによる下校時のとある会話――。

「家帰ったらマッハ５でタケシ（仮名）の家に行くね」

「そんなに急がなくてもいいよ。３０００マキシムぐらいにして」

「あはは。そんなことしたら目玉焼きになっちゃうよ」

「違うよ、ミカンゼリーだろ。とにかくＤＳ忘れるなよ」

「うん！」

　……凄くない？　後輩たち無敵じゃない？　ＤＳを持ってタケシくんの家に急いで行くことしかわからない……。マッハ５はともかく、マキシムとか目玉焼きとか何だろう？　ミカンゼリーがどうして正解なんだろう？　末恐ろしいです。こんなに才能溢あふれた後輩が将来、作家や映画監督や芸術家になったら……と考えると、心が踊おどります。一日でも早くそんな未来が来て欲しいものです。

　とはいえ、自分も同じ年の頃は似たような感じだったのかもしれません。もしかしたらもっと意味不明なことを言ってたのかも。あの頃ころは無敵だった自分が大人になって作家の端はしくれになって、あの頃の大人が期待してくれたような未来をつくれているかは、自信がありません。だからこそ、もっともっと楽しい物語を、と思う今日この頃です。

　……それにしてもスゲェな。体はそのままで頭の中だけ交換してくれないかな。でも、思考が子供だとあんなことやこんなことも思いつかないから、いっそ体ごと交換してくれたら……いや、もし、あんなことを思いついてしまった場合に体が子供だと……てな感じで、愚ぐにもつかない妄想が止まりません。恵まれた環境です。



　では、簡単に謝しや辞じを。

　タカハルさん、今回は厳しいスケジュールで申し訳ないです。そしてそれを乗り越えてくださって本当にありがとうございました。

　僕のクセ球を巧たくみにリードしてどうにかこうにか試合にしてくれる名捕手の担当さん、これからもずっと女房でいてください。変な意味じゃなくて。

　その他、出版にあらゆる形で尽力して頂いた全ての方に御礼を。

　そして、この『ぴにおん！２』を読んでくれた読者の皆様へ、言葉では言い尽くせない感謝の気持ちをエネルギーに変えて執筆に励はげみます。



　それではまた、近いうちに会いましょう。

樋ひ口ぐち　司つかさ
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